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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章　森もりの血けつ命めい酒しゆとワインゼリー







　その日は、待ちに待ったものが【アトリエール】に届いた。

　これをじっくりと見るために、リアルだけでなくＯＳＯでの用事も済ませていた。

　ポーションの作製と納品、それにリーリーからのミスリル合金製の船ふな釘くぎの作製依い頼らいなどを済ませた後で、その物品を受け取ったのだ。

「これが──【ネタアイテム全集】！」

「はい。本日、マギさんのところにポーションを納品したところ、これをお預かりしました」

　お使いでアイテムの配達をしたＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターのキョウコさんがそう言いながら渡わたしてくれたのは、一冊の本だ。

　以前、費用対効果コストパフオーーマンスの悪いボツアイテムの使い道やレシピ公開を相談したところ、マギさんや他の生産職の人たちを巻き込んで本を作ろうという話になった。

　そして、マギさんたち【生産ギルド】が主導して、【ネタアイテム全集】という本が作られた。

　これは、生産職たちがこれまで作った効率の悪いボツアイテムやＯＳＯに流通するネタアイテム、不ふ遇ぐう生産職の地位向上のための便利アイテムのレシピを載のせた本だ。

「おおっ!?　俺の作った魔ま法ほう薬のレシピが載ってる！　それに、他の人が見つけたレシピも！」

　パラパラと本のページを捲めくるだけでも生産意欲をかき立てるアイテムレシピが多数ある。

【調合】系の魔法薬レシピと【細工】系の小物類のレシピ、【料理】系の美お味いしいレシピに俺は、興味を惹ひかれた。

「ユンさん。私は、店番に戻もどりますけど、どうします？」

「俺は早さつ速そく、工こう房ぼう部に籠こもってこの本のレシピを試ためしてみる！」

「はい、わかりました。後でお茶を淹いれますね」

　そう言ってキョウコさんは、愛あい嬌きようのある顔で微笑ほほえみを浮うかべる。

　そして、お茶を淹れるという言葉を聞いて、最初に作るレシピを食べ物系にしようと決めた。

「えっと、まず、どの食べ物にしようかな……おっ、ブルーゼラチンを使ったゼリーかぁ。懐なつかしいな」

　俺の原点とも言える、ブルーゼラチンを使った料理レシピを見つけた。

　ブルーゼラチンは、ブルースライムのドロップアイテムを生産スキルで加工して作ることができる食材アイテムだ。

　これを砂糖やフルーツ、お好みでジュースなどで溶とかして冷やせば、簡単に色々なゼリーを作ることができる。

「砂糖たっぷりの甘めのアップルティーゼリー、それともカットフルーツたっぷりのフルーツゼリー、コーヒーゼリーにサイダーゼリーなんてのもあるのか」

　ちなみにサイダーの入手方法は、なんと町のＮＰＣから購こう入にゆうするという方法があり、レシピの端はしにお店の地図が小さく載せられている。

「あー、コーヒーは【アトリエール】に常備してないし、サイダーも買いに行かなきゃないなぁ」

　折角だから、普ふ段だん作らない種類のゼリーが良かったなぁ、と思いながら、ページを捲る。

　そして、ふと、次のページにもゼリーのレシピがあることに気付く。

「あっ、まだゼリーのレシピが続いてる……これは、ワインゼリー？」

　ワインの香かおりと味が大人の味。果物を閉じ込めた見た目は、美しい。とキャッチコピーが俺の目を引く。

　未成年であるためお酒にはちょっと抵てい抗こう感があるが、どうやらワインは色付けのためらしく、それほど気にならないみたいだ。

「果物は……【サムヤマブドウ】と【王おう花か桜おう桃とう】が少しあるな」

【サムヤマブドウ】は、【混乱】や【怒いかり】の状態異常バツドステータス耐たい性せいを一時的に上げる果物の食材アイテムである。

【王花桜桃】の方は、【王おう花か桜ざくら】の樹きから四日に一度、青葉の時にしか実を付けないサクランボの食材アイテムである。

「ホントは、別の使い方をした方がいいんだろうけどなぁ」

　四日に一度しか採取できない【王花桜桃】は、状態異常バツドステータス回復薬の素材として追加で使えば、二段階効果を高める。

　例えば、【解げ毒どく３】の効果のポーションに追加すれば、【解毒５】になり、【解毒４】のポーションに追加すれば、上位の【解げ猛もう毒どく１】の状態異常バツドステータス回復薬になる。

　こうした上位の状態異常バツドステータス回復薬は、下位の状態異常バツドステータスの回復と一時的な耐性の付ふ与よ。更さらに上位の状態異常バツドステータスも回復させる効果がある。

　本来なら、そうしたポーション作りの素材に使うのだろうが──
















「うん。ワインゼリー、作ろう」

　レアな果物系アイテムを使ったらどうなるのか、という好こう奇き心しんもあり、作ることにした。

　それにワインと聞いて、使ってみたいアイテムもあったのだ。

「未成年だから、お酒は飲めないけど、ワインゼリーなら自分で確かめられるよな」

　そう言って、工房部の棚たなの中に並ぶ真しん紅くの液体の入った瓶びんを一本取り出す。





森の血命酒【消しよう耗もう品】

ＭＰ＋５％、ＡＴＫ＋10、ＤＥＦ[image: ]10／20分






　これは、薬やく秘ひ草そう、魂こん魄ぱく草そう、生命の水、活力樹の実、サムヤマブドウを特定の配合で混ぜて作られたお酒だ。

　この【森の血命酒】ができるまでには、数日掛かかり、更に樽たるの中に素材を入れ、定期的にキョウコさんに混ぜてもらう必要があるのだ。

　配合を変えれば、ＭＯＢの生体素材を修復できる【細さい胞ぼう培ばい養よう液】や、畑の薬草栽さい培ばいに使える【植物栄えい養よう剤ざい】、キノコ栽培の強い味方【菌きん類るい栄養剤】などができ、同じ棚のところに何本か作り置きしてある。

「未成年プレイヤーは、お酒を飲むと【酩めい酊てい】の状態異常バツドステータスが付くから封ふう印いんしてたけど、加熱してアルコールを飛ばせば俺でも食べられるよな」

　早速、ブルーゼラチン、水、砂糖、果物、レモン汁じる。そして、【森の血命酒】を使ってワインゼリーを作り始める。

　最初は、ブルーゼラチンを水に浸つけておき、ふやかす。

　その間に、【サムヤマブドウ】の皮を剝むき、【王花桜桃】を水洗いしておく。

　ゼリーに入れる果物が用意できたところで、【森の血命酒】とレモン汁、砂糖、水をお鍋なべに入れて加熱し、軽くアルコールを飛ばす。

「うん。ワインの香りが漂ただよってきたな。けど、あんまり、ワインっぽくないかも」

　水やレモン汁を加えたために少しだけワインらしい真紅の色合いが薄うすれて、綺き麗れいな透すき通った赤になっている。

「もうアルコールは飛んだかな」

　アルコールの飛んだ鍋の火を止め、ふやかしておいたブルーゼラチンを溶かして混ぜ、少しだけ放置して粗あら熱ねつを取る。

　用意したフルーツをゼリー容器に入れて、ゼラチンを溶かしたワインゼリーを流し込み、それを冷やし固める。

「あとは、冷やしておけばいいかな？」

　冷たいお菓か子しはあまり作ることはしないが、必要になる時は、【アトリエール】の店てん舗ぽ部の方に置かれた保温・冷れい却きやく機能付きのアイテムボックスの中に入れる。

　食材用のアイテムボックスとして購入したもので耐熱効果を付与する【クールドリンク】が冷やされている。

「冷えるまで他のレシピでも読んでおこう」

　お菓子作りの後片付けを終えた後、店舗部に戻り、キョウコさんの淹れてくれたお茶を飲みながら、【ネタアイテム全集】を読み進める。

「あっ、レシピ提供者にエミリオ……エミリさんの偽ぎ名めいだ。提供レシピには、【細胞培養液】とかの作り方とその使い方を載せてる」

　ワインゼリーに使われた【森の血命酒】と同じ素材で作られる【細胞培養液】は、ＭＯＢの生体素材の補修・再生に使えると書かれている。

　例えば、革かわ製の防具を生産する際、生産ミスにより素材の品質が下がった時使えば、品質を元に戻せるというものだ。

　他ほかにも、ＭＯＢの骨や角、牙きばなどから作るボーンアクセサリーなんかでも使える小こ技わざだったりする。

　備考には、配合率を変えれば【植物栄養剤】【菌類栄養剤】【森の血命酒】ができる、と書かれていて生産プレイヤーが自分で考える余地を残した書き方をしている。

「こっちのお菓子レシピは、フィオルさんが提供しているのか。おっ、アロマオイルや香こう水すいの作り方を研究してるプレイヤーもいるのか」

　クロードのお店である【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】でパティシエをしているフィオルさんの提供レシピや、見知らぬ女性プレイヤーの香水レシピとその効果に目を通す。

「うーん。香水は、【属性軟なん膏こう】とかに似た分類の薬かなぁ。興味はあるけど、リゥイとザクロの前で強い匂においのものは付けられないよなぁ」

　そう呟つぶやき、俺の使し役えきＭＯＢを探す。

　一角獣ユニコーンのリゥイと空くう天てん狐このザクロを探せば、【アトリエール】の薬草畑の方に居た。

　今日は、暖かな日が差しているので、薬草畑の桃とう藤とう花かの樹の下でお昼ひる寝ね中だ。

　そんな中、【アトリエール】に一人の客が入ってきた。

「いらっしゃい。って、ミカヅチ？」

　珍めずらしく単独で【アトリエール】にやってきたミカヅチに俺が首を傾かしげる。




　　　　●




「よぅ、嬢じようちゃん」

「だから、嬢ちゃん言うな……って言うか、ミカヅチ一人で来るなんて珍しいな」

　ＯＳＯ最大手ギルド【ヤオヨロズ】のギルドマスターであるミカヅチが【アトリエール】に来たことを軽く不思議に思う。

　必要なアイテムは、ギルド内の生産職たちで賄まかなえるために滅めつ多たに【アトリエール】に来ない。

　また、今までの経験上、厄やつ介かい事の匂いがするので思わず身構えてしまう中、ミカヅチが用件を切り出す。

「そんなに身構えるなって、【ヤオヨロズ】の遠えん征せいの日程が決まったから伝えに来ただけだ」

「遠征の日程……って、地下渓けい谷こくの先か！」

　ミカヅチの話に俺は思わず、立ち上がる。

　第四の町である【迷めい宮きゆう街がい】の南側に広がる荒こう野やエリア。その地下に【ネザード地下渓谷】という場所が存在し、更に分ぶん岐きする先には、【ドワーフの国】と書かれた立て看板が存在した。

　その遠征予定が立ったようだ。

「楽しみだなぁ、ドワーフ。新しい鉱石や【鍛か冶じ】や【細工】の生産レシピや加工方法とか！」

「ユンの嬢ちゃんが楽しみにしてくれて何よりだ」

　そう言って、ニシシッと笑うミカヅチ。

「【ヤオヨロズ】の遠征は、今から大体一ヶ月後。ゴールデンウィーク中の予定だ。嬢ちゃんもそれまでにアイテム強化や戦力増強しておけよ」

「うっ……やっぱり、生産職でも最低限の戦力は必要か。守っては……くれなそうだなぁ」

　そう呟く俺は、あんまり戦せん闘とうをしたいプレイヤーではない。

　だが、地下渓谷やその先の洞どう窟くつなどの閉へい鎖さ的な空間では、大人数のプレイヤーを展開することができない。

　そのために、【火山地帯】の時のような大人数で守りながら進むことが難しく、個人での自衛能力に期待される。

「不安になる前に、まだ嬢ちゃんの使役ＭＯＢの能力検証とか終わってないんじゃないか？」

　窓の外を眺ながめるミカヅチに俺も釣つられて外で昼寝するリゥイとザクロを見る。

「確かに、リゥイとザクロを戦闘にあまり出さないから強さとか能力をまだハッキリと確かく認にんしてないかな」

「だろ？　それを調べた後で考えても遅おそくはないと思うぞ」

　ミカヅチの助言に顎あごに手を当てて考える。

　確かに今は、自分に何ができるのか、何が足りないのか分かっていない。

　リゥイとザクロの能力をより詳くわしく調べた後で、必要な方向性のセンスのレベリングやアイテム補助を考えればいいかもしれない。

「それに遠征では、嬢ちゃんの知り合いも誘さそってパーティーを組んでもいいし、必要なら今のうちに【ヤオヨロズ】に加入すれば、レベリングを手伝ってやれるぞ」

「さりげなく俺をギルドに誘うのやめろよ、全く……」

　俺が溜ため息いきを吐つきながら、ジト目をミカヅチに向けると、バレたか、とミカヅチが冗じよう談だんっぽく笑う。

「さて、事務的な話は、これで終わりだ。それで──」

　途と端たんにミカヅチは、真しん剣けんな顔付きになる。

　その表情に一いつ瞬しゆん身構えるが、次の一言に脱だつ力りよくする。

「──ワインの匂いがするが、酒があるのか？」

「…………」

　なんだろう、さっきまで真ま面じ目めな話をしていたのに、一気に漂う残念な感じは。

「この店に入ったときから微かすかにワインっぽい匂いが漂って気になってたんだ！」

「……まぁ、【サムヤマブドウ】を使ったものだしワインっぽいけど、料理にちょっと使っただけだぞ」

　工こう房ぼう部でワインゼリーを作ったのに、店舗部まで漂ってきていたのか、と思う。

「なぁ、料理に使ったって言うけど、何を作ったんだ？」

「ワインゼリーを作ってみた。ちょっと【調合】でワインっぽいものができたから試ためしに作ってみたけど、食べてみるか？　そろそろ冷えた頃ころだし……」

「もらおう！」

　そう言って、カウンター席に座るミカヅチに俺は、保冷用のアイテムボックスから冷えて固まったワインゼリーを取り出し、スプーンを添そえてミカヅチの前に出す。

「おおっ!?　相変わらずおしゃれに作るなぁ。それに私の髪かみと同じ色だ」

　ワインレッドの髪を摘つまんでワインゼリーの色と見比べて楽しそうに笑うミカヅチ。

　そして、角度を変えながらゼリーの中に浮うかぶフルーツを眺める。

「ワインゼリーの中に、【サムヤマブドウ】と【王花桜桃】を入れてみた」

「相変わらず、贅ぜい沢たくするなぁ。レア素材も使ってるじゃないか」

　それに、と呆あきれたように笑うミカヅチは、ワインゼリーのステータスを確認していた。





フルーツ入りワインゼリー【食料】

満腹度＋15％　追加効果：ＨＰ＋５％、ＡＴＫ＋10、【怒いかり耐たい性せい３】【混乱耐性３】／30分

【サムヤマブドウ】と【王おう花か桜おう桃とう】入りの【森もりの血けつ命めい酒しゆ】のワインゼリー。






　ワインのアルコールを飛ばしたからだろう。

　デメリット効果であるＤＥＦ減少効果が消え、ゼリーの中に浮かぶ【サムヤマブドウ】の状態異常バツドステータス耐性効果が【王花桜桃】によって二段階強化されていた。

「本当に贅沢な効果だな。下手なポーションよりも有用じゃないのか。それに甘くてうまい」

「まぁ、レアな素材で調理したからな。ん～、つるっとしてて美お味いしい」

　ミカヅチは、美味しい上に強力な追加効果があることに複雑そうな顔を浮かべ、俺は目を細めて喉のど越ごしのいいワインゼリーを楽しむ。

　初期の頃は、毒料理や有用な食材アイテムの少なさで微び妙みような評価だった【料理】センスだが、こうしてレアな素材を複数使えば、強力な効果を得られる。

　そして、俺とミカヅチがワインゼリーを食べているとキョウコさんがお茶を淹いれてくれる。

　俺は、そんなキョウコさんにも何個かワインゼリーを渡わたす。

「これは、キョウコさんとリゥイとザクロの分ね。お願い」

　ひんやり冷たいワインゼリーの容器を受け取れば小さく会え釈しやくして、キョウコさんは薬草畑に面したウッドデッキに向かっていく。

　多分、昼寝していたリゥイとザクロに持っていった後、ウッドデッキで食べるのだろう。

「ごちそうさま。うまかった。あと、追加効果が本当に凄すごいな」

　自身のステータスを見て、改めて食べたワインゼリーの効果を確認するミカヅチ。

　そして、食べ終わったワインゼリーの容器を名残なごり惜おしそうに見つめながら、ミカヅチが話を切り出してくる。

「この【森の血命酒】のレシピを教えてくれないか？　さっき【調合】で作った、って言っていたよな」

「教えてくれ、って言われてもレシピは、この本で公開されてるぞ」

　俺は、そう言って、先さき程ほどまで読んでいた【ネタアイテム全集】を取り出して見せれば、ミカヅチは意外そうな顔をする。

「その本にあるのか？　うちのギルドの生産職連中が回し読みしてたのを見たけど」

「正確には、このページにある【細さい胞ぼう培ばい養よう液】と同じ素材でレシピの配合率を変えたら作れるんだよ。だから、後は勝手に配合率を研究していけば、そのうちできるんじゃないか？」

　そう言って、説明するがミカヅチは不満そうに口元を歪ゆがめる。

「だが、配合率が分かるまでできないだろ！　私は、すぐに飲んでみたいんだ！」

「ちなみに、一度配合してもリアルタイムで三日ほど時間経過させないと完成しないからな」

　基本、放置時間が長い生産アイテムであり、放置中の管理は、ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターに任せられるので配合率さえ判明すれば、難易度としては比ひ較かく的てき低い調合になるのだが──

「そんな、生殺しじゃないか」

　ミカヅチにとっては、その放置時間は深刻なようで、落らく胆たんの表情を浮かべている。

「全く、仕方がないなぁ。それじゃあ、こうするか」

　あまりにも落胆するミカヅチに、俺は工房部の方に保存してある【森の血命酒】を一本持ち出し、カウンターに置く。

「俺は、未成年でお酒は飲めないから、一本だけミカヅチに譲ゆずる。ただし、後でアイテムの使用感を教えてもらう。これでどうだ？」

「ユン嬢ちゃん！　ありがとう！　早さつ速そく、ギルドに戻もどってこいつに合うツマミを見つけてみせる！」

「いや、そういう使用感とかじゃないから」

　ジト目を向けるが、味や風味が赤ワインに似ていたのなら、料理酒の代わりに使うのもありかも、と考える。

「私は、これでギルドに戻るわ。さてギルドに戻ったら早速、ギルマスの強権で生産職連中に【森の血命酒】を造らせよう」

「それは止やめてやれよ」

　冗談でそんなことを言うミカヅチ。

　嬉うれしそうに【森の血命酒】の瓶びんを抱かかえていたミカヅチは、ふと、何かを思い出したような表情をする。

「そう言えば……」

「今度はなんだ？」

　その変わりように何があるんだ？　と身構えるが、今度は普ふ通つうの雑談の内容であった。

「そろそろＯＳＯが一周年を迎むかえるんだ」

「一周年？　って正式版の開始は、去年の七月だっただろ？　まだ三ヶ月あるだろ」

「違ちがう違う。βベータ版から数えて一周年。まぁつまりセミ・アニバーサリーってところだな」

「あー、そうなんだ」

　β版は、去年の四月から六月の三ヶ月だけの公開だと話には聞いているが、正式版からプレイしている俺としては、遠い話のように感じる。

「なんでもβ版の頃にあったけど、削さく除じよされたコンテンツがリニューアルされるらしいんだ」

「リニューアル？」

「あまりに不評で消えたんだよ。【シンボル】ってアイテムを揃そろえてフィールドやダンジョンを生成するシステムなんだ。まぁ、その話は、詳しい奴やつにでも聞いてくれ」

　今すぐにでも【森の血命酒】を飲みたそうにするミカヅチは、言いたいことだけ言って【アトリエール】から出て行った。

　そんなミカヅチの後ろ姿を見送った俺は、そういう話もあるのか、くらいの気持ちで受け止める。

　実際に、ＯＳＯ公式から【セミ・アニバーサリー・アップデートの告知】というメッセージが届いていたことを確かめる。

　だが、アップデートへの期待よりもギルド【ヤオヨロズ】が企き画かくする遠えん征せいに向けて、俺やリゥイ、ザクロの能力検証が重要なように感じた。







　　　一章　憑ひよう依いセンスと輝き腐ふブドウ







　その日のログインでは、俺は成せい獣じゆう化したリゥイとザクロを連れて、【ダイアス樹林】の湖周辺まで来ていた。

　湖の周辺には、林や平地、湿しつ度どの高い森林のキノコエリアなど、複数のエリアタイプが密集している。

　また、各エリアごとに違うＭＯＢが出現するので様々な種類の敵ＭＯＢや地形での戦せん闘とうを経験することができる。

　ここでならリゥイとザクロの能力検証やスキルの組み合わせ、連れん携けいなどを確かめられる。

「さて、とりあえず思いつく範はん囲いのことをやってみるか」

　そう呟つぶやき、認にん識しき阻そ害がいのマント【夢む幻げんの住人】を羽織り、センスステータスを確認する。
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【長弓Ｌｖ42】【魔ま弓きゆうＬｖ26】【空の目Ｌｖ26】【看破Ｌｖ38】【魔道Ｌｖ33】

【大地属性才能Ｌｖ15】【付ふ加か術じゆつ士しＬｖ10】【調教Ｌｖ40】【料理人Ｌｖ18】

【物理攻こう撃げき上じよう昇しようＬｖ25】【先制の心得Ｌｖ15】




控ひかえ




【弓Ｌｖ55】【俊しゆん足そくＬｖ30】【調薬師Ｌｖ30】【錬れん金きんＬｖ47】【合成Ｌｖ46】【彫ちよう金きんＬｖ40】

【生産職の心得Ｌｖ26】【泳ぎＬｖ18】【言語学Ｌｖ28】【登山Ｌｖ21】【身体耐性Ｌｖ５】

【精神耐性Ｌｖ４】【急所の心得Ｌｖ14】【念動Ｌｖ８】








　いつもの弓系センスを主体としたセンス構成だが、リゥイに騎き乗じようして移動するために【俊足】のセンスを外し、【調教】センスを装備した。

「センス装備枠わくって意外と足りないかも」

　今、オーカー・クリエイターや【夢幻の住人】などの【認識阻害】系の効果を持つ装備をしている。

　そのために、敵ＭＯＢに気付かれにくい。

　その状じよう況きようを有効的に使うために、先制攻撃にダメージボーナスを与あたえる【先制の心得】のセンスを装備しているが、本当ならば、クリティカルや命中率を上げる【急所の心得】のセンスも一いつ緒しよに装備したかった。

　以前は生産系センスの混じっていたセンス構成も、少しずつ戦闘系センスの種類を増やした結果、ほぼ戦闘系センスで組めるようになった。

　まぁ、【料理人】は、生産系センスだが、近接武器代わりの包丁が使えるようになるので、一応武器センス枠だと思っている。

「さて、やるか……リゥイは隠かくれてろ。ザクロは俺に憑依だ」

　俺が指示を出すと、リゥイは幻術を使い、すっと姿を消す。

　そしてザクロは、俺の胸に飛び込み、そのまま中に入り込んでくる。

『きゅっ！』

　憑依した結果、俺の頭部に狐きつねの耳が立ち、腰こしあたりからザクロの三さん尾びが生え、頭の中ではザクロの鳴き声が響ひびく。

　以前の憑依と違うところは、防具のオーカー・クリエイターの上から羽織る【夢幻の住人】のマントが、ザクロの尻しつ尾ぽが出現したことで内側から盛り上がるように押し上げられていることだ。

「あー、ザクロの尻尾が自由じゃないと、自動防ぼう御ぎよの動きを阻害するけど、大だい丈じよう夫ぶか？」

　もしかして、自動防御する度たびにマントを引き裂さくなんてことにはならないよな、と思い、盛り上がるマントの方に首を回す。

　マントの内側で窮きゆう屈くつそうにもぞもぞと動く憑依したザクロの三尾を見て、憑依によって出現する尻尾とマントの形状の相あい性しようの悪さを確認できた。

「今度、クロードに相談しないとなぁ。ザクロの憑依状態でも使えるように改造の依い頼らいを出さないといけないなぁ」

　マントの中央にスリットでも入れてもらえば、ザクロの尻尾をマントの外に出すことができるかも知れない。

『きゅぅ～』

「別にザクロを責めてるわけじゃないよ。ただ事前に分かって良かった、ってこと」

　俺は、装備していたマントを外すとその下でぺたんと伏ふせられた狐耳と力なく垂れ下がる尻尾を見て、微び苦く笑しようを浮うかべる。

「まぁ、オーカー・クリエイター自体にも【認識妨ぼう害がい】の効果があるし、隠れて移動することができないわけじゃないから。さて、早速戦闘して能力検証をするか」

　俺は、マントをインベントリに仕し舞まい、ザクロを憑依させた状態で敵ＭＯＢを探す。

　程ほどなくして今居る林のエリアを巡じゆん回かいするように狼おおかみ型ＭＯＢのグラスウルフの群れが現れる。

　若草色の毛色をした狼は、地面の匂においを嗅かぐようにして辺りを警けい戒かいしながら、移動している。

「確かあのＭＯＢは、【発見】系の能力があるから不意打ちし辛づらいんだよなぁ。それに最大数の５匹ひき……」

　嫌いやそうに顔を顰しかめる俺にリゥイが、倒たおしてくるか？　と言いたそうな視線を向けてくる。

　確かに、幻術で姿や気配を感じさせないリゥイなら問題なく蹴け散ちらすことができそうだが、俺は静かに首を横に振ふる。

「リゥイは手を出さないでくれ。これは、俺とザクロ自身の能力把は握あくの戦闘なんだ」

『きゅっ！』

　やる気になるザクロの鳴き声が頭の中で響き、小さく微笑ほほえみを浮かべる。

　俺は、黒くろ乙おと女めの長なが弓ゆみを構え、黒くろ塗ぬりの【暗殺者の矢】を番つがえる。

　オーカー・クリエイターの【認識妨害】が効いているためか、グラスウルフたちはこちらに気づいていない。

　俺は、不意打ちを成功させるために、スキル使用時に発光するエンチャントの使用は控える。

「ふっ──」

　小さな吐と息いきと共に弓から放たれた矢は、真まっ直すぐに林の間を縫ぬうように駆かけ抜ぬけ、１匹のグラスウルフの脇わき腹ばらに突つき刺ささる。

『キャン！』

　短い悲鳴と共に横よこ倒だおしになる１匹のグラスウルフは、今の一いち撃げきでは完全に倒し切れなかったので続けて２本の矢を放つ。

　倒れたグラスウルフは、起き上がる間もなく、追加で放たれた２本の矢を受けて、光の粒りゆう子しとなって消える。

　それを見た他のグラスウルフたちの１匹が遠とお吠ぼえをしようと喉のど元もとを見せるが──

「《呪加カースド》──ディフェンス！」

　その遠吠えをしようとするグラスウルフの喉元に更さらに矢を放つ。

　カースドで弱体化し、晒さらした急所に矢が深々と刺さり、遠吠えを上げる間もなく光の粒子となって消えた。

「残り３匹……っ!?　気づかれた！　──《マッド・プール》！　《ベアトラップ》！」

　一直線に向かってくるグラスウルフたちの足元に泥どろ沼ぬまを生み出し、動きが鈍にぶったところで真下に灰色の石のトラバサミを発動させ、ダメージを与える。

　泥沼とトラバサミで二匹が足を取られたが、上う手まく避さけた１匹が更に俺の方に向かってくる。

「待機時間デイレイ・タイムは間に合わないし、使えるＭＰが少ない」

　俺は、至近距きよ離りまで接近されると感じ、インベントリから解体包丁を取り出す。

「慣れてないけど、はぁ！」

　抜き身の解体包丁・蒼そう舞ぶを両手で構え、グラスウルフの飛びかかるタイミングに合わせて振るう。

『ガウァ！』

　だが、グラスウルフは飛びかかってくる際、空中で空気を蹴けり、変速的な動きをして避ける。

「なっ!?」

　予想外の動きに解体包丁を振り抜いた体勢のまま硬こう直ちよくしてしまう。

　そして、死角に回り込んだグラスウルフが今度こそ俺を狙ねらうために切り返し飛びかかってくる。

『きゅっ！』

　ザクロの短い鳴き声と共に、自動迎げい撃げきするために三尾の尻尾が動き出す。

　三尾の尻尾の先に狐火を灯ともし、そのまま死角から襲おそってくるグラスウルフを叩たたき落とすように横よこ殴なぐりにする。

「つ、追撃！　はっ！」

　俺は、近くの樹きに叩き付けられたグラスウルフに解体包丁で突きを放ち、光の粒子に変える。

　その後も順番に、泥沼とトラバサミを抜け出したグラスウルフと一対一で戦うが、その度に変速的な空中移動に対応できず、ザクロの自動迎撃に守られている。

「あー、だめだ！　全然、近接戦せん闘とうに対応できない！」

　その後も流石さすがに３匹までのグラスウルフなら接近される前に先手を打って倒すことはできるが、近づかれると翻ほん弄ろうされてしまう。

「まぁ、ザクロの自動防御で生存能力が高まったと思えばいいかな？　あと、グラスウルフのあの動きって【立体制限解除】と同じだよなぁ」

　ミュウが持つ【立体制限解除】のセンスの効果を思い出し、呟つぶやく。

【立体制限解除】は、アクロバティックな動きに補正を掛かけるだけではなく、更にレベルが上がれば、空中を蹴って軌き道どうを変えることも可能なセンスだ。

　ミュウの場合、ＭＰを消費して空中を数歩蹴って走ったりすることができるらしいが、グラスウルフの場合、ＭＰが少ないのか緊きん急きゆう回かい避ひやこちらのタイミング外しに使ってきた。

「あー、それぞれのＭＯＢの動きに慣れつつ、俺も動きを良くしないとなぁ」

　そう呟き、消費したＭＰを補うためにＭＰポットを少しずつ飲む。

「それに成せい獣じゆう化したリゥイとザクロを召しよう喚かんしていると思ったより使えるＭＰが少ない」

　使し役えきＭＯＢの召喚コストは、プレイヤーのＭＰの最大値を消費する。

　そのために、自由に使えるＭＰ上限が下がるだけでなく、リゥイやザクロが能力を発動させる度に、俺のＭＰから消費されるので、ＭＰ管理が重要になってくる。

「今までＭＰが余り気味だったけど、リゥイとザクロを召喚した状態だとサポート役に回っても、すぐにＭＰが切れる可能性があるなぁ」

　色々と見えてくる戦闘への課題点。

「リゥイとザクロの能力を存分に使うために【ＭＰ消費軽減】や【魔ま力りよく】のセンス……って装備枠ないし、ままならないなぁ」

　全部やろうとすると器用貧びん乏ぼうになる典型だな、と自じ嘲ちよう気味に笑う。

「まぁ、リゥイとザクロの両方を召喚するのは大変だから、しばらくの間はどっちかずつになるかな」

　俺がリゥイとザクロに告げながらリゥイの首筋を撫なでる。

　リゥイは、渋しぶ々しぶ納なつ得とくするような溜ため息いきを吐はき出し、ザクロは、リゥイだけ撫でられて羨うらやましいと強制的に憑ひよう依い状態を解除して俺の目の前にするりと出てくる。

「それじゃあ、ちょっとだけ休きゆう憩けいするか」

　俺は、休憩ついでにリゥイとザクロをブラッシングした。

　その後、再びザクロに憑依してもらい、検証の続きを行う。

「さて、休憩を終えたし、もう少し戦闘に慣れよう。今度は、リゥイに乗って逃にげつつ戦闘や走りながらの逃げ打ちとか試ためそうか」

　そう言って、俺はリゥイの背に乗り、次のグラスウルフの群れを探す。

　続いて、３匹の群れと遭そう遇ぐうし、こちらは接近される前に次々と倒すことができた。

　違ちがいとしては、リゥイの背に乗っている分だけ視点が高くなり、全体の動きが分かりやすかった。

　他ほかにもザクロの憑依状態の有う無む、エンチャントの有無、魔法のみでの戦闘などの能力検証を行う。

「やっぱり、ザクロが憑依状態だとステータスが上がるな。ＭＰ上限は下がるけど、ＡＴＫとＳＰＥＥＤが体感できるくらい上がってる感じかな？」

　他にも、エンチャントの発光によりグラスウルフに気づかれ、不意打ちの成功率は３割を切る結果となった。

「索さく敵てき能力が高い敵ＭＯＢには、エンチャントしたままだと失敗するな。そこは要注意かな」

　そう呟きながら、敵ＭＯＢを見つけ次し第だい戦闘をするが、基本ヒット・アンド・アウェイ戦法であるため普ふ段だんと大して変わらない。

「マントの改善点とザクロの憑依の効果がなんとなく分かったから今日はいいかな」

　検証の結果、ザクロに憑依された状態だと防ぼう御ぎよ能力が高まり、またステータスが底上げされていることも分かった。

「さて、帰るか」

『きゅっ、きゅっ！』

「えっ、まだ帰りたくないし、戦いたい、と言うか活かつ躍やくしたい？」

　憑依したザクロがそんな意味合いの声を頭の中に響ひびかせる。

　リゥイに目を向けると、満足するまで付き合って欲しい、と頼たのまれた気がした。

「ザクロ、成獣化して手伝えるから嬉うれしいんだよな。なら、もう少しこの辺りを探索するか」

　俺がそう告げると憑依したザクロは、嬉しさに合わせて三さん尾びの尻しつ尾ぽが左右に勢いよく振ふられる。

「じゃあ、遭遇する敵ＭＯＢとは戦うけど、採取中心で探索しようか」

　そんな様子に微び苦く笑しようを浮うかべながら、何度か遭遇する敵ＭＯＢを不意打ちで数を減らし、近接戦闘では、ザクロの自動防御で受け流して包丁で反はん撃げきする。

　段々と一連の動作のぎこちなさが抜け、動きが良くなる。

「はっ！　たぁ！」

　振るう解体包丁をグラスウルフの空中跳とびで避けられても、素す早ばやく切り返して敵ＭＯＢを斬きり裂さくことができた。

　また別の問題点も見つけることができた。

「くっ！　厳しいか」

　複数の敵ＭＯＢに囲まれた時、ザクロの尻尾による自動防御が間に合わなくなる。

　そのため、全部の攻こう撃げきを尻尾で受け止めようとするのではなく、意図的に攻撃を躱かわす必要性も見えてきた。

　それから偶ぐう然ぜんの発見ではあるが──

「危なっ！　──へっ？」

『きゅ!?』

　俺の背後に回り込もうと、空中を蹴るグラスウルフに振り向く。

　そして、切り返して襲ってくるグラスウルフを躱そうと、身を捻ひねる。

　振り向きざま躱そうとして捻る体の動きに、自動迎撃に入ったザクロの尻尾が勢いを増して振り抜かれる。

　ザクロの尻尾は、飛びかかってきたグラスウルフに真横から強きよう烈れつな一撃を与あたえる結果となった。

「えっと……い、今のは……っ!?」

　偶然の一撃に啞あ然ぜんとする俺だが、まだ残っているグラスウルフたちが襲ってくる。

　そんな俺たちを様子見に徹てつしていたリゥイが助けてくれる。

　リゥイは、額に生える角と水みず魔ま法ほう、そして成獣の体格による後ろ蹴りでグラスウルフたちを瞬またたく間に光の粒子に変えていく。

「あ……ありがとう、リゥイ。助かった」

　俺がお礼を言うと、もっと集中しろと言いたげにリゥイは軽く額の角で小こ突づいてくる。

　なので、そんなリゥイを落ち着けるように首筋を撫でる。

　そして、先さき程ほどの振り向きざまの自動迎撃の一撃を考える。

「ザクロの自動迎撃に俺の動きが合わさると威い力りよくが増す？　えっと、こんな感じか？」

　ザクロが振るう尻尾の動きに合わせて俺が半回転すると、振るわれる尻尾の風切り音が大きくなる。

「もっと連続して……こうかな？」

　ザクロの動きに合わせて、ゆっくりとだが回るように動き、踏ふみ込みを続けると──

「なんか、舞ぶ踊ようみたいになるのかな？」

　連続した動きと回転運動に解体包丁の斬ざん撃げきを織り交ぜると攻こう防ぼう一体の舞まいの動きになるような気がする。

「慣れると面おも白しろいかも……けど、【弓】系センスとは相あい性しよう悪いかな？」

　弓矢は、止まった状態で使用するので、これほど激しく回るように動き続けると狙いが定めにくい。

『きゅぅ～』

「ああ、別に悪いって意味じゃないぞ！　要は使い分けなんだから！」

　それに遠えん距きよ離りからの攻撃にもザクロの尻尾は反応してくれるので、防御には有用だ。

　近距離では、敵ＭＯＢに囲まれても舞踊のような攻防一体の動きで迎撃できる。

　憑依したザクロの尻尾を上う手まく使い分けることができれば、面白いと思う。
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　その後、戦闘に疲つかれた俺は、ザクロの憑依を解除して、湖の周辺をリゥイとザクロと共に散歩を楽しむ。

「流石にここまで来ると、プレイヤーも過か疎そ気味だよなぁ」

　湖の周辺と言っても、プレイヤーが各エリアに移動する経路から少し外れれば、誰だれとも遭遇することがなくなる。

　敵ＭＯＢの少ない場所を選んで進み、たまに少数で出現する敵ＭＯＢと戦い、素材の採取を続ける。

「そろそろこのエリアを抜ぬけて、キノコエリアだな」

　湖から東の方向に進んだ先の、木々の密度と湿しつ気けを増したエリアに移る。

　ここからは、じっとりと湿しめった薄うす暗ぐらい環かん境きようのため薬草系アイテムよりも多様なキノコが採取できるようになる。

「食用のキノコがある。それに調合用の【癒いやし茸だけ】と【マジカルマッシュ】と」

　通つう称しようキノコエリアと呼ばれるここには、数種類の食用キノコや調合用のキノコが採れる採取ポイントが多い。

　ＨＰの回復効果を高める汎はん用よう素材の【癒し茸】。

　同じようにＭＰの回復効果を高める【マジカルマッシュ】を採取する。

　だが、採取できるキノコは、それだけではない。

　俺が次の採取ポイントを探して歩いていると、【看破】のセンスが強く反応し、足を止める。

「……げっ、毒キノコもある。危なっ！」

　このキノコエリアには、数種類の毒キノコが存在し、天然トラップの役割を果たしている。

　うっかりその側そばを歩けば、キノコが胞ほう子しを噴ふき出し、それを浴びれば状態異常バツドステータスに掛かかってしまう。

　俺の場合、【浄じよう化か】を使えるリゥイが側にいるためにそこまで危険ではない。

　それに──

「風向きよし、ガラス瓶びんを被かぶせた胞子の飛散防止よし──」

　胞子を被らないように風上から毒キノコに接近し、逆さにしたガラス瓶を被せる。

「あとは、根元から抜いて──リゥイ、水をお願い」

　地面から引っこ抜いた毒キノコの入ったガラス瓶にリゥイの水魔法で水を注いでもらい、瓶に厳重に封ふうをすれば採取は完かん了りようだ。

「これ、採取できるって知ってても集めるプレイヤーが少ないから見つけたのは運がいいな。これでしばらくは強力な毒薬が作りやすくなる」

　このキノコエリアにある数種類の毒キノコは、トラップとしての側面もあるが、採取可能な素材でもある。

　そして、採取した毒キノコは、各状態異常バツドステータスに対応する毒草と調合することで、より強力な状態異常バツドステータス薬を作り出すことができる。

「普ふ通つうは、毒キノコ見つけたら、油や魔法で燃やして対処するから【アトリエール】に持ち込まれないんだよなぁ」

　俺の嬉しい気持ちが伝わったのか、リゥイの背中に乗るザクロも機き嫌げん良よく三尾の尻尾を揺ゆらしている。

　できれば、このまま他の状態異常バツドステータスに対応する毒キノコも採取できたらいいな、と思いながら湿気の強い森の中を進んでいく。

　そして、しばらく進み【看破】のセンスで毒キノコの群生地を３箇か所しよ発見し、俺はほくほく顔で毒キノコを採取する。

「見つけた毒キノコは、麻ま痺ひ、混乱、怒いかりの状態異常バツドステータスの毒キノコ。これは幸さい先さきがいいな。できれば、八種類全部を手に入れたいな」

　そう呟つぶやきながら、キノコエリアの奥へ、奥へと進む。

　流石さすがにグラスウルフとの連戦で疲れた俺たちは、戦せん闘とうを極力避さけながらキノコエリアの探索を続けると、突然それを見つけた。

「あ……【碧へき白はくブドウ】の樹きがある。初めて見たな」

　キノコが無数に生える湿った森の中で一本の樹を締しめ上げるようにして蔓つるを伸のばすブドウの樹を見つけた。

「けど、【輝き腐ふブドウ】は流石に復活はしていないか」

　目の前の【碧白ブドウ】の樹には、いくつものブドウの実を付けるが、そのまま時間が経過し過熟するとカビの胞子が繁はん殖しよくし、水分が蒸発して徐じよ々じよに萎しなびたような状態に変化していく。

　そして、萎びた【碧白ブドウ】が甘い香かおりを放つようになり、完成すると仄ほのかな輝かがやきを放つ【輝腐ブドウ】に変化する。

「【輝腐ブドウ】があれば、【誘ゆう引いん香こう】を作れたんだけどなぁ」

　その甘い香りを抽ちゆう出しゆつし、魅み了りよう系の状態異常バツドステータス薬などと混ぜることで敵ＭＯＢを引き寄せる香を作ることができる。

　効果範はん囲いは、それほど広くないが、ダンジョンや洞どう窟くつなどで誘おびき寄せたり、設置した場所に敵ＭＯＢを集めて、脇わきを通り抜けたりする。

　また遭そう遇ぐう困難なレアＭＯＢとの遭遇確率を上げるためにも使われる。

「【輝腐ブドウ】ができたら、すぐに採られてしまうから実物を見たことがないんだよなぁ……。それに、敵ＭＯＢも集まりやすいし」

　設定上、甘い匂においを放つ【輝腐ブドウ】ができると、その周囲には匂いに釣つられて多くの敵ＭＯＢが集まってくる。

　だから、【輝腐ブドウ】を手に入れるには、集まった敵ＭＯＢを蹴け散ちらすか、安全に採取したいのなら仄かに輝き完成した瞬しゆん間かんに採取するのが鉄板である。

「苗なえ木ぎはたしか……あった。大きな樹の側に生えてる」

【碧白ブドウ】の樹の根に、小さな苗木が生えていたので、インベントリからスコップと植うえ木き鉢ばちを取り出し、丁てい寧ねいに苗木を移し替かえる。

「よし、これで【アトリエール】で【碧白ブドウ】が栽さい培ばいできるぞ。って言っても、食用アイテムだし、調合に使う肝かん心じんのカビが繁殖しないと【輝腐ブドウ】にならないもんなぁ」

　カビの菌きんが表面で繁殖して腐くさらなければ、ただの食用アイテムの白ブドウのままである。

　そこで俺は、ふと気がつく。

「カビって菌だから、【菌きん類るい栄えい養よう剤ざい】を使えないかな？」

　主に、キノコ栽培の時に収しゆう穫かく量を上げるために使う粘ねん性せいを持った黄色い薬だ。

　普段は、キノコ栽培用の【ファンカス・ログ】というアイテムの表面に塗ぬって使用する。

　もし【碧白ブドウ】に使ったら【輝腐ブドウ】にすることができるのではないか、と思ってしまう。

　だが、その前に──

「ブドウが実っていないからそこから育てるべきか」

　そう言って俺は、インベントリから希き釈しやく済みの【植物栄養剤】を取り出し、【碧白ブドウ】の樹の根元に撒まいていく。

　濃のう度どが濃こすぎれば、植物が枯かれてしまう劇薬の【植物栄養剤】。

「さぁ、上う手まくいってくれよ。ダメなら、まぁ実験ってことで諦あきらめるけど」

　そう呟き、【碧白ブドウ】の樹を見上げる。

【アトリエール】の薬草畑の収穫量に貢こう献けんしてくれる【植物栄養剤】には、別の変わった──というよりそちらの方が本来の使い方がある。

　それは、採取済みの採取ポイントに使用すると、すぐに植物が成長して再度採取することが可能になる、という効果だ。

　これは、植物系の採取ポイント限定の小こ技わざであり、採取ポイントには、クールタイムが設定されているのか、同じ採取ポイントで連続して【植物栄養剤】を使っても効果はないなど、幾いくつかの制限はある。

「やっぱり、薬草とは違ちがうからだめか？」

　ただ、樹木に対しての使用は初めてであるため、少し不安がある。

　そして──

「おっ！　成長してる！」

　薄暗い森の中で【植物栄養剤】の効果を受けて蔓が育ち、【碧白ブドウ】を実らせ始める。

　あまりの速さで成長する植物に、やっぱりファンタジーだなぁ、と思いながら眺ながめる。

「きゅぅ、きゅぅ！」

「ん？　ザクロ、食べたいのか？　まぁこれだけあるなら、ちょっとくらい採っても大だい丈じよう夫ぶか」

　俺の手が届く範囲にある【碧白ブドウ】をもぎ取り、リゥイとザクロに食べさせる。

「きゅぅ～」

　リゥイは、器用に【碧白ブドウ】の房ふさから数すう粒つぶずつ食べ、ザクロもその甘さにうっとりとしたような鳴き声を上げる。

　俺も一粒口に含ふくめば、口に広がる果か汁じゆうの上品な甘さに美お味いしく感じる。

「けど、これを【輝腐ブドウ】に変えるのかぁ」

【碧白ブドウ】にカビを繁殖させて【輝腐ブドウ】に変えると食べられなくなってしまう。

　それは、なんだか勿もつ体たいない気がしてきた。

「リゥイ、ザクロ。もっとブドウ欲ほしいか？」

　俺が尋たずねるとリゥイもザクロも真しん剣けんな様子で首を縦に振ふる。

「じゃあ、【輝腐ブドウ】に変える実験の前に半分くらい採るか」

　もしかしたら【菌類栄養剤】を使ったら【輝腐ブドウ】にならずにダメになってしまう可能性もある。

　内心、言い訳をしつつ、手の届く範囲の【碧白ブドウ】を集めていく。

　そして、食べるための【碧白ブドウ】を集めた結果、手の届く範囲を採り尽つくしてしまった。

「ちょっと、集めすぎたかな？　まぁいいか。それじゃあ、【菌類栄養剤】を使ってみるか。リゥイ、頼たのめるか？」

　俺がそう言うと、任せろと言わんばかりに頷うなずき、リゥイは【菌類栄養剤】を持つ俺の目の前に水球を生み出す。

　俺は、緩ゆるやかに渦うず巻まく水球の中に粘性のある【菌類栄養剤】を垂らし、溶とかし込んでいく。

　そして、黄色く色付いた水球が霧きり状じように変化し【碧白ブドウ】の樹を覆おおっていく。

「おおっ、水みず魔ま法ほうの【ミラージュ・ミスト】っぽい。これを使えば敵ＭＯＢの目め眩くらましとかに使えそう」

　そう呟いている間にも、樹を覆っていた霧が徐々に晴れ、【碧白ブドウ】の変化がすぐに起こり始める。

「おっ、こんな風に変化するのか」

　少しずつ【碧白ブドウ】が灰色の菌に侵しん食しよくされ、萎びてくる。

　それが残っていたブドウ全すべてに一いつ斉せいに起きて、辺りに少しずつ甘ったるい匂いが広がり始める。

「きゅ、きゅぅ～」

　リゥイは、甘ったるい匂いに酔よったのか、二歩、三歩と後あと退ずさる。

　ザクロも俺に憑ひよう依いする形で匂いから逃にげようとする。

「ああ、確かに匂いが強いなぁ。けど、もう少しだ」

　そして、その時が来た。

「これが──【輝腐ブドウ】」

　完全に【碧白ブドウ】の表面にカビ菌の侵食が広がり、【輝腐ブドウ】に変わった瞬間、一斉に仄かな灰色に輝き始める。

「よし、敵ＭＯＢが集まる前に採取しよう」

　俺は、手の届かない範囲の【輝腐ブドウ】を採るために【登山】センスを装備する。

　太い樹を支えに巻き付くように生えるブドウの樹に、手と足を掛かけて登り始める。

　そして、樹の上部まで登り、支えとなる枝にブドウの蔓を巻き付け、その下に【輝腐ブドウ】を見つける。

「よし、あとは手を伸ばして──うわっ!?」

　俺が採ろうと手を伸ばした時、足場にしていた樹の幹から足を踏ふみ外す。

　一瞬にして体が宙に投げ出され、咄とつ嗟さに受け身を取ろうとする。

　その時、腰こしあたりを引っ張られるような強い感覚を覚え、空中で静止していた。

「へっ？　なに？」

『きゅぅ～！』

　びっくりして放心状態の俺に頭の中でザクロの鳴き声が響ひびく。

　強い匂いから逃げるために憑依したザクロが俺が落下する瞬間、その三さん尾びの尻しつ尾ぽで樹の幹を摑つかみ、命いのち綱づなの役割を担になってくれたのだ。

　そして──

「お、おおっ!?　すごい、動いてる」

　尻尾にぐっと力を込こめるとゆっくりとだが樹の幹のほうに俺の体を運び、ちゃんと足場に戻もどしてくれる。

「ザクロ、ありがとう。それに尻尾ってこんな使い方ができたんだな」

　自動防ぼう御ぎよや自動迎げい撃げきだけかと思っていたが、落下防止のための命綱代わりになってくれた。

　それなら──

「ザクロの尻尾で【輝腐ブドウ】を採れないか？　少し遠い場所を頼む」

『きゅぅ！』

　やってみる、といったニュアンスの鳴き声を響かせるザクロ。

　三尾のうちの一本を樹の幹に回したまま、残り二本の伸しん縮しゆく自在な尻尾で遠い場所の【輝腐ブドウ】を摑み、採ってくれる。

「おお、ザクロ、採るの上手だな。今後手の届きづらい危ないところの採取をザクロに頼もうかな」

『きゅっ！』

　できることがまた増えて嬉うれしいのか、やる気十分に【輝腐ブドウ】を採っていくザクロ。

　俺は、それを受け取り、次々にインベントリに仕し舞まっていく。

　樹に実っていた【輝腐ブドウ】の３分の２ほどを採取したところで複数の方向から振しん動どうを感じる。

「や、やばい。【輝腐ブドウ】の完成で敵ＭＯＢが集まってきたんだ。逃げないと……」

　そう呟つぶやいてブドウの樹から下りようと思った時、甘い香かおりに誘さそわれた敵ＭＯＢがついに姿を現した。
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「ひぃぃっ!?　ファンカス・ジャンボとブラッディー・グリズリーまで!?」

【輝腐ブドウ】の香りに誘われたのは、キノコエリアのボスＭＯＢのファンカス・ジャンボと湖周辺に存在する強ＭＯＢの一体であるブラッディー・グリズリーだ。

　ファンカス・ジャンボは、朽くち木と白い菌きん糸しを繫つなぎ合わせた枯かれ木きの巨きよ人じんのような見た目をしている。

　大きさは、大体３メートルから４メートルほどで、ファンタジーのトロールのような不気味さと体の所々にキノコを生やし、ユーモラスさを醸かもし出している。

　一方のブラッディー・グリズリーは、涎よだれを垂らし、爛らん々らんと目を輝かがやかせる熊くま型のＭＯＢだ。その顔付きは、凶きよう暴ぼうであり、二本足で立ち上がれば、優に３メートルは超こえる大きさである。

　丸太のような腕うでと鋭するどい爪つめの生える前足でそれぞれが俺を樹の上から引き摺ずり下ろそうとしている。

「リゥイは──居ない!?　って【輝腐ブドウ】の匂においで離はなれてた！」

　甘い匂いを嫌きらい、離れた場所に移動していたリゥイは、匂いの範はん囲い外がいから困ったようにこちらを見つめている。

　流石さすがに、俺とザクロを助けたいが、ボスＭＯＢや強ＭＯＢには勝てないと判断し、思案しているように見える。

『オォォォォォッ！』

「今度はなんだ!?　って、げっ、ステータスが上がってる!?」

　俺たちを襲おそおうと下で待ち構える２体の敵ＭＯＢだが、その内の１体であるファンカス・ジャンボが歓かん喜きの咆ほう哮こうを上げると共に、ステータスの一部が強化されるのを見た。

「【菌類栄養剤】って、菌に関係するＭＯＢも強化するのか!?」

　まさか【輝腐ブドウ】を生み出すために使った【菌類栄養剤】の効果がしばらくの間残り続け、それの影えい響きようでファンカス・ジャンボが強化されてしまったというのか。

「匂いに釣つられてるなら、ザクロ！　残った【輝腐ブドウ】を遠くに投げろ！」

『きゅっ!?』

　伸縮自在の尻尾の一本が樹に残っている【輝腐ブドウ】を蔓つるごと引き千ち切ぎるとそのままリゥイとは反対方向に投げ込む。

「──《マッド・プール》！」

　俺は、放物線を描えがきながら放ほうり投げられた【輝腐ブドウ】の方向の途と中ちゆうに《マッド・プール》の泥どろ沼ぬまを設置する。

　そのまま真まっ直すぐ【輝腐ブドウ】を追いかければ、泥沼で足止めすることができる。

　集まった２体のＭＯＢが動きを止めた瞬しゆん間かん、リゥイと合流して撤てつ退たいするつもりだ。

「よし、釣られた！　《付加エンチヤント》──スピード」

　そして、思おも惑わく通りに釣られ、足を止めた２体のＭＯＢを確かく認にんして、速度エンチャントを施ほどこすと共にブドウの樹から飛び降り、リゥイの方に駆かけ出す。

「これで逃げられ──」

　口に出した直後、俺の前方で【看破】のセンスが反応し、足を止める。

　足を止めた直後、目の前の地面から土つち槍やりが半円状に俺を囲むようにして突つき出す。

「危ない。ってこれは──」

　振り返った俺が見たのは、泥沼の範はん囲いに入り込んだはずのファンカス・ジャンボが悠ゆう然ぜんと泥沼から抜ぬけ出し、こちらに歩き始めている姿だ。

　同じく泥沼に嵌はまったブラッディー・グリズリーは、自身の重みで泥沼に沈しずみながらも、投げた【輝腐ブドウ】に向かおうと藻も搔がいているのに何な故ぜ、と足元を見て分かった。

　ファンカス・ジャンボは、枯木の巨人のような見た目だが、足あし跡あとが浅く体重が軽い。

　そのために、泥沼に沈むよりも浮ふ力りよくが勝まさり、泥沼の範囲から容易に抜け出せたのだろう。

「だけど、俺の方にくる理由──はっ!?　ザクロの尻尾か！」

【輝腐ブドウ】の採取を任せたザクロの尻尾に匂いや果か汁じゆうが付き、その残り香がでこちらに引き寄せられた可能性がある。

「くそっ、どうやって逃げる！」

　ボスのファンカス・ジャンボに敵対され、土槍で逃げ道を塞ふさがれた。

　また巨人のような見た目であるために一歩が大きくすぐに接近される。

「っ！──《ストーン・ウォール》！　《付加エンチヤント》──ディフェンス！」

　咄とつ嗟さに石いし壁かべを生み出し、防御エンチャントで俺自身を強化する。

　だが、俺とファンカス・ジャンボの間に作られた石壁を棍こん棒ぼうのような腕の一いち撃げきが襲おそいかかる。

『きゅぅっ!?』

　俺を守るために憑ひよう依いしたザクロが三尾の尻尾を動員して俺の体を包み込むが、【菌類栄養剤】の効果で強化された一撃が石壁やザクロの自動防御を超えて俺のＨＰに届く。

「ぐっ!?　がはっ！」

　殴なぐられた結果、俺は石壁や土槍の破は片へんと共に後ろに吹ふっ飛び、地面を転がる。

　残りＨＰは、６割とダメージを抑おさえられたが、俺の体は動かない。

　倒たおれた体のまま、ファンカス・ジャンボを見上げる。

　俺を殴り飛ばした枯木と菌糸の腕からは、キノコの胞ほう子しのような物が散っており、それを受けて【麻ま痺ひ４】の状態異常バツドステータスに掛かかっていた。

『オォォォォッ！』

　だが、そんなファンカス・ジャンボは、俺を殴ったことでザクロの尻尾に灯ともった狐きつね火びが燃え移り、ついた炎ほのおを消そうと腕を振ふって暴れていた。

「……リゥイ、ザクロ」

　動けない俺が呟くと、憑依したザクロの尻尾が俺の体を持ち上げて、側そばに来たリゥイの背に乗せて、その場から逃げ出す。

　その直後、僅わずかな差で遅おくれて集まって来た雑ざ魚こＭＯＢたちが【輝腐ブドウ】の樹の周りに集まり始めた。

「リゥイ、ザクロ、ありがとう。二人がいなかったら俺、逃げられなかったよ」

　背に乗ったまま労ねぎらいの声を掛けると、リゥイから小さく短い鳴き声で返事をされる。

　きっと、気にするな、とでも言いたかったんだろう。

「それにしても【輝腐ブドウ】のＭＯＢ誘ゆう因いん効果は、危なかった。……というか、もう二度と【輝腐ブドウ】の採取に行かない。欲ほしいなら【アトリエール】で採れるようにする」

　しばらくして【麻痺】から回復すると、心にそう誓ちかった。

　その後、ザクロも憑依を解除して、定位置である俺のフードの中に入り込み、第一の町を目指して移動する。

　その間、俺はファンカス・ジャンボからの逃とう走そうの間に気づいたことを呟く。

「俺が状態異常バツドステータスで動けない時でも、憑依状態のザクロは動けるんだな。それに攻こう撃げきされたけど、意外とＨＰが減らなかった」

　俺自身の防御力が上がり生存性が高まっていることに気づけたのは良かった。

　それにザクロの憑依は、俺の状態に依い存そんしないので、【麻痺】や【気絶】などの行動に制限がかかる状態異常バツドステータスを受けた時、追撃される危険を減らしてくれる。

「ソロだとカバーしてくれる味方がいないから、その辺を補えることが知れて良かったなぁ」

　能力検証で思わぬ発見ができて満足しながらも、探たん索さくと２体のボス級ＭＯＢに襲われたトラブルで精神的に疲つかれた俺は、なんとか無事に第一の町に戻ってくることができた。

「ふぅ、やっと戻ってきたな。リゥイ、ザクロ、お疲れ様。──【幼よう獣じゆう化】」

　俺が、リゥイの背から降りて、ＥＸエクストラスキル【幼獣化】を唱え、２匹を幼獣状態に変える。

　そろそろ夕方になろうとする頃ころ、第一の町の出入り口や大通りでは、夜の時間帯に向けて色んなプレイヤーがログインして活動し、活気づいている。

「さて、【ヤオヨロズ】の遠えん征せいまでにクロードに【夢む幻げんの住人】を改造してもらわないとな」

　能力検証の他ほかにも装備の改良など、来月に向けてやることがあるな、と思いながら【アトリエール】を目指す。

　色々と頭の中でやるべき事を考えていると、ふと大通りの一角にプレイヤーたちを集める見慣れぬ屋台が建っていた。

「シンボル屋……シンボルってミカヅチの言ってたβベータ版から削さく除じよされたコンテンツのあれか？」

　俺がメニューの公式からの告知を確かめると、つい数十分前にシンボルアイテムの追加と【シンボル屋】というものをアップデートしたようだ。

　後日、そのシンボルを使用するコンテンツやクエストなどを【セミ・アニバーサリー・アップデート】では段階的に実装していくようだ。

「つまり、シンボルを定着させるための猶ゆう予よ期間かな？」

　ログアウトする予定だったが、【シンボル屋】に興味が湧わいた俺は、プレイヤーたちの集まる屋台に向かった。

「ようこそ、いらっしゃい──【シンボル屋】へ！　シンボルは、それぞれの模様で異なる意味が構成されているお守りだよ！　これを使って占うらないなんかもできるんだ！　眉まゆ唾つば物ものの噂うわさでは、時空を繫げる鍵かぎにもなるんだとか！」

　そういった口上を述べながら宣伝する店員ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクター。

　そんな屋台で売られている商品は、中身が分からないように紐ひもで縛しばられた小さな袋ふくろだ。

「中にどんなシンボルが入っているか分からない！　占いにも使われるシンボルを買って運うん試だめし！　１個入り５万Ｇだよ！」

　ＮＰＣの宣伝に、屋台に積まれた小さな袋を次々とプレイヤーたちが買っていく。

　まだ導入されたばかりのアイテムであり、なにに使えるのか分からない。

　けれど、試しに１袋購こう入にゆうするプレイヤー。

　β版の頃の詳しよう細さいを知っているのか、３袋以上を購入するプレイヤー。

　蒐しゆう集しゆう要素に惹ひかれたのか、購入制限一いつ杯ぱいの10袋を一度に購入するプレイヤーなど様々だ。

　そして、俺も──

「すみません。俺も３袋下さい」

「はいよ。好きなの取って！」

　シンボル屋に15万Ｇ支し払はらい、屋台に積まれた小さな袋から三つを選び取る。

「これで後は中を見ればいいのかな？」

　そう呟つぶやき、袋の口を開いて逆さにすると、厚さ２センチほどの小さなメダルのようなものが一つずつ出てくる。

「シンボルは──【属性シンボル：土】、【サイズシンボル：極小】【モンスターシンボル：獣けもの】」

　これは、どんなシンボルか表しているようだが、具体的な善よし悪あしが分からない。

「すみません。これってどんなシンボルですか」

　俺は、近くにいたシンボル屋のＮＰＣに、自分の手持ちのシンボルを見せる。

「ああ、それは全部コモンだよ。一番、ありふれたシンボルさ」

「そうなのか……」

　まぁ、運がなかったのかな？　と思いながらシンボルをインベントリに仕し舞まおうとする俺にシンボル屋のＮＰＣが一冊の本を差し出す。

「さぁ、そんな風にシンボルを仕舞うと傷んじまう。この【シンボルホルダー】をタダであげよう」

「えっと……ありがとうございます」

　俺は、思わず差し出された黄色い本を受け取る。

　その表紙には【シンボルホルダー】と書かれ、中のページを開くと、現在実装されているシンボルの種類と一覧が灰色の文字で記されていた。

「これは魔ま法ほうの収納本【シンボルホルダー】さ。手に入れたシンボルをこの中に収納することができる優すぐれものさ」

「へぇ、そうなんだ」

　俺は、そう言って、手に入れた三つのシンボルを【シンボルホルダー】に押し当てると、スッと飲み込まれるように消えていく。

　そして、俺が持っていた三種類のシンボルの項こう目もくの文字が白色に変化し、その横に【１／10】と記き載さいされていた。

「この【シンボルホルダー】には、同種のシンボルが10個まで収納できるんだ。一度収納したシンボルは、また取り出すこともできる」

　その説明を聞き、【シンボルホルダー】の灰色の文字を目で追っていくと、どうやら現在実装されているシンボルは50種類あるようだ。

「ちょっと、集めてみたいかも……」

「この【シンボルホルダー】に売っている50種類全部集めると、コンプリート記念で新しいシンボルも手に入るんだ！」

　この灰色の文字を全すべて白文字に変えたい、とそういう気持ちがふつふつと湧いてくる。

「つ、追加でもう７袋──『おーっと今日は売り切れだ。残念また明日！』──」

　山のようにあったシンボル袋がいつの間にか売り切れになり、シンボルを購入したプレイヤーに【シンボルホルダー】を渡わたすＮＰＣの店員。

「まぁ……今日は、運良く買えたんだな」

　俺は、小さく呟き、納なつ得とくする。

　本当は、色んな種類のシンボルを手元に置いてニヤニヤしてみたいが、ないものは仕方がない。

　そして、すぐにシンボルのことを頭の片かた隅すみに追いやり、【アトリエール】に戻もどってログアウトするのだった。







　　　二章　風か邪ぜと代理メンバー







　四月に入り、始業式、進級テストと忙いそがしいリアルが始まる。

　とは言っても、しばらくの間は、学校は半日だけの変則日程であるため帰宅する時間は早い。

　変則日程の午後は、進級テストの予習をしつつ、休きゆう憩けいでＯＳＯにログインして【アトリエール】の薬草畑を弄いじったり、リゥイとザクロとのんびり過ごした。

　俺と美み羽うの通う学校は、中高一いつ貫かんのエスカレーター式である。

　そのため、美羽は高校一年になったが、クラスメイトの顔ぶれに大きな変化はない。

　それでも、始業式や進級テストがあり、少し疲れているようだ。

　それに、夜よる遅おそくまで起きているようで少しだけ心配になる。

　そして、今日も変則日程で早めに帰宅した俺が昼食の準備をしていると、美羽が帰ってくる。

「ただいまー」

「美羽、おかえり。ってちょっと待て！　どうした、顔が赤いぞ？」

　美羽を出で迎むかえながら、振ふり返り、様子がおかしいことに気がつく。

　朝の時点では、少し疲れているように見えただけだが、帰ってきた今は、声に覇は気きもなく顔も赤い。

「へーきだよ。それよりごはんは？」

　美羽は、ひらひらと手を振るが、テーブルに着くまでの足取りもおぼつかない様子だ。

「平気って……そんなわけないだろ。ちょっと額を貸してみろ」

　俺は、エプロンで手を拭ふきながら、美羽の側そばに寄って額に手を当てる。

　自分の額と比べて、美羽の額が熱く感じる。

「お兄ちゃんの手、ひんやりして気持ちいい」

「風邪か？　ちょっと体温計を取ってくる」

　俺は、救急箱から取り出した体温計を渡して、美羽の体温を確かめる。

「……38度２分。完全に熱があるな。美羽、喉のどが痛いとか、調子の悪いところはあるか？」

「喉は痛いかも、それと食欲もあんまりない……あと、背中がゾクゾクする」

　最初は平気だと言っていたが、風邪だと自覚したためか、喉の痛みと悪お寒かんを訴うつたえてくる。

「学校の制服だと辛つらいだろ。部屋に戻ってパジャマとなにか羽織るものに着き替がえてベッドで休め。食べられるものを持ってくから」

「ん、わかった」

　そう言って、のろのろと自室に戻っていく美羽。

　美羽を見送った後、たぶん喉が痛いんじゃ食べるのも辛いだろう、と思い、食べやすいものとして葛くず湯ゆを作り始める。

　葛粉の代用の片かた栗くり粉こに水を加えて溶とき、鍋なべに入れて弱火で練りながら加熱し、とろみが出て、透とう明めいになったところで蜂はち蜜みつとレモン汁じるを加えて混ぜ合わせて完成する。

「よし、できた。あとは持ってくか」

　葛湯の他にも水分補給のための紅茶や風邪薬をお盆ぼんに載のせて、美羽の部屋に行く。

「美羽、入るぞ」

　ノックをして部屋に入れば、リボンを外して髪かみを下ろした美羽がパジャマにカーディガンを羽織ってベッドに入って待っていた。

「美羽、食欲はないって言ってたから葛湯を作ってきた。胃になにか入れないと薬も飲めないから」

「ありがとう、お兄ちゃん」

　俺から葛湯を受け取り、スプーンで掬すくって一口食べる。とろりとして甘い葛湯に嬉うれしそうに美羽は、目を細める。

「幸い、明日から土日休みだから、ゆっくり寝ねて治そう。月曜まで風邪が続くなら病院に連れて行くから」

「お兄ちゃん、ごめんね」

「気にするな、氷こおり枕まくらとタオルを持ってくる」

　一度、美羽の部屋から退室して必要なものを揃そろえて戻ってくる。

　戻ってくると美羽は、葛湯と紅茶、そして薬もちゃんと飲み、大人しくベッドに寝ていた。

「ほら、氷枕。頭冷やせ」

「わぁ、冷ひやっこい。ありがとう」

「気にするな。季節の変わり目だし、疲つかれが出たんだろう。夜遅くまでテスト勉強を頑がん張ばってたみたいだし」

　そう言って、頭を撫なでるが、美羽は俺から視線を逸そらし、何やら気まずそうだ。

「あー、いや、その……」

　顔が赤く、薄うつすらと汗あせを搔かき始めた美羽に、本格的に熱が出てきたか、と思ったがどうやら違ちがうようだ。
















「その、多分、風邪の原因は、お風ふ呂ろ上あがりに夜遅くまでＯＳＯやってたことだと思う」

「…………」

　その告白と共に視線の先にある美羽のＶＲギアを見つめ、俺は無言になる。

　つまり風邪の原因は、湯冷めか。

　そして、絞しぼり出した言葉は──

「とりあえず、風邪が治るまで没ぼつ収しゆう」

　病人の美羽に対して静かに告げた宣言に、美羽が抗こう議ぎの声を上げる。

「そ、それは、待って！　ルカちゃんとの約束が！」

「それより風邪を治すのが優先」

「大だい丈じよう夫ぶ！　薬飲んだからもう治った！」

「治るわけないだろ！　ただ薬の解げ熱ねつ作用で熱を下げてるだけだ！　それに薬はまだ効いてない！」

　そう言って、美羽の枕元に置かれたＶＲギアをさっさと回収する。

「ルカートたちには、俺から美羽の風邪のことを伝えて断りを入れておく」

「そんなぁ……」

「流石さすがに風邪の時は大人しく寝る。いいな？」

「だって！　レアアイテムが！　入手の難しいレアシンボルがぁ！」

　俺に縋すがるように手を伸のばすが、フラッとしたのか、そのままベッドに倒たおれ込み、後頭部を氷枕で軽くぶつける美羽。

「こら、興奮すると熱が上がるだろ！　全く……」

　全然懲こりてない美羽を見て、溜ため息いきを吐はき出す。

　だが、もう一方で妹の美羽に甘い俺も存在した。

「……その美羽の言うレアアイテム、手に入れば大人しく寝てくれるのか？」

「う、うん。流石に風邪の時はレベリングしようとは思わないから」

　いや、ゲーム自体やろうと思うな、と内心ツッコミを入れる。

「わかった。俺がそのアイテムでもシンボルでも何でも代わりに集めておく。だから今は本当に休め。そして、大人しく看病を受けろ？」

「えへへっ……お兄ちゃん、ありがとう」

　そう言って安心したのか、スッと意識を落として寝息を立て始める。

　穏おだやかな寝息だが、体温が高いのか、顔は赤い。

「ようやく寝たか。とりあえず、看病の準備進めるか」

　俺は、夕飯用にお粥かゆを中心とした病人食のレシピを考えつつ、看病や家事を行っていく。

　そして、美羽が夕飯を食べて、風邪のために早めに就しゆう寝しんする。

　俺は、それを確かめた後ＯＳＯにログインした。




【アトリエール】の工こう房ぼう部に降り立った俺は、早さつ速そくフレンド通信でルカートたちと連れん絡らくを取る。

　ミュウのパーティーメンバーであるルカートたちにミュウが風邪であることを伝えると──

『わかりました。少しお時間頂けないでしょうか？』

　ルカートからの返事に了りよう承しようすると、しばらくして【アトリエール】にルカートたちが集まる。

「いらっしゃい。それとミュウが風邪を引いて予定が狂くるって悪かった」

「いえ、風邪なら仕方がないですよ。それで体調の方は？」

　ルカートは、ミュウの体調を心配してそう尋たずねる。俺は全員に座るように勧すすめた。

「熱はあるけど、薬を飲んで寝てるよ。色々と疲れが出たんじゃないかな？」

　全員にお茶と作り置きしたワインゼリーを取り出すが、ルカートたちは、ミュウのことが心配なのか、中々手を付けてくれない。

「まぁ、心配するほどじゃないさ。レアアイテムが～、とか、レアシンボルがぁ～、とか騒さわぐくらい元気だったから」

　微び苦く笑しようを浮うかべながら言えば、ルカートたちも同じような反応をするかと思ったが、やや気まずそうに視線を逸らす。

「その……すみません。本当に」

「ん？　なんでルカートたちが謝る？」

「いえ、その、風邪の間接的な原因は、私たちにあるので」

　話を聞けば、ルカートとヒノの装備強化。そして、最近実装されたシンボル関連のためのレア素材の収集で夜よ更ふかしをしてしまったらしい。

「はぁ、そういうことで拘こだわってたのか。なら、余計にミュウとの約束を果たさないとなぁ」

「約束、ですか？」

「ミュウが大人しく寝ている代わりに、俺がそのレアアイテムを代わりに集める、って約束だよ。だけど、詳くわしいアイテムとかのことを聞きそびれたから、できれば教えてもらえれば、と思ってる」

　ついでに、集めるの手伝って欲しい。絶対に、俺一人じゃ集められないから、と内心思っていると、ルカートたちの表情が綻ほころぶ。

「わかりました。それなら、ユンさんをミュウさんの代理としてクエストを進めましょう」

　気まずかったルカートたちだが、雰囲気が和なごやかになり、やっと出したお茶やワインゼリーに手を付け始める。

「ミュウちゃん、悔くやしがるだろうねぇ。風か邪ぜを引いている間にボクたちがクエストをクリアしたら」

「……ヒノさん、可か哀わい想そうですよ。でも、ミュウさんにお土産みやげやお話をできるように頑張りましょう」

　気心の知れたヒノが風邪から復帰した後のミュウの反応を想像し、そんなミュウに何かしら渡わたせたらと考える優やさしいトウトビ。

「ふふふっ、今のミュウさんは、風邪で気弱になり、ぼんやりとした表情の潤うるんだ瞳ひとみで見つめてくる！　素す晴ばらしい！　ユンさん、ミュウさんの風邪引き写真ください！」

「アホか！　なに不ふ謹きん慎しんなこと言うんや！」

　相変わらず、逞たくましい想像力。いや、妄もう想そう力でトリップしているリレイをコハクが扇せん子すでスパンと快音を上げて叩はたく。

　そのやり取りに俺やルカートたちは、微苦笑を浮かべる。

「とりあえず、ユンさんがミュウさんの代わりにパーティーに参加するということで私たちの受けているクエストなどを説明しないといけませんね」

「ああ、頼たのむ」

　リレイたちが落ち着いた頃ころ合あいを見計らって、ルカートがそう話を切り出す。

　俺は頷うなずき、話に耳を傾かたむける。

「私たちの目的は、【隕いん星せい鉱石】という素材の採さい掘くつにあるんです」

「【隕星鉱石】って、確か【隕星鋼】のインゴットを作るのに必要なレア鉱石だったか？」

　俺が記き憶おくを思い返しながら尋ねると、ルカートは頷きながら【隕星鉱石】を詳しく説明してくれる。

「はい。正確には、落ちてきた流れ星から【隕星鉱石の欠片かけら】を集めることで【隕星鋼】のインゴットを作ることができます。

【隕星鋼】の性能は、黒こく鉄てつ以上の攻こう撃げき力と耐たい久きゆう力のある物理向きの素材ですね。素材の特性としては、重量系の金属ですけど、【装備重量軽減】の追加効果が付くんです」

「ああ、だから、ルカートとヒノの装備に」

　ルカートは、バスタードソードと呼ばれる片手剣けんと両手剣の中間のような武器を使い、ヒノは、重量級武器である大おお槌つちをメイン武器の一つに使っている。

　重量のある武器が主体の二人は、ＳＰＥＥＤのステータスを上げるより【装備重量軽減】の効果を使う方が、相対的に攻撃速度が上がるのだろう。

「いいなぁ。そういう理由なら俺も【隕星鋼】が欲ほしいかも」

「ユンさんも、ですか？」

「ああ、実は前に【アダマンタイト鉱石】を見つけたんだけど、採掘の難易度が高くて愛用の黒鉄製のピッケルが壊こわれたんだ。だから、新しいピッケルの素材にな」

　そう言って、マギさんに作って貰もらった黒鉄製の壊れたピッケルを取り出す。

　採掘用の道具であるために重量は気にしていないが、黒鉄製のピッケル以上の性能で【装備重量軽減】の追加効果が付くなら、採掘効率が上がるはずだ。

「そういう理由だと、沢たく山さん集めないといけませんね。他ほかにもシンボルを交こう換かんする納品クエストにも必要ですし」

「そのシンボルってのは、どういうことなんだ？　あと、シンボルの使い道ってのを俺は知らないんだが」

　このタイミングで思い切って、【シンボル】とはどういう用よう途との物だったのかを尋ねる。

「それには、ボクが説明するよ。この場で唯ゆい一いつのβベータテスターだからね」

　説明に名乗りを上げたヒノに俺が、頼むと軽く頭を下げる。

「まずは、【シンボル】について説明するよ」

「よろしくお願いします」

　ルカートたちも改めて聞く話に、背筋を伸ばして耳を傾ける。

「シンボルってのは、β版にあった【スターゲート】って円えん環かん型の転移オブジェクトと組み合わせて使うアイテムだったんだよ」

「【スターゲート】？」

「そう、最低３から10個のシンボルを組み合わせてシンボルコードを作り、フィールドやダンジョンを生成して探たん索さくするコンテンツなんだ」

「へぇ、初めて聞いた。面おも白しろそうなのに、なんで正式版からは消えたんだ？」

　素直な疑問にヒノが少し言葉を選びながら考える。

「ボクたちがやってた頃は、バグが多かったし、なによりシンボルも消費アイテムだったんだ」

【スターゲート】による生成フィールドやダンジョンには、頻ひん繁ぱんにバグが発生したのか、快適なプレイをすることが難しかったらしい。

　それに【スターゲート】を開くシンボルは、当時も１個５万Ｇなのに３個以上組み合わせが必要な消費アイテムであるために、一回分の【シンボルコード】で最低15万Ｇがかかる。

　だが、15万Ｇ分を回収できるシンボルコードに当たらないことが多く、プレイヤーへのリターンが少なかった。

「それに当時の【スターゲート】は、【迷めい宮きゆう街がい】にあったんだ。β版の頃は、そこまで到とう達たつするプレイヤーが少なかったのも広まらなかった原因かな」

　そうして明かされる当時の出来事を興味深げに聞く。

「ボクも何度かミュウちゃんやタクさんたちと挑ちよう戦せんしたんだよ」

「へぇ、初耳だなぁ」

「まぁ、あまり面白い話じゃなかったからね。有用なシンボルコードのシンボルは、高値で売買されるし、有用シンボルコードには、プレイヤーが集まって過密状態だったから余計に稼かせげないで散々だった」

　そう言って苦笑いを浮かべるヒノ。

「そうだったんだ」

「うん。それに消費アイテムだったから検証も進まなかったし、なにより当時の検証プレイヤーってそこまで多くなかったから」

　その説明で、【スターゲート】は可能性はあったけど、調整不足による削さく除じよだったんだろう、と納なつ得とくする。




　　　　●




「【シンボル】や【スターゲート】の話はそれくらいかな」

「うん。大体はわかった」

　ヒノは、お茶で喉のどを湿しめらせて話を締しめくくり、俺も頷く。

　そして最後に聞きたいこととしては──

「それで【隕星鋼】がレアシンボルに必要な理由って？」

「シンボル屋の納品クエストに、特定の素材を持ち込むと、一日一回限定でそれに対応するシンボルと交換してくれるクエストがあるんだよ」

　シンボル屋でシンボル袋ぶくろを買う以外にもシンボルの入手手段があるのか、と感心する。

　それに素材を持ち込んでアイテムを手に入れるというのは、超ちよう弩ど級きゆうＭＯＢのグランド・ロック内部に居た名工ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターを思い出す。

「まぁシンボルの交換は、優先度が低いのでミュウさんが風邪から治ったらしますね」

　そう言って、今日の目的は、ルカートとヒノ、そして俺の分の【隕星鋼】の素材集めとなる。

「それじゃあ、【隕星鉱石の欠片】を採取しに【恐きよう竜りゆう平原】まで行きましょうか」

　長々とした話を切り上げたルカートは、俺にパーティー申しん請せいを送り、それを受理する。

　ルカートたちのパーティーにミュウの代理として入り、【アトリエール】のミニ・ポータルを使い、【飛ひ竜りゆう山脈】を越こえたポータルへと転移する。

「ここが【恐竜平原】かぁ」

　ワイバーンの出現する【飛竜山脈】は以前、ミュウとセイ姉ねぇ、タクたちとセンス拡張クエストの時に訪おとずれた。

　その後、何度か素材採取に訪れ、ついでに山脈を越えてポータルを開通した。

　だが、このポータルには、【飛竜山脈】の素材採取以外の目的で訪れる機会がなかったために、【恐竜平原】には初めて足を踏ふみ入れる。

「どの恐竜型ＭＯＢもノンアクティブですけど、単体でもかなり強い中型から大型ＭＯＢが多いので、絶対に敵対しないでくださいね」

　ルカートが注意する夜の【恐竜平原】は、あまり多くのＭＯＢは動いていないようだ。

　有名どころの草食恐竜たちは、地面に蹲うずくまるように眠ねむり、ラプトルのような小型の肉食恐竜は、数匹ひきの群れを率いて活動していた。

　単独で平原を闊かつ歩ぽする大型の肉食恐竜の鋭するどい牙きばと凶きよう暴ぼうな顔付き、その巨きよ体たいを見たら戦う気すら失うせる。

　つくづく【恐竜平原】のＭＯＢは、ノンアクティブで良かったと思う。

「それで、どこに行けば【隕星鉱石】は手に入るんだ？」

　俺は、先を歩くルカートたちに尋たずねると、困ったように微び苦く笑しようを浮うかべて空を見上げる。

「【隕星鉱石】は、採掘ポイントがないんですよ。この【恐竜平原】の夜の間に空からランダムに降ってくる流れ星を採りに行かないといけないんです」

　だからルカートは、殆ほとんどが【恐竜平原】のセーフティーエリアで流れ星が来るのを待つんですよ、と答える。

「……早さつ速そく、セーフティーエリアに案内します」

　そう言って、ランタンを掲かかげる斥せつ候こうのトウトビの後を付いていくと一本の大木があった。

「ここで星が降るのを待ちましょう」

「なら、俺が敷しき物ものとお茶を出すよ」

　俺は、ルカートたちのために待ちやすい環かん境きようを整えると、全員が嬉うれしそうにする。

「はい。さっき飲んだけど、改めてお茶」

「ありがとうございます」

　全員に行き渡わたり、俺もピクニック用に作った甘めのお茶を飲み、空を見上げる。

「ここだけ、タイムスリップしたみたい」

「そうですね。中世ファンタジーから一気に古代に遡さかのぼりましたものね」

　俺の呟つぶやきにルカートが相あい槌づちを打つと、ヒノとコハクもすぐに反応する。

「でもさ。ここに恐竜がいるってことは、他は絶ぜつ滅めつしたけど、ここだけ生態系が残ってる、って考えると凄すごいよね」

「他にも、ここの恐竜がベースで他のファンタジー生物に進化した、っちゅう設定とかもあっても面白いかもなぁ」

「あー、確かに、そんな設定だったら納得かも」

　なぜ、ファンタジー生物が生まれたのか。

　爬は虫ちゆう類るいからの進化ではなく、恐竜の生き残りがそれぞれに適した形に進化した、という設定も考えられるのは面白い。

「それじゃあ、この【恐竜平原】の先には、強力なドラゴンとか居るのかな？」

「いいですね。ファンタジーらしい想像が膨ふくらみます」

　ルカートは、微笑ほほえみながら同意してくれる。

　そして、【空の目】や【看破】のセンスで空を見上げるが、まだ流れ星は落ちてこないようだ。

　そんな中、リレイがさりげなく俺の背後に回り、距きよ離りを詰つめてきた。

「ふふふっ、確かに生き残り恐竜の進化論というのは興味深いですね。けれど私は、ユンさんの方にもっと興味があるんですよ」

「リ、リレイ？」

　リレイの不ふ穏おんな声に首を捻ひねって背後を確かく認にんする。

　リレイは、俺の背中にもたれ掛かかるように密着して、耳元で囁ささやいてくる。

「ふふふっ、ユンさんがザクロに憑ひよう依いされて狐きつね娘むすめになったこと……私、すごい興味あるんです」

　俺の耳元で囁かれて、背中がぞわぞわする。

　反射的に身を縮ませ固まる俺だが、直後密着するリレイが引き離はなされて、全身の力が抜ぬける。

「はっ!?　リレイ、あんた何やっとんねん！」

「ああっ、折角のユンさんとの接せつ触しよくが！」

　リレイの言動に、遅おくれて気がついたコハクが俺に尋ねる。

「……ユンさん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　突とつ然ぜんのリレイからの密着に驚おどろき、放心状態の俺にトウトビが心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。

「だ、大丈夫。ちょっと驚いただけだから」

　囁かれた耳元と胸むな元もとの服を握にぎり締めて、トウトビに困ったような微笑みを返す。

　その一方、コハクとリレイの騒さわがしいやり取りに、ルカートとヒノが呆あきれつつも微苦笑を浮かべる。

　俺とトウトビは、目を白黒させながらも釣つられて笑ってしまう。

　セーフティーエリアでは、和なごやかに【隕いん星せい鉱石】が降ってくるのを待つ中、トウトビがふと空を真しん剣けんな表情で見上げる。

「……来ました」

　その一言にルカートやヒノも表情を引き締め、俺も釣られて空を見上げる。

【恐竜平原】の夜空に、橙だいだい色いろの一条の光が空を駆かけていた。

「っ!?　流れ星！」

「落ちましたね！　追いましょう！」

「全員、移動速度を上げるぞ！　《空間付加ゾーン・エンチヤント》──スピード！」

　ルカートの指示と共にエンチャントで移動速度を強化した俺たちは、その流れ星の落下先に向かって移動を始める。

　斥候のトウトビが先行する中、【空の目】と【看破】のセンスで落下地点を予想する。【隕星鉱石】は【恐竜平原】の外周付近に落ちたようだ。

「【隕星鉱石】の採取できる時間は、流れ星が地面に落ちてから10分です！」

「それってギリギリじゃないのか!?」

【恐竜平原】のほぼ中央に位置するセーフティーエリアで待機することで恐竜平原の全方向をカバーすることができる。

　だが、その分、エリア外周部の【隕星鉱石】の落下地点までは間に合うかどうかといったところだ。

　それに──

「次の流れ星が来ました！」

「っ！　ああ、運がない！　あっちはセーフティーエリアの近くや！」

　間を置かずに降ってくる【隕星鉱石】は、先さき程ほどまで休きゆう憩けいしていたセーフティーエリアの近くに落ちていく。

「今から戻もどっても時間がありません！　まずは、目先の【隕星鉱石】です！」

　ルカートは素す早ばやく損得勘かん定じようをして、外周付近に落ちた【隕星鉱石】を目指す。

　そして、エンチャントによって移動速度を強化した俺たちは、橙色の輝かがやきを放つ【隕星鉱石】の落下地点に辿たどり着く。

「皆みなさん、拾い集めて下さい！」

【隕星鉱石】の落下地点では、周囲に細かな鉱石の粒つぶが散らばり、輝いており、そこだけ昼間のような明るさを放っている。

　だが、時間と共に少しずつその色が失われ始めていた。

　俺たちが手分けして、橙色の【隕星鉱石】を拾い集めれば、──【隕星鉱石の欠片かけら】というアイテムが手に入る。

「ああ、これは確かに数が必要だな」

　鉱石系のアイテムは、５個集めてインゴット化することができる。

　その鉱石の更さらに下位に存在する欠片や破は片へん、金属片などは、鉱石の10分の１の金属アイテムとして扱あつかわれる。

　そのために、それらでインゴット化する場合、鉱石の10倍──50個集める必要がある。

「時間切れです！　次の流れ星にも間に合いませんし、セーフティーエリアに行きましょう！」

【隕星鉱石の欠片】を回収し、セーフティーエリアに戻って成果を纏まとめると──

「【隕星鉱石の欠片】47個ですか。インゴット１個分にも満たないですね」

「うーん。遠くに落ちる流れ星は切り捨てて、近くに落ちるのに絞しぼれば、集めやすいんだけどねぇ」

　ルカートとヒノが集まった鉱石の欠片の数を見て、溜ため息いきを吐はき出す。

　だが、実際問題、どこに落ちるか分からない。

　外周部まで足を延ばしても時間に間に合わずに徒労に終わる場合もあれば、中心部付近のセーフティーエリアで待ちに徹てつしても近くに落ちてくるとは限らない。

「……これってやり方変えた方がいいんじゃないかな？」

　俺の呟きに、ルカートたちが振ふり返り、全員の視線が集まる。

「ユンさん、できるんですか？」

「わからない。けど、試ためしてみてもいいかな？」

　俺は、ルカートたちに許可を貰もらい、一人【恐きよう竜りゆう平原】を歩き出す。

　その後ろから距離を保ちながら、ルカートたちが付いてくる。

「ユンさんは、何をするんですか？」

「ちょっと【調教】センスで一時的に足を借りようと思ってな」

　俺は、そう答えながら、【恐竜平原】のフィールドを広く見み渡わたし【空の目】の暗視と【看破】のセンスで目的のものを探し出す。

「リゥイに騎き乗じようすれば、俺一人だけなら移動範はん囲いを広げられる。だけど、理想は、全員の移動範囲の拡大。それなら──」

　俺は、移動範囲を広げるのに手を貸してくれそうな相手を見つけた。

「ヴェローラプトル。これなら良さそうだ」

　小型肉食恐竜ＭＯＢのヴェローラプトルが数匹ひきの群れで【恐竜平原】を走り回っている。

　見た目は凶暴そうで、前足の中指の爪つめは大きく湾わん曲きよくしており、まるでフックのようだ。

　俺は、そんなヴェローラプトルの群れの前に飛び出し、【調教】を仕し掛かける。

「お前たち、こっちを見ろ！」

　緊きん張ちようで喉のどが渇かわく中、ヴェローラプトルたちの目の前でインベントリから取り出したコカトリスの生肉を掲かかげる。

「ユンさん、何を!?」

「ルカートたちも危なかったら、セーフティーエリアまで逃にげろ！」

　ノンアクティブながら強力な恐竜ＭＯＢと接触するのは、危険だ。

　それでも俺は、【隕星鉱石の欠片】を集めるのに、ヴェローラプトルたちの協力が必要だと感じている。

『ギャシャァァッ！』

　目の前で掲げられた生肉にヴェローラプトルたちが気づき、生肉を放ほうり投げると１匹のヴェローラプトルが空中で食くらいつく。

　そして、生肉にあり付けなかった他のヴェローラプトルたちが、騒がしい鳴き声を上げる。

「ユンさん、危ないです！」

「まだ手は出さないでくれ！」

　俺が言葉と手で飛び出しそうになるルカートたちを押し止とどめる。

　俺のノンアクティブなヴェローラプトルに生肉を投げ込むという大だい胆たんな行動に驚きつつ、ルカートたちは武器を構えて、ヴェローラプトルを警けい戒かいする。

『ギャシャァァッ！』

「おー、威い勢せいがいいな」

　俺は、半円を描えがくように取り囲むヴェローラプトルたちを見つめながら、手を前に翳かざし、一定の距離を保つ。

「よし、肉だな。これは、どうだ？」

　俺がインベントリから再びコカトリスの生肉を取り出し、ヴェローラプトルの前に掲げる。

『ギャシャァァッ！』

　俺を囲むヴェローラプトルの１匹が、すぐに肉に食らいつこうとするので腕うでを引く。

　空から振ぶりしたヴェローラプトルは、こちらを不満そうに睨にらんでくる。

「待て、待てだ。──よし、食べろ！」

　俺が、生肉を放り投げると、それを空中で見事にキャッチしてみせる。

　続いて、他のヴェローラプトルにも餌え付づけのために生肉を放り投げる。

　次のヴェローラプトルは、前足の湾曲した鉤かぎ爪づめで生肉を貫つらぬき、串くし刺ざしにした肉をギザギザの歯で嚙かみ千ち切ぎっている。

　そして、別のヴェローラプトルたちにも順番に生肉を与あたえることを何度も繰くり返した結果──

『グルルルルッ──』

「ふぅ、怖こわかったぁ」

　そのままへなへなと座り込む俺に、甘えるように喉を鳴らし、頭を押し付けてくるヴェローラプトルたち。

　そんな俺の様子にルカートたちが恐おそる恐る近寄ってくる。

「ユンさん、大丈夫ですか？　無茶しないで下さい」
















「大丈夫、大丈夫。こいつら、見た目は怖いけど、案外可愛かわいいから」

　押し付けられた頭の喉下を擽くすぐるように撫なでると、グルルッと気持ち良さそうに目を細めて喉を鳴らす。

「【調教】センスの結果ってことは、このラプトルたちもユンさんの新しい使し役えきＭＯＢっちゅうことか？」

　尋たずねてくるコハクの疑問に俺は、首を横に振る。

「使役ＭＯＢというよりも一時的な協力関係かな？　少し足を貸してもらう感じ」

　敵ＭＯＢを使役ＭＯＢにするのは、成功率が低い。

　だが、ノンアクティブなＭＯＢとの交こう渉しようだけなら、意外と成功率は高い。

　ノンアクティブなＭＯＢに食べ物や薬草などを渡すことで、アイテムを貰ったり、一時的にエリアの案内を手伝ってもらうなど、お助け要素がＯＳＯには存在する。

「だから、運が良ければ、ヴェローラプトルにも手伝ってもらえると思って」

　俺がそう説明すると、呆れるやら、感心するやらの視線を受ける。

　だが、これで【隕星鉱石の欠片】の採取範囲をカバーするための移動手段を手に入れることができた。




　　　　●




　俺の【調教】センスで一時的な協力関係を結んだヴェローラプトルは、５匹ひき。

　俺は、リゥイに騎乗するので、パーティー全員が【恐竜平原】での高速移動手段を獲かく得とくしたことになる。

「それじゃあ、私、ユンさん、コハクさんの３人とヒノさん、トビさん、リレイさんの３人の二手に分かれて【隕いん星せい鉱石の欠片】を集めましょう」

　ヴェローラプトルによる高速移動手段を手に入れた俺たちは、二つのグループに分かれて、【隕星鉱石】が降ってくるのを待つ。

　そして──

「……南西の方向に落ちていきます！」

「では、私たちが先に行きます！」

　ルカートを乗せるラプトルを先頭に、俺とコハクが後に続き、【隕星鉱石】の落ちた場所を目指す。

　そして、ラプトルたちの足は速く、速度エンチャントを掛かける必要もなく、時間に余よ裕ゆうを持って、【隕星鉱石】の落下地点に辿り着くことができた。

「それでは、早さつ速そく拾い集めましょう！」

「「了りよう解かい！」」

　俺は、ルカートの指示を受けて、コハクと共に鉱石の欠片集めに励はげむ。

　その際、リゥイやラプトルたちも口に咥くわえて鉱石を集めてくれるので、時間内にかなりの鉱石を集めることができた。

「今、ヒノさんからフレンド通信が入りました！　北側の流れ星に向かったそうです！」

「俺の【看破】のセンスで、ここから近い東側に【隕星鉱石】が落ちたのを確かく認にん！」

「なら、セーフティーエリアに戻もどらずに、そちらに直行です！」

　再びラプトルに乗ったルカートとコハクと共に、次の隕石の落下地点を目指す。

　先さき程ほどよりも格段に収集効率が上がった結果──俺たちのグループだけで１時間に４００個の鉱石の欠片。つまりインゴット８個分を集めることができた。

「これだけ集まれば、私とヒノさんの装備分は、用意することができますね」

「そうやな。それにフレンド通信の報告だと、ヒノたちの方も結構な数が集まったようやな」

　一足先にセーフティーエリアに戻ってきた俺たちは、手伝ってくれたラプトルを労ねぎらいながら、ヒノたちのグループが帰き還かんするのを待つ。

「最初は怖かったですけど、こうして触ふれ合ってみると、ラプトルも案外可愛いものですね」

　セーフティーエリアにある大木に寄り掛かりながら、ラプトルの顎あご下したを撫でるルカート。

　コハクも微び苦く笑しようを浮うかべながら、同意する。

「うちも最初は、怖いＭＯＢかと思ったけど、えらい愛あい嬌きようのある仕草をしよる。けど、残念やなぁ。ユンさんがおらんとラプトルに乗れないなんて……」

　ルカートと同じようにラプトルを労うコハク。

　だが、ルカートたちは誰だれも【調教】センスを持っていないので、俺と同じような一時的な協力を得られないと思ってるらしい。

「なら、ちょっと聞いてみるか？」

「えっ？　聞くとは？」

「いや、ルカートたちだけの時も協力してくれるのか、ってこと」

　そう言って、この場にいる２匹のラプトルに目を向けると、互たがいにどうする？　と視線を合わせて小首を傾かしげる。

『ギャシャシャッ！』

「あー、タダじゃダメか。そうなると、何がいい？　やっぱり生肉か？」

『シャラララッ──』

　俺がコカトリスの生肉を取り出すが、首を横に振ふられた。

　それじゃあ、ビックボアの肉を取り出してみると、少しだけ反応が良くなるが、まだ頷うなずかない。

「うーん。肉の価値から言えば、コカトリスの方が高いけど、ビックボアの方が量が多いよな。もしかして質より量？」

『ギャシャギャシャッ！』

　正解とでも言いたげな様子に俺は、更さらにビックボアの肉を二つ積み上げる。

「これでどうだ？　ビックボアの肉がない場合だとコカトリスの肉も同じくらいの量になるけど」

　それに対するヴェローラプトルの返事は──

『ギャッ──』

　短い返事と共に、ラプトルの口元からポロリと何かを落とされる。

　俺は、慌あわてて手を差し出し、それを受け取る。

「おっ、と──骨笛？」

　独特な形をした笛のアイテムを受け取った俺は、そのステータスを確認する。





獣じゆう脚きやく恐きよう竜りゆうの声帯笛【道具】

ヴェローラプトルの群れを呼ぶことができ、【恐竜平原】限定で協力させることができる。

ただし協力には、肉系の食料アイテムが必要である。※戦せん闘とう行こう為いには参加せず退たい避ひする。






　俺は、振り返ってその笛をルカートたちに手て渡わたす。

「交渉成立みたい」

「なんだか、凄すごい場面に遭そう遇ぐうした気分です。でも、貰もらっていいんですか？」

　ＭＯＢとの友好関係を結んで手に入るアイテムは、レアアイテムが多い。

　そのために、ルカートが尋ねてくるが──

「まぁ【調教】センスがあるから笛なしでも手伝ってくれるよな」

『ギャッ』

　短く同意してくれるラプトルの頭を撫でれば、俺を乗せるのは自分だと言わんばかりにリゥイが一本角で小こ突づいてくる。

　俺は、そんなリゥイに微苦笑を浮かべながら、落ち着けるため首筋を撫でる。

「ありがとうございます。大事に使わせてもらいます」

「まぁ、ミュウが風か邪ぜから治って今回のことを聞いたら絶対に乗りたい、って言うからその時は頼たのむな」

　俺がそう言えばルカートは、もちろん、と頷き笑う。

　その後、他のラプトルに乗ったヒノたちも戻ってきて、集めた【隕星鉱石の欠片かけら】を集計した結果──７２１個だった。

【隕星鉱石の欠片】を【隕星鋼】のインゴットに換かん算さんすれば、14個分となる。

　俺やルカート、ヒノの武器や、シンボル交換用と考えると足りないが──

「うーん。やっぱり必要数を集めるのは大変か」

「でも、ユンさんのお陰かげで効率的な収集の目め処どが付きました。だから、私とヒノさんの分のインゴットは後回しでもいいですよ」

「いや、それなら俺の装備のアップグレードに使う分も後回しでいいよ」

　俺個人が使うインゴットなどそれほど多くはない。

　暇ひまな時に、リゥイに乗って集めれば、すぐに集まるはずだ。

　それに【恐竜平原】は、ＭＯＢは強いがノンアクティブであるために散歩に向いたフィールドだと思っている。

「ですが私たちは──」

「いやいや、俺は──」

「はい、ストーップ！」

　互いに譲ゆずり合おうとする俺とルカートの間にヒノが入る。

「どっちも譲り合って平行線だし、こうしようよ」

　俺とルカートは、互いにヒノの提案に耳を傾かたむける。

「別にボクもルカちゃんもユンさんも装備の強化の優先度は、高くない。

　それなら、【隕いん星せい鋼】のインゴット14個分あるでしょ？　今回のこれは全部【星】のレアシンボルに変えて分配しようよ」

　シンボル屋の一日一回限定の納品クエストは、シンボル毎ごとに交換素材の数や種類が決まっている。

【隕星鋼】のインゴットで交換できる【星】のレアシンボルは、インゴット２個でレアシンボル１つが交換レートだ。

　つまり、手持ちの素材を使えば、７個分の【星】のレアシンボルが手に入る。

「ここにいる全員と風邪で休んでるミュウちゃんと分ければ、ちょうどピッタリでしょ」

「まぁ、そうだな。それならミュウのお願いも達成できるし」

「そうですね。それが一番いいかもしれませんね」

　互いに納なつ得とくする俺とルカート。

「【隕星鉱石の欠片】は、ユンさんに預けてインゴット化してもらうのはどう？　【細工】センスの経験値稼かせぎにもなるし、端は数すうの21個は、ユンさんの手間賃代わりってことで」

「わかった。そういうことなら、任された」

　俺は、【隕星鉱石の欠片】を預かった後、夜遅おそいのでログアウトするルカートたちを見送る。

　そして、【アトリエール】の工こう房ぼう部に戻り──

「さて、やるか！」

【細工】センスで金属を加工する魔ま法ほう炉ろに火を入れ、【隕星鉱石の欠片】を炉に入れる。

　センスのアシストを受けて溶とけ出た金属を型に流し込み、愛用の黒こく鉄てつ製の金かな槌づちで叩たたき、形を整えていく。

　マギさんの下もとでミスリル合金やウーツ鋼のインゴット作りで鍛きたえられた生産技術は、【隕星鉱石の欠片】を纏まとめ上げ、美しい藍あい色いろの金属インゴットを作り上げる。

「ふぅ、これが【隕星鉱石】。いや、インゴットだから【隕星鋼】か。綺き麗れいだなぁ」

　そう呟つぶやきつつも、作業の手は止めずにインゴットを作り続ける。

【隕星鋼】のインゴット化の作業に集中しており、気付いた時には、深夜の一時を回っていて、慌ててログアウトするのだった。




　そして、三日後──

「ミュウさんの体調はどうですか？」

「一応、熱は下がって食欲もある。本人も大だい丈じよう夫ぶって言ってるけど、まだ大事を取って休ませてる」

【隕星鋼】のインゴットを受け取りに来たルカートに、ミュウの状じよう況きようを話すと微苦笑を浮かべている。

　ミュウは、ゆっくりと体を休ませ、寝ね汗あせも十分に搔かいたのか、一晩経たつとスッキリとした顔をしていた。

　だが、まだ微熱と風邪の症しよう状じようが出ているので、まだＶＲギアを没ぼつ収しゆうしたままだった。

　そのために休日の間は、ミュウの看病や我が儘ままを聞いて過ごしていた。

　ミュウが寝付いた後に、ＯＳＯにログインして【隕星鋼】のインゴット化の作業を少しずつ続け、ようやく今日引き渡わたすことができた。

「とりあえず、明日にはミュウにＶＲギアを返すからよろしく頼むな。あと具合が悪そうだったら、すぐに止やめさせてくれよ」

「分かりました。けど、ＶＲギアの使用者には、バイタルチェックがされていますよ。問題があると判断されれば、休きゆう憩けい誘ゆう導どうのメッセージが出たり、場合によっては強制終しゆう了りようされるらしいですよ」

「へぇ、そうだったんだ」

　今いま更さらながらに知ることがあるなぁ、と俺は感心する。

「それでは、私は行きますね。ミュウさんによろしく伝えてください」

「ああ、わかった」

　俺は、ルカートにアイテムを引き渡し、仕事が終わる。

　そして、長い溜ため息いきと共に、自分でも気付かずに緊きん張ちようしていた体からゆっくりと力が抜ぬけるのを感じる。

「ふぅ、終わったなぁ。手に入れたのは、【隕星鋼】のインゴットが２つと鉱石の欠片が21個か」

　俺の手元には、ルカートたちと分けた素材が残っている。

　これをシンボル屋に持ち込み、【星】のレアシンボルと交換しないとなぁ、とか。

【隕星鋼】が欲ほしければ、また集めに行かないとなぁ、とか。

　最近、採取した【碧へき白はくブドウ】の苗なえ木ぎの様子を確かめないとな、とか。

　薬草畑を眺ながめながらのんびりしたいなぁ、とか。

　茫ぼう漠ばくとした考えが巡めぐり、思考が定まる前に消えていく。

「ダメだな。考えが纏まらない。休もう」

　少しやる気も落ち込んでいるように感じた俺は、ＯＳＯからログアウトする。

　そして、ベッドの上で目覚めてＶＲギアを外すと、頭部や首筋にジットリとした汗を搔いていることに気がつく。

「あれ？　暖だん房ぼうつけっぱなしだったかな？」

　妙みように体が熱く感じ、パタパタと手で扇あおいで首筋に風を送る。

　次に立ち上がろうとしても気け怠だるさを感じ、背筋に寒気が走る。

「お兄ちゃん、いる？　そろそろＶＲギアを返してよ～」

　体調の不良を感じ始めた俺は、のろのろと部屋から出る。

　廊ろう下かに立っていた美羽から出会い頭がしらにそう言われる。

「あ、美羽……」

　俺は、小さく美羽の名前を呟き、そちらに顔を向けると、美羽は驚おどろいた様子でこちらを見る。

「ちょっと、お兄ちゃん。具合悪そうだよ！　まさか私の風か邪ぜがうつった？」

「……そんなことは、ないと思う。俺は風邪引いてない」

「噓うそだぁ！　ちょっと待って、私の部屋に置きっぱなしの体温計持ってくるから」

　すぐに俺は、自分の部屋に押し込まれ、美羽が体温計を持ってきて体温を測った結果──37度８分。

「やっぱり風邪で決まりだよ。お兄ちゃんも夜よ更ふかししてゲームしてたんじゃないの？」

「むぅ、なんか納得いかない……」

　俺は、押し込まれたベッドの中で呟き、心配そうにしつつもどこか嬉うれしそうな美羽を見上げる。

「なぁ、美羽。なんでそんなに嬉しそうなんだよ」

「だって、お兄ちゃんが看病してくれたんだから、今度は私が看病する番じゃない！　腕うでが鳴るよ！」

「残念だけど、そうはならないんだよ」

　俺は、美羽が風邪を引いた時に予あらかじめ必要なものを準備している。

　同じように、自分が風邪を引いた時、一人でも風邪を治せる準備をしているのだ。

「食事は、美羽に作ってもらう必要はないぞ。レンジで温めるレトルトのお粥かゆがある。衣類は、溜ためておけば、父さんや母さんが休みの時に纏めて洗ってくれる。美羽と違ちがって薬を飲んだら大人しく寝ねてるから平気だ」

「むぅ……看病してくれたんだから私にもさせてよ」

　そう言って、唇くちびるを尖とがらせる美羽に俺は、少し熱っぽい溜息を吐はき出す。

「それじゃあ──紅茶を作ってくれ。砂糖も入れてポットで持ってきてくれ」

「わかった！　任せて！」

　紅茶くらいなら美羽にも任せられるので、ポットに入った紅茶を枕まくら元もとに置いておけば、寝汗を搔いた時の水分補給に使える。

　そして、美羽が部屋から出たのを見計らって、汗で湿しめっぽい服を脱ぬぎ捨て、パジャマに着き替がえて大人しくベッドに横になる。

「母さんたちに風邪引いたこと伝えないと、夕飯は任せるとして、明日からの美羽の昼ご飯とか……それに病やみ上がりだから、美羽は無茶しないよな」

　むしろ、風邪を引いたのに、美羽の食事などを気にし出す俺は、思うように気が休まらなかった。

　そして、風邪が完全に治ったのは、その三日後であった。







　　　三章　シンボルとトレード







　美み羽うの看病で数日、更さらに俺自身が風邪で寝込んだことにより、どうやら方々の人たちに心配を掛かけてしまったようだ。

『ユンくんも風邪引いて寝込んでたんだって？　体調は大丈夫？　ミュウちゃんから風邪がうつったらしいけど』

「大丈夫ですよ。ただの季節の変わり目で疲つかれが出ただけですから」

　フレンド通信越ごしに心配するマギさんに、大丈夫なことを伝える。

　風邪から治った俺は、この説明を今日何度繰くり返したことだろう。

　風邪も治り、ＯＳＯにログインした俺を待っていたのは、心配する知り合いのプレイヤーたちだ。

　マギさんやクロード、リーリーたち生産職仲間や【アトリエール】の常連のプレイヤー、タクのパーティーメンバー、ミュウのパーティーメンバー、セイ姉ねぇやミカヅチたちギルド【ヤオヨロズ】の面々、エミリさんやレティーア、ベル、ライナやアルと大勢のプレイヤーたちがメニューのフレンド通信やメッセージで心配してくる。

『そう、けど、無理は駄だ目めよ。お姉さん心配しちゃったんだから』

「すみません。けど、みんな大げさですよ。数日ログインしなかったくらいで」

　素す直なおに謝るが、やっぱり大げさだと思う。

　ＯＳＯは好きだし、空いた時間にコツコツとログインしているものの、数日ログインしなかったことは今までにもある。

『そうだけど、やっぱり風邪って聞くと心配になるじゃない？　私も思わず風邪にいい物について調べちゃったんだから』

　そういうマギさんの好意をありがたく思い、フレンド通信越しだが微笑ほほえみを浮うかべる。

『まぁ、ユンくんの風邪が治って良かったよ』

「心配してくれて、ありがとうございます。それで、マギさんに質問なんですけど、ＯＳＯの露ろ店てんの雰ふん囲い気きがちょっと変わりました？」

　俺が露骨に話題を逸そらし、久しぶりに【アトリエール】の外に出た時に感じた違い和わ感かんについて尋たずねる。

「露店の素材が全体的に値上がりしているのに、それらの素材を使ったアイテムが流通しているわけでもない。なにより値上がりしているアイテムの種類が多すぎます」

『あー、そのことね』

　そう言ってぼやくマギさんからその原因が語られる。

『この前アップデートで追加されたＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターのシンボル屋って覚えてる？』

「はい。俺もアップデートタイミングで遭そう遇ぐうしてシンボル袋ぶくろを試ためしに買いました」

　とりあえず、【スターゲート】を使える最低限のシンボルは確保している。

『そのシンボル屋の一日一回限定の納品クエスト。特定の素材を持ち込むと、対応するシンボルと交こう換かんしてくれるからＯＳＯ全体でその素材アイテムが値上がりしているのよ』

「そうなんですか。【アトリエール】のポーションに使う素材が何種類かあったんで気になってたんですけど、そういう理由なら納なつ得とくです」

　制限のある納品クエストとはいえ、先々を見み越こして多めに素材を買い求めたのだろう。

　多分、一過性の値上がりだと思う。

　しばらくは素材アイテムの露店価格は高くなるだろうが、【アトリエール】のポーションの値段にまで影えい響きようはなさそうだ。

『まぁ、ユンくんには影響はないんだけどねぇ……』

「……？　マギさん、なにか問題でもありました？」

『それが……一つあるのよ』

　マギさんが語るのは、俺が風邪で寝込んでいる間に起きたＯＳＯでの出来事だ。

　復刻システム【スターゲート】に必要なアイテムであり、先行して実装されたシンボルに早さつ速そく【転売ギルド】が目を付けた。

　そして決まった時間に在庫補ほ充じゆうされるシンボル屋の【シンボル袋】の買い占しめが始まった。

「えっ!?　【転売ギルド】がシンボルの買い占めを!?」

『そうなのよ。それで今、シンボル屋からのシンボルの入手が困難なのよ。それに【転売ギルド】の露店では、各種シンボルが高額で取引されているのよ』

　ＯＳＯの販はん売ばいＮＰＣたちは、一日の商品在庫などが決まっており、無限にＮＰＣ産の商品を提供するわけではない。

　そのために一日の供給数が足りずに値段が一時的に上がることはある。

【転売ギルド】は、その状じよう況きように更にギルドメンバーのマンパワーを使って独どく占せんし、不当に値段を釣つり上げているのだ。

「で、でも、シンボルの入手方法って、シンボル屋とのシンボル交換がありますよね!?」

『まぁ、それもそうなんだけど……』

　言い淀よどむマギさんが言うには、シンボル屋の一日一回限定の納品クエストでシンボルを交換しても、必要な供給量を満たすのには足りていないらしい。

　また、レアシンボルとの交換となると、どうしても相応のレア素材が要求される。

【迷めい宮きゆう街がい】に到とう達たつした中ちゆう堅けんプレイヤーたちは、強くなってシンボルを地道に交換するよりもシンボル袋でのランダム入手に賭かけているようだが……肝かん心じんのシンボル袋も【転売ギルド】に独占されている。

「困りましたね」

『そうなのよ。それにシンボルって生産プレイヤーが作れないアイテムだから、対たい抗こう手段もないのよ』

　あとはシンボルが徐じよ々じよに行き渡わたって、時間が解決するしかない。

『でも、悔くやしいのよね～』

「まぁ、そうですけど【スターゲート】の実装まで時間はありますし、必要最低限のシンボルを交換で用意するなら数日待つなり、妥だ協きようすればいいですし」

『その待つとか妥協をお金で解決しよう、って人が一定数いるから【転売ギルド】がなくならないのよねぇ』

　そう愚ぐ痴ちを零こぼすマギさん。

　これも【スターゲート】への期待の表れなのかな、などと吞のん気きに考える。

　それと、風邪でＯＳＯにログインできずにいたことをマギさんに話す。

「そうだ、マギさん。今度【隕いん星せい鉱石の欠片かけら】を集めたら、壊こわれた黒こく鉄てつ製のピッケルを【隕星鋼】を使ってアップグレードしてもらえますか？」

『おおっ！　あのレア鉱石ね！　ちょうど今【アダマンタイト鉱石】のインゴット化が難航してて、【鍛か冶じ】センスのレベルを上げたかったのよ！』

「なら、沢たく山さん集めて持って行きますね」

『うんうん！　それならついでにユンくんの肉にく断だち包丁も強化しちゃおうよ。それと私の分の【隕星鉱石の欠片】も集めてくれる？　お代は払はらうよ』

　なんでも【アダマンタイト鉱石】を採さい掘くつするのに、何本も黒鉄製のピッケルを使い潰つぶしてしまっている。

【アダマンタイト鉱石】からピッケルを作り出せない今、黒鉄製のピッケルを使い潰すより、上位のピッケルを用意したいとのことだ。

「わかりました。なら、なるべく沢山集めますね」

『ありがとう、助かるわ。私も自分で【恐きよう竜りゆう平原】まで行ければいいんだけどね』

　そんな話をした後、フレンド通信でマギさんとの談だん笑しように花を咲さかせた。




『それじゃあ、ユンくん。またね』

「はい。ありがとうございました」

　マギさんとのフレンド通信を終えた俺は、何をしようか、と考える。

　風邪を引いたばかりなので、夜よ更ふかしはできない。

【隕星鉱石の欠片】を採取できる時間帯は、夜の七時から朝の四時までと意外と長い。

　そのために、夜の早めの時間帯でも集めることはできる。

　昼間のログインでは、【アトリエール】の商品補充や畑の管理、町中の散策などを中心にのんびりとした過ごし方がよさそうだ、と思う。

「さて早速、噂うわさのシンボル屋に行ってみるかな」

　俺は立ち上がり、久しぶりにリゥイとザクロを召しよう喚かんする。

　その際、寂さびしかったのか盛せい大だいに甘えてくるリゥイとザクロの姿に微び苦く笑しようを浮かべながら、ミニ・ポータルで目的地に移動する。

　そして──

「ここが【シンボル屋・本店】かぁ」

　シンボル屋の屋台は、ＯＳＯの決まったところに出しゆつ没ぼつする。

　だが、素材をシンボルと交換してくれるクエストＮＰＣがいるのは、【迷宮街】にある【シンボル屋・本店】だけである。

「うわぁ……人が集まってるなぁ」

　そんなシンボル屋の前には、長い行列ができており、俺やリゥイ、ザクロは、圧あつ倒とうされる。

「仕方がないから少し時間を置いてまた来るか。それにしても、これってなんなんだ？」

「なんだ。初めて見たのか？」

　俺の呟つぶやきに、近くにいた露天商のプレイヤーが話しかけてくる。

「ああ、数日ほど風か邪ぜでＯＳＯにログインしてなかったんだ。シンボルの入手が難しいって聞いてたけど、ここまでとは思わなかった」

　話しかけてきた露天商のプレイヤーも、俺と同じように行列を見ながら、状況を説明してくれる。

「この行列は、シンボル袋の在庫復活のタイミングを狙ったプレイヤーたちなんだよ。本店なら、在庫が多いし、湿しつ地ち帯エリアで中堅以下のプレイヤーが篩ふるいに掛けられる。だから、購こう入にゆうできる確率は他より高いんだ。それに、屋台よりも在庫が多いから転売ギルドも独占は難しい。けど──」

　そう言う露天商のプレイヤーは、行列から視線を外し、別の場所で開かれた露店に目を向ける。

「そんな目の前でシンボルを転売してるんだよなぁ」

　その商品のラインナップは、各種シンボルが数十万Ｇ、レアシンボルが２００万Ｇ、実装されてる全すべてのシンボルをコンプリートした【シンボルホルダー】ごと１０００万Ｇで売られているのには驚おどろいた。

「うわっ、話には聞いてたけど、こんなところで売ってるのか」

「この騒そう動どう、いつになると収まるのかねぇ。ここでいつも露店を開いているから人ひと混ごみ多くてプレイヤーが避さけちまう」

　そう言って、肩かたを竦すくめる露天商のプレイヤー。

　その並んでいる商品は、シンボルの交換素材ではないが、【調合】センスに使う素材が多く、値段は相場より少しだけ高いが誤差の範はん囲いだ。

「なら、この辺りの生産素材を売ってくれないか？」

「おっ、買ってくれるのはありがたい！　まいど！」

　そう言って、割高分は情報量だと思って思いっきり購入する。

　その後、【シンボル屋・本店】の混雑が収まるまで【迷宮街】の町並みを楽しみながらブラブラとリゥイとザクロを連れて散歩する。

　しばらくして、また【シンボル屋・本店】の前まで戻もどってくると、シンボル袋は売り切れとなっており、集まったプレイヤーたちも疎まばらになっている。

　それでも残っているプレイヤーはいる。

　そうしたプレイヤーは──

「これで何度目の購入になるか！　レアシンボル来てちょうだい！」

　複数のシンボル袋ぶくろを手にしたプレイヤーは、他のプレイヤーたちの前で一つずつ袋を開けて、中のシンボルを掲かかげていく。

　所持済みシンボルを手に入れたら、周囲に笑われ励はげまされる。

　新規のシンボルを手に入れたら、周囲から祝福が送られる。

　レアシンボルを手に入れた時には、本人は歓かん喜きし、周囲からはブーイングが起こる。

　一種、独特な雰ふん囲い気きの娯ご楽らくが生まれていた。

　そして、レアシンボルを手に入れたプレイヤーは、あの【転売ギルド】の露ろ店てんに駆かけ出し、売り払ってしまう。

「ああ、だから【転売ギルド】もなくならないのかぁ」

　よくよく見れば、シンボルの転売だけでなく買い取りもしている。

　そのシンボルの買い取り価格に心こころ惹ひかれたプレイヤーがシンボルを買い求め、【転売ギルド】に売り払うために、シンボルの品しな薄うす状態が続いているのか、と思う。

「ホント、時間が経たって落ち着くのを待つしかないかなぁ」

　一種のお祭り状態に、仕方がないか、と思う。

　一方、そうしたシンボル屋の前から少し離はなれたところで、細々とシンボル袋を開かい封ふうするプレイヤーもいる。

　その中で見知った二人組を見つけた。

「やっと、確保できたわよ！」

「そうだね、ライちゃん。予算の関係で１個ずつだけど買えたね」

「さぁ、アル。開けるわよ。──「せーの！」」

　見知った後こう輩はいプレイヤーの二人組が、同時にシンボル袋を開けて中身を確かく認にんしあう。

「コモンシンボルの【獣けもの】」

「僕の方は、アンコモンの【植物】だ」

「ぐぬぬっ、アルに負けた！」

　地じ団だん駄だを踏ふむライナと【植物】のシンボルを手元で転がし、嬉うれしそうにするアル。

　声を掛かけるべきか、と考えながら見つめていると、ライナとアルの方から気づいて俺の方に駆け寄ってくる。

「「──ユンさん！」」

「お、おう、フレンド通信ぶりか？」

　俺が小首を傾かしげ、疑ぎ問もん符ふを浮うかべながら答える。

　ライナとアルの二人は、心配そうだったり、嬉しそうだったりと表情がコロコロ変わる。

「ユンさんこそ、風か邪ぜ引いたって聞いてたけど、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「お陰かげ様さまで風邪は治ったよ」

「それは、良かったです。ユンさんもシンボル袋を買いに来たんですか？」

　ライナは、風邪が治ったことに安あん堵どし、アルは、この場に俺がいる理由を尋たずねてくる。

「シンボル袋じゃなくて、シンボル交こう換かんの方に用があるんだ。さっきまで行列だったから人が減ったところを見計らって戻ってきたんだ」

　そう説明すると、ライナが興味なさそうな素そ振ぶりをして、チラチラと視線を向けてくる。

「そ、それで、ユンさんは……なんのシンボルと交換しに来たの？」

　そんなバレバレの様子に俺は、微苦笑を浮かべながら答える。

「ああ、【星】のシンボルと交換しに来たんだ。ちょうど、素材が揃そろったからな」

「【星】って言うとレアシンボルですよね！　流石さすが、ユンさん凄すごいです！」

　目を輝かがやかせて俺を見てくるアルの視線を受けるが、逆にその純じゆん粋すいな視線が俺には眩まぶしい。

　生産職として細々とやっているだけで、その内ライナとアルたちに抜ぬかされるんじゃないか、と思ってしまう。

「それじゃあ、俺はシンボル交換に行くけど──『見学させてもらいます！』──わかった」

　そう言って、俺の後に付いてくるライナとアルと一いつ緒しよに、【シンボル屋・本店】を訪おとずれる。

「すみません。シンボル交換をお願いしたいんですけど」

「はい。いらっしゃい、なんのシンボルと素材を交換しますか？」

　一日一回限定の納品クエスト──【シンボル交換】。

　そのクエストで交換するシンボルの交換レート表を取り出す女性ＮＰＣ。

　俺は迷わず、【星】のシンボルと【隕星鋼】のインゴット２個との交換レートを選せん択たくして、インベントリから素材を取り出す。

「かしこまりました。それでは、こちらが【星】のシンボルになります。またのお越こしをお待ちしております」

　そう言って、各プレイヤーが１日１個しか交換できないシンボル交換がなされた。

「結構、事務的だったわね。レアシンボルなんだから、もう少しなんかあればいいのに」

「俺は、こんなもんでいいよ」

　苦笑いを浮かべながら、ライナの頭を撫なでると子ども扱あつかいされて不ふ機き嫌げんになる。

　そして、アルの方は、シンボル交換のレートを確認しているようだ。

「アルも素材があるなら、シンボル交換してくれば？」

「僕は、いいですよ。素材ないですし」

　そう言って、困ったように笑うアルだが、先さき程ほど見ていたシンボルの交換レート表を覗のぞき込む。

　アルの見ていた交換レートは、どれもコモンシンボルであり、集めやすい素材が多い。

　その分、シンボル交換では、相応の数の素材アイテムが要求されている。

　けれど──

「コモンシンボルの必要素材なら対象を絞しぼれば、交換分はすぐに集まるな」

「ユンさん、本当ですか？」

「ああ、ちなみにどのシンボルが欲ほしいんだ？」

　俺が尋ねると、ライナとアルの二人は、同時に【森】のシンボルを選ぶ。

　二人が指し示した素材を効率的に集められる場所を思い出す。

「それなら、第二の町近きん郊こうの森で集中して集められるぞ」

「ほんと!?　ユンさんが居れば百人力よ！」

「ライちゃん、ユンさん病やみ上がりだから無理させちゃ駄だ目めだよ」

　そんなやり取りをしながら、久しぶりにライナとアルとパーティーを組み、素材の採取に向かった。

　やることは採取が中心であり、成長したライナとアルが基本的に俺を守ってくれる。

　そして、俺は、二人の戦せん闘とうをサポートするためにエンチャントを使い、採取で【森】のシンボルの交換分の素材を集めることができた。
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　ライナとアルとの素材採取を終えて、二人は無事に【森】のシンボルを交換することができた。

　これでライナとアルが購入したシンボルを合わせれば、３個。

【スターゲート】を開くための最低限のシンボルコードを作製することができるはずだ。

　その後、ライナとアルと別れて、ソロでのんびりと過ごしていく。




　俺のＯＳＯでの日常は、【アトリエール】の薬草畑を管理しつつ、【サムヤマブドウ】と【碧へき白はくブドウ】の２種類の苗なえ木ぎをガラスハウスで育て、畑で採れた薬草でポーションの生産に励む。

　また、【碧白ブドウ】が少量だけ採れるようになったので、【森もりの血けつ命めい酒しゆ】の調合比率を参考にしつつ、樽たるに新たなお酒を仕込む。

　その際、いくつか【森の血命酒】も仕込み、できたものでワイン煮にやビーフシチュー、肉料理など、と想像を膨ふくらませる。

　そして、夜の時間には、【隕いん星せい鉱石の欠片かけら】を求めてリゥイとザクロと共に【恐きよう竜りゆう平原】で流れ星を追う。

　時折、流れ星を待つ間、ラプトルの群れや温厚な草食恐竜型ＭＯＢと触ふれ合って楽しんだりした。

　そうしたＯＳＯでの活動の合間に、コツコツと【シンボル屋・本店】に通い、シンボル交換を行う。

　増やしたシンボルは、現在レア１種、アンコモン１種、コモン５種まで【シンボルホルダー】に保管されている。

　相変わらず、【転売ギルド】によるシンボルの価格高こう騰とうが続いており、落ち着く目め処どは立っていない。

　そんな俺の元に、シンボルに関して愚ぐ痴ちを言ってくる人が二人やってきた。

「ユンちゃん……狙ねらいのレアシンボルが手に入らない」

　セイ姉ねぇは、シンボル屋のシンボル袋を買い求め続けるが、物欲センサーが働くためか、最後のレアシンボルが手に入らずに落ち込んでいる。

「ああ、セイ姉ぇはコンプリート報ほう酬しゆう狙ねらいなのか」

「あとはレア１種、アンコモン１種、コモン２種なのに、中々出ないのよ」

　そう言って、俺の前で愚痴を吐はき出すセイ姉ぇ。

　カウンター越ごしに並ぶ、もう一人の訪問者のタクも不満そうに呟つぶやく。

「俺は、全くシンボルが手に入らない」

「まぁ、セイ姉ぇの場合は、確率だからなんとも言えないけど、タクは、シンボル袋を買ってないのか？　それかシンボル交換で手に入れるとか」

「シンボル袋は、買うタイミングがなくて手に入らないし、シンボル交換って手段もあるけど、それより先に【名工】ＮＰＣにコレクションの武器作ってもらっているから素材が足りない」

　それなら【名工】ＮＰＣに武器を作製してもらうの控ひかえろよ、と内心呟く。

　グランド・ロックの体内にいる【名工】ＮＰＣに武器の必要素材を渡わたすことで、対応する武器を作製してもらえるのだ。

　また、ランダムでＮＰＣ産の追加効果が付くので、組み合わせ次し第だいではプレイヤーメイドの武器にも負けない性能の物が手に入り、タクはそれに嵌はまっているようだ。

「金なら結構持ってるけど、だからってあの値段のシンボルを買う気にもならんしな。だから、シンボルは１個も持ってない」

　そう言って、珍めずらしく溜ため息いきを吐き出すタク。

「まぁ、そうだよな。あの値段は高すぎるよなぁ」

「だろ？　だから、シンボル関係は後回しでもいいかな、と思ってるんだよ。それか【スターゲート】を使う時は、ガンツたちに任せればいいかと思って」

　それでいいのか？　とタクにジト目を向けるが、【スターゲート】は必要なシンボルさえ揃っていればシンボルコードを作製できる。

　全員が同じシンボルを持っている必要はなく、パーティーの誰だれか、もしくは、全員がそれぞれ必要なシンボルを持ち寄れば問題ない。

「まぁ、全員が１個ずつシンボルを選んで作られるダンジョンに挑いどんでみるのも楽しそうだけどな」

　そうした運任せのダンジョンにワクワクするのか、タクもニカッと笑えみを浮かべる。

「それでユンちゃんは何か話を聞いてないかな？　【生産ギルド】の方でシンボル価格高騰の対策の話とか？」

　セイ姉ぇから期待の籠こもった問いを投げられるが、俺は首を横に振ふる。

「残念だけど、有効な手段は、時間が解決するしかないんだよ」

　生産職が作れないアイテムであるために、流通量を増やすこともできず、しばらくは【転売ギルド】の独どく占せん状態が続きそうだ。

　また、【生産ギルド】がシンボルを手に入れても安定した価格で提供し続けることは困難である。

　オークションで適正価格を決めようとしても、やはり新コンテンツへの期待度から【転売ギルド】の価格と大差ない状じよう況きようになることが予想される。

「これでも少しずつ【転売ギルド】のシンボルの値段は落ちてるんだぞ。まぁ、少しだけど」

　レアシンボルの値段に変化はないが、低レアリティーのコモンシンボルは【転売ギルド】での買い取り価格が下がり、それに合わせて売値も下がり始めていた。

　だが、それでもまだ二の足を踏ふむ値段である。

「はぁ、せめてコモンシンボルが手に入りやすいならなぁ」

「そうね。コモンシンボルがシンボル袋ぶくろの値段より下がれば、落ち着くと思うの」

　いまのシンボル袋の状況は、一袋５万Ｇだが、買い取りは低レアリティーのコモンでも10万Ｇと収支が常にプラスになる。

　これが、買い取り価格２、３万Ｇだったら、シンボル袋を買いに走る層も減るはずだ。

　だけど、それには、コモンシンボルを大量に流通させないといけない。

「けど、やっぱり待つしかないか」

「私は、欲しいシンボルを素材との交こう換かんで手に入れようかしら」

　そう言って、溜息を吐つくタクとセイ姉ぇ。

　俺も何の気なしに、先日のことを雑談の話題の一つとして話す。

「俺はこの前、知り合いのプレイヤーと一緒にコモンシンボルの交換素材を集めたんだ。種類を限定して効率よく集めれば、結構短時間で終わったなぁ」

「「……ユン（ちゃん）、それは本当なのか（なの）？」」

　タクとセイ姉ぇが食い気味に俺に聞いてくるので、驚おどろきながらも頷うなずく。

「あ、ああ。結構、汎はん用よう素材が多いから集中して集めれば、すぐだぞ」

　俺は、そう言って【シンボルホルダー】に書かれているコモンシンボル40種との交換に対応する素材を書き出す。

　更さらに、素材を効率よく集めることができるエリアをＯＳＯの手て描がきのマップに記していく。

「えっ……気づかなかった。この範はん囲いなら私の足りないコモンシンボルの交換素材がすぐに集まりそう」

「ああ、もしかしたら、シンボルの高騰が解決するかもしれないな」

　その地図を見て、タクとセイ姉ぇは何かに気づいたようだ。

「ユン、よくこれに気づいたな。いや、データは前からあったんだ。それと合わせて考えれば良かったんだ」

「ユンちゃん、凄すごいわよ。これは、素材の収集を中心にやってるユンちゃんならではの発見よ！」

「なぁ、二人とも何か分かったのか？」

　俺が地図を作ったのに、置いてけぼり状態の中、そう尋たずねるとタクがゆっくりと説明してくれる。

「ユン、シンボルを欲しがるプレイヤーってどのくらいの層のプレイヤーだと思う？」

「どのくらいの層、って全プレイヤーじゃないのか？」

　新しいコンテンツなら、全員が気になるはずだ。

　だが、タクは首を横に振り、代わりにセイ姉ぇが説明してくれる。

「【スターゲート】のオブジェクトが設置されたのは、【迷めい宮きゆう街がい】だったわ。だから、必然的にそこまで到とう達たつしているプレイヤーたちに限定されるコンテンツなのよ」

　そして、そこまで到達しているプレイヤーの全員がシンボルに関心を抱いだく訳じゃない。

　各プレイヤーにはプレイ時間的なリソースがあり、その中でＯＳＯの世界を楽しんでいる。

　そのために、まだ実装されていないコンテンツに多くのプレイ時間を割さくプレイヤーは多くない。

「そうしたプレイヤーの空いた時間、冒ぼう険けんと並行して素材を集めておく。そうしたプレイヤーが増えれば、自然とシンボルの交換数が増えて流通量も増える」

　それに今は、【転売ギルド】による高価買い取り中だ。交換して【転売ギルド】に売れば、小こ遣づかい稼かせぎになる。

「だけど、それだけじゃまだ足りないな。初心者を抜ぬけた駆かけ出しプレイヤーなんかが、ちょうど適正レベルのＭＯＢのドロップアイテムがコモンシンボルの交換に必要な素材だ。そうしたプレイヤーを【迷宮街】に誘ゆう導どうしてポータルに登録させることができれば……」

　資金稼ぎのためにシンボル交換して売るプレイヤーが現れる。

「その結果──今まで以上にシンボルの流通量が増える」

　１日１個の交換制限のあるシンボル交換の納品クエスト。

　だが、多くのプレイヤーをシンボル交換に誘導できれば、コモンシンボルの価格を引き下げることが可能だ。

　それに──

「そうか。湿しつ地ち帯のボスは、ダークマンか」

　不定形な影かげが人型になり分ぶん裂れつして襲おそってくるボスＭＯＢのダークマン。

　湿地帯エリアのボスＭＯＢであるが、その戦せん闘とうは特とく殊しゆである。

　一定時間以内に倒たおさなければ、ドロップアイテムなどが手に入らず、姿を消してしまう。

　だが逆に言えば、一定時間さえ生き残れば、ドロップはなくとも勝利判定となるために湿地帯を通過することができる。

「だから、ダークマンとの戦闘を耐たえきるのは、それほど難しいことじゃない」

　先導するプレイヤーが一人居れば、簡単にこなせるだろう。

「だけど、そう簡単にシンボルの流通量が増えるのか？」

　どのくらいのプレイヤーがまだシンボル交換をしておらず、またどのくらいのプレイヤーをシンボル交換に誘導できるのか。

　その辺りの具体的な数が分からないと実際に効果があるのか分からない。

　だが、タクとセイ姉ぇは──

「別に失敗してもいいんじゃないか？　ただプレイヤーを先導して、ちょっとした小ネタや話の話題を振るだけだし、失敗してもシンボルの価格が更に高騰するわけじゃないだろ？」

「そうね。それに【ヤオヨロズ】の上じよう位い陣じんは、来月の遠えん征せいの準備をしているけど、中ちゆう堅けん以下は戦力が足りずに遠征参加は見合わせているわ。

　だから、暇ひましているそうした子たちのための楽しみになるからちょうどいいわ」

　そう言って、失敗しても構わない、楽しければいい、と言い切るタクとセイ姉ぇに俺は、納なつ得とくして微び苦く笑しようを浮うかべる。

「けど、一種類のシンボルを集中して交換しても、【シンボルホルダー】に保管できるのは各種10個までだよな。そしたら、また新しいシンボルの交換素材集めか？」

「それもあるけど私は、10個目以降の余よ剰じよう分は、プレイヤー同士でシンボルをトレードするのがいいと思うわ」

　セイ姉ぇの言葉に、タクは慣れないエリアで素材を集めるよりそっちの方が効率的だな、と言い、そういう考えもあるのかと納得する。

「そっか。プレイヤー同士のトレードって手段もあるんだな」

「そうよ。駆け出しプレイヤーへのシンボル誘導と合わせてトレードの場も用意すれば、プレイヤー同士でシンボルを融ゆう通ずうして価格も落ち着くんじゃないかしら？」

　セイ姉ぇとタクの頭の中では、どんどんと色んなアイディアが駆け巡めぐっているのだろう。

「さぁ、忙いそがしくなるわよ。【生産ギルド】のマギちゃんたちにも協力をお願いしないと」

「俺も知り合いに声掛かけするかな」

　俺に言いたいことだけ言ってスッキリした二人は、早さつ速そく思いついたアイディアを実現できるように動き始める。

「タク、セイ姉ぇ。俺も手伝えることあるかな？」

　こういうプレイヤー主体でのお祭り的な動きには、俺は頼たよりにならないが、それでも手伝えることはあると思い、尋ねる。

「そうだな。ただ駆け出しプレイヤーをシンボル交換に誘導するだけじゃ食いつきが悪いかもしれないけど、その工く夫ふうはこっちでいくらでもできるからな」

「そ、そっか……」

　そう言われた俺は、少し肩かたを落とす。

　そんな俺にセイ姉ぇが提案をしてくる。

「それなら、ユンちゃんが楽しむ側に回ったら？」

「俺が？」

「ユンちゃんは、効率的なシンボル交換の素材の集め方を知っているでしょ？　それならシンボルのトレードに参加してみない？」

　当日までに俺が集められるだけのシンボルを手に入れて、他のプレイヤーとシンボルをトレードして楽しむ。

　俺は、セイ姉ねぇの提案に頷く。

「……わかった。なら、そのトレードに参加してみるよ」

　その後、俺は、セイ姉ぇとタクを【アトリエール】から見送る。

　そして、シンボルトレードの当日まで夜の僅わずかな時間【恐きよう竜りゆう平原】を訪おとずれ、リゥイとザクロと共に【隕いん星せい鉱石の欠片かけら】を求めて、駆け回る日々が続いた。
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　あれから一週間、タクとセイ姉ぇは、知り合いのプレイヤーたちに掛け合って、シンボルの流通量を増やす支し援えん策を打ち出した。

　駆け出しプレイヤーを中心とした支援策は、粗あら削けずりだが即そく座ざに始まった。

　最初は、話を聞いたプレイヤーが所属ギルド内で【迷宮街】に到達していないプレイヤーを引き連れてシンボル交換できる人員を増やした。

　その先導の経験を元に、野良パーティーの先導や支援などを行い、徐じよ々じよにその支援の輪が広がり始めた。

　その一方で、シンボルトレードの場も着々と準備が進んでいた。

　そして、今日──

「ユンくん、結構人が集まっているわね」

「そうですね。ここがセイ姉ぇの言っていたシンボルをトレードする場所」

　俺とマギさんは、シンボルトレードの場に集まっていた。

　シンボルを多数集めたプレイヤーが目当てのシンボルを求めて、他のプレイヤーと交こう渉しようするトレードの場で俺は、少し不安になってくる。

「俺たちのシンボル、これだけしかないですけど、大だい丈じよう夫ぶですかね？」

「大丈夫よ。なんたってレアシンボルなんだから」

　今日までの間、【隕星鉱石の欠片】を集めた俺だが、その素材の使い道は他ほかにもあった。

　壊こわれた黒こく鉄てつ製のピッケルや肉にく断だち包丁・重じゆう黒こくのアップグレードで、マギさんの【オープン・セサミ】に素材を持ち込んだ。

　その時、タクとセイ姉ぇの話していたシンボルのトレードについて話したところ、マギさんが食いついてきた。

『その話は聞いてたけど、トレードかぁ。それに【隕星鉱石の欠片】集めに私も混ぜてもらっていいかしら？』

『もちろんですよ』

　そうして、【隕星鉱石の欠片】集めにマギさんとパートナーの魔氷狼フエンリルのリクールが加わることになった。

　まずは、【飛ひ竜りゆう山脈】を越こえる必要のあるマギさんだったが、俺による山道の先導とリクールの機動力でワイバーンに見つかることなく抜けることができた。

【恐竜平原】に辿たどり着いた俺とマギさんは、夜の流れ星の落ちる時間帯に二人で【隕星鉱石の欠片】を集めた。

　一人の時より収集効率が上がり、俺のピッケルや肉断ち包丁分の素材を早々と確保することができた。

　そのためマギさんには、素材とピッケルと肉断ち包丁を預けて、強化を頼たのんでいる。

　他に、ルカートたちの武器強化の依い頼らいがあるので、しばらく掛かるらしい。

　そして、余った素材は、シンボル交こう換かんの一日一回限定の納品クエスト用に回し、３種しかないレアシンボルのうちの【星】のシンボルと交換した。

　その結果、俺たちの手持ちのシンボルは、俺が【星】のレアシンボルが７個と３種類のコモンが１個ずつ。

　マギさんは、【星】のレアシンボルが４個。

　そして、余った【隕星鋼】で交換した【星】のシンボル１個を共有物として扱あつかい、このシンボルトレードの場に来ていた。

　余談であるが、マギさんと一いつ緒しよに【隕星鉱石の欠片】集めした時、ザクロに憑ひよう依いされた俺の姿を見せたり、成せい獣じゆう化したリクールの背中に乗せてもらったら、リゥイから嫉しつ妬とされたりなど、楽しく過ごせた。

「マギさんは、何か狙ねらいのシンボルとかありますか？」

「うーん。私は、金属系を連想するシンボルかしら【山】とか【金】、あとは【土】とかその辺りかしら」

　βベータ版の頃ころの【スターゲート】と【シンボル】を元に各シンボルの大体の効果は知られており、俺も目を通している。

　俺がマギさんらしいチョイスに微苦笑を浮かべていると、逆にマギさんから同じ質問をされる。

「ユンくんは、何か狙ってるシンボルあるの？」

「えっ？　俺ですか。特に考えてなかったなぁ……」

　そう言って、【シンボルホルダー】のページを開き、薄うつすらと色付く未所持のシンボルのページを確かく認にんしながら考える。

「強しいて言えば……【快晴】ですかね」

「あら、天候シンボルってのは、ちょっと意外かも。ユンくんならポーションの素材に関わりそうな【森】とかを選ぶと思ってた」

　確かに、そのシンボルも欲ほしくはあるが、トレードをしなくても手持ちの素材でシンボル屋の納品クエストで手に入れることができる。

「ただ単に、のんびりできる場所は、晴れてる場所ならいいなぁ、と思っただけですよ」

「ああ、確かに、β版の【スターゲート】には、ＭＯＢなしエリアがあったわねぇ」

「だから、【快晴】のシンボルで晴れの確定したＭＯＢなしエリアにリゥイとザクロを連れて行ければと思うんです」

　最近の散歩は、もっぱら夜の【恐竜平原】であるために、太陽の下で存分に走らせてあげたいと思う。

「それじゃあ、張り切ってシンボルのトレードしなきゃね！」

「はい！　……とは言ってもどうやって声を掛ければいいんでしょうか？」

　シンボルの価値やトレードのレートというものがいまいち分からない。

　それにアイテムのトレードや交渉の経験はあるが、場数を踏んでないために自信もない。

「そういう時は、ほら、あれを参考にしたらどうかしら？」

　マギさんが指差す先には、【転売ギルド】が設定している各シンボルの値段を基準にした交換レートだ。

　レアシンボル１個が２００万Ｇ、アンコモンが50万Ｇ、コモンでは10万Ｇ相当の価値で設定されている。

　──とは言っても、これはあくまでトレードの目安であり、双そう方ほうのプレイヤーが納得すれば、交換の内容は変わったりもする。

「まずは、私から行くわね。私たちは、三つしかないレアシンボルの一つを複数持っているんだから強気で行きましょう！」

　そうは言うもののマギさんも誰だれに声を掛ければいいのか迷いながら、このトレードの場を俺と一緒に歩いていると声を掛けられる。

「そこのお姉さんたち、ちょっといいかな？　俺とトレードしない？」

「いいわよ。それじゃあ、【シンボルホルダー】を公開しましょう」

　一人の男性プレイヤーに俺とマギさんが呼び止められ、それにマギさんが答える。

　お姉さんたち、と女扱いされたことに若じやつ干かん、不服に思いながらもマギさんとその男性プレイヤーとのやり取りを見守る。

「へぇ、お姉さん。【星】のシンボルがあるんだ」

「そうよ。まぁ出せるのはこれ１個ね。それで何と交換する？」

【星】のシンボルに興味を惹ひかれているのか、自身の【シンボルホルダー】のページを捲めくり、悩なやむ男性プレイヤー。

「お姉さんは、これなんてどう？　このレアなシンボルとか」

　そう言って、１個のシンボルを提示する男性プレイヤー。

　シンボル自体の外見では、ぱっと見てレアリティーは分からないが、提示されたのは【平原】のシンボルというコモンシンボルだ。

　明らかに交換レートを下回る提案にマギさんは、相手にならないと拒きよ否ひする。

「残念だけど、コモンをレアって騙かたる相手とはトレードしないわ。もし欲しいのなら、同等のレアシンボルか複数のシンボルを用意して欲しいわね」

　行きましょう、ユンくん。とそう言って速そつ攻こうで交渉が決けつ裂れつし、その場から去ろうとする。

　男性プレイヤーも追い掛けてこようとするが、マギさんとのやり取りを見られていたために、周囲のプレイヤーが体を張って邪じや魔ましてくれる。

「マギさん、あんな風にレアリティーを騙だますプレイヤーもいるんですね。けど、あんな風に扱っていいんですか？」

「いいの、いいの。最初から騙すつもりで交渉してきたプレイヤーを相手にするなんて面めん倒どうだからね。それに手持ちのシンボル全部出したってレートに合わなかったわよ」

　ちらっと見た限り、数種類のコモンシンボルが埋うまっているだけでそれほど数は持っていなかった。

　俺も先さき程ほどの男性プレイヤーのことはすぐに忘れて、次の交換相手を探して会場を歩く。

　その間に、マギさんと共に、色んなトレード場面を目にする。

　余ったコモンシンボル同士で交換して種類を埋めるプレイヤーたち。

　一つのレアシンボルを持つプレイヤーに対して、パーティーでそれぞれ１個ずつアンコモンのシンボルを出して交渉するプレイヤー。

　特定のシンボルに執しゆう着ちやくしてそれだけを上限まで回収しようとするプレイヤー。

　トレードの楽しみ方や納なつ得とくの基準は人それぞれのようだ。

　そして、俺とマギさんの次のトレード相手は──

「コンプリート目指してます！　私たちとトレードしませんか？」

「と、なると色んな種類のシンボルを複数持ってる、ってことかな？」

　そう言ってマギさんは、そのプレイヤーに近づく。

「ちょっと聞いてもいいかな？　足りないシンボルって後何があるの？」

「レアの【星】と【月】、アンコモンの【闇やみ】の３種です」

「なら、ちょうど私に【星】のシンボルがあるからトレードしない？」

「いいんですか!?　ありがとうございます！　どれにしますか!?」

【シンボルホルダー】を見せてくれる相手プレイヤーは、言うとおり50種類の収納枠わくの殆ほとんどが埋まっている。

　また、コモンやアンコモンのシンボルの収納枠には、複数個が収納されているようだ。

「結構沢たく山さんあるのね。けど、どうやって手に入れたの？」

「この【シンボルホルダー】は、ギルドの共有物にしたんです。ギルドメンバーたちが【スターゲート】のコンテンツが実装された時、好きなエリアに行けるようにコンプリートしておこう、ってなったんです」

　複数のプレイヤーが協力してくれたから、これだけの数があるのか、と俺とマギさんは納得する。

「トレードはどうします？　実は、ホルダーに収まり切らない分が別のホルダーにもあるんです。種類さえ気にしなければ、コモン20個と交換していただけたらと思います」

「私は、それで構わないわ」

　マギさんもそのトレード条件で納得し、【平原】と【山】の地形シンボル、【水】と【風】の属性シンボルを３個ずつ、【亜あ人じん】、【獣けもの】のモンスターシンボルを４個ずつと交換した。

「ありがとうございます。これでコンプリートに一歩近づきました！」

「私も種類と個数が増えて良かったわ」

　そう言って、会え釈しやくしてとあるギルマスのプレイヤーと別れる。

「マギさん、すごい手て際ぎわです」

「そんなことないわよ。あとは、種類を増やすために、余っているコモンシンボルを別のコモンシンボルと交換かな？」

　だがその前に、次はユンくんの番、と期待の籠こもった笑えみを浮うかべてくる。

「俺も交換しなきゃいけないですよね」

「そうよ。ユンくん、頑がん張ばって！」

　俺は、マギさんに応おう援えんされつつ近くにいたプレイヤーに思い切って声を掛かける。
















「あ、あの！　俺とトレードしてください」

「いいよ。何を出せるの？」

　男女混成のパーティーは、普ふ通つうに対応してくれたのでほっとする。

　俺は、【シンボルホルダー】に【星】のシンボルがあることを示す。

「この【星】のシンボルと何かを交こう換かんしてくれませんか？」

「うーん。それなら……アンコモン３個とコモン５個でいいかな？　こっちも余ってるのを出すから種類は指定できないけど」

「あっ、大だい丈じよう夫ぶです」

　そう言って俺は、手持ちの【星】のシンボルで、アンコモンである【大】のサイズシンボルと【闇】の属性シンボルを２個、コモンシンボルを５個と交換した。

　交換したコモンシンボルには、【泉】の地形シンボルや【快晴】の天候シンボルがあってほくほくした。

　パーティーでシンボルを共有している彼らとは、シンボルのレート通りに交換できて安心した。

　そんな彼らから、とある提案がされる。

「もしよかったら、【星】のシンボルをもう１個交換してくれないか？」

「えっ？　もう１個？」

　すでに交換したのに、何な故ぜ？　と首を傾かしげれば、理由を説明してくれる。

「トレード用に１個確保したいんだ。レアシンボルを持ってるプレイヤーは、強気なレートでトレードしようとするけど、君たちは、そんな様子もなく適正なレートで交換してくれる」

　俺の【シンボルホルダー】の【星】のシンボルの所持数を見ていたがゆえの提案だろう。

「ちょっと、連れと相談させてもらっていいですか？」

「いいよ」

　そうして、マギさんに相談し一つの提案をする。

「マギさん、共用の【星】のシンボルでトレードして二人で交換したシンボルを分けませんか？」

「おっ、ユンくん、そう来るか。それなら、いいと思うよ」

「マギさんの狙ねらいのシンボルを優先して交換してきますね」

　そう言うと、マギさんは、気にしなくていいのに、と微び苦く笑しようを浮かべながら頷うなずいてくれる。

　そして、マギさんとの相談を終えて、先程の提案を受けることにした。

「【星】のシンボルを交換してもいいけど、幾いくつかのシンボルを指定してもいいかな？」

　俺の提案に、相手パーティーは若干身構えるが気にせずに話す。

「【金】と【土】のシンボルがあれば、優先的に交換してほしいな」

　俺の提案に、そのくらいなら優先的に渡わたしても【星】のシンボルがトレード材料なら、後で交換で取り戻もどせると考え、納得してくれる。

　そして、マギさんと共用の【星】のシンボルは、アンコモン２個とコモン10個で交こう渉しよう成立した。

　マギさんには、欲ほしかったシンボルを渡しつつ、残ったシンボルを半分ずつ分ける。

　その後も、マギさんと共に【星】のシンボルをトレード材料にしつつ、時にはレアシンボル同士で交換したり、アンコモンやコモン複数個で交換した。

　また、【シンボルホルダー】を公開しあって、互たがいに未所持のシンボルを埋めるために余ったコモンシンボルを交換した。

　他者に求められるまま適当な余よ剰じようシンボルを交換して、プレイヤー同士の交流も図はかった。

　その結果──

「すごいなぁ。あとちょっとで【シンボルホルダー】が埋まる」

「私も７割方埋まったわ」

　当初の目的通り、欲しいシンボルを確保しつつ、コンプリートできるように多くのシンボルを集めた。

　──地形シンボルや天候シンボル、属性シンボルにモンスターシンボル、サイズシンボル、性質シンボル。

　それぞれの性質ごとに分かれる【シンボルホルダー】のページを眺ながめる。

「むぅ……ここまで揃そろうと逆に空いてる部分のシンボルを埋めたくなる」

「そういう気持ちの時に、【転売ギルド】が付け入ってくるのよ。簡単にお金で揃えられるなら……って高額で買っちゃう人が多いのよ」

　そう言って、俺も自制心を保たないと、と心に誓ちかう。

「ユンちゃん、マギちゃん、いらっしゃい。どう、楽しめてる？」

「あっ、セイ姉ねぇ」

　声に振ふり返ると、このシンボルトレードの場を用意したセイ姉ぇが声を掛けてくる。

「セイ姉ぇ。俺も結構トレードでシンボルの種類が集まったんだ」

「私もユンくんに手伝ってもらって集めたシンボルで、多くの種類を揃えることができました」

　そう言って報告する俺とマギさんに、セイ姉ぇが微笑ほほえみを浮かべながらも少し羨うらやましそうにする。

「私もトレードの場に入りたかったなぁ。主しゆ催さい者しや側だから管理に回って暇ひまがなかったわ」

　俺が、周囲を見渡せば、最初の頃ころよりトレードするプレイヤーは減っていた。

　満足行くトレードができたためか、それともトレード材料のシンボルがなくなったためか、プレイヤーは少しずつ会場から離はなれている。

　今なら人も少なく、セイ姉ぇもトレードに加わることができそうだ。

　だが、人が少ない分、セイ姉ぇの求めるシンボルの入手は難しそうでもある。

　だから、俺はセイ姉ぇに尋たずねる。

「それじゃあ、俺とトレードする？」

「えっ、いいの？」

「ああ、セイ姉ぇが欲しいシンボルがあるかは分からないけど、記念にね」

　折角、主催者側で頑張ったのに見ているだけじゃ、勿もつ体たいない。

　そう思い提案し、俺とセイ姉ぇは互いに【シンボルホルダー】を取り出し、確かく認にんし合う。

「あっ、私の欲しいシンボル。ユンちゃんが全部持ってる」

　セイ姉ぇの欲しいシンボルは、４種類あり、俺の手持ちには１個ずつしかない。

　そして、セイ姉ぇの欲しいシンボルの一種は、【星】のシンボルだった。

「あ、セイ姉ぇの欲しいレアシンボルって【星】だったんだ」

「ううっ、全部欲しいけど、交換に見合うものもないし……」

　互いに９割方埋まったシンボルホルダー。そして、トレード材料の余剰分のシンボルがないため互いに納得する組み合わせがなく、セイ姉ぇは諦あきらめようとするが──

「じゃあ、セイ姉ぇの欲しいシンボル４つとその余りのシンボル４つでいいよ」

「えっ？　でもユンちゃん、それコモンシンボル」

　俺が指し示したのは、余りのコモンシンボルだ。

　俺も既すでに持っている種類であるためにレートの調整用に残されたそれを指定する。

「それでいいよ。【星】のレアシンボルは、シンボル屋のクエストでまた手に入れるから。それに、レアリティーは違ちがうけど、数は同じだろ？」

　俺は、それで納なつ得とくしている、と笑えば、セイ姉ぇは貰もらい過ぎなことを気にする。

　マギさんは、ユンくんらしい、と微苦笑を浮かべて見守っている。

　だから、気にするセイ姉ぇが納得するように、とある提案をする。

「ただ、コンプリート報ほう酬しゆうのシンボルについては、教えて欲しいかな？　俺も興味あるから」

　そう言って、誤ご魔ま化かすように頰ほおを搔かくと、セイ姉ぇは僅わずかに目を伏ふせ、納得してくれる。

「……わかったわ。ユンちゃんの好意に甘えるわ。ありがとう、ユンちゃん」

　そう言って、トレードが成立し、セイ姉ぇの【シンボルホルダー】に50種類のシンボルが全すべて揃う。

　そして【シンボルホルダー】のとあるページが輝かがやく。

　そのページは、自然と開き、無地のページに白い文字が浮かび上がる。





──【シンボルホルダー】への第一弾だんシンボルの収納を確認。

それにより、レアシンボル【強化】が解放されます。






　セイ姉ぇのメニューに表示されるインフォメーションが流れる。

　そして、セイ姉ぇがシンボルのコンプリート報酬のレアシンボルについて説明してくれる。

「この報酬の【強化】のシンボルは、β版には普通にあったシンボルよ」

「そうだったんだ」

　マギさんは知っているようだが、正式版から始めた俺は、【強化】のシンボルの説明を真しん剣けんに聞く。

「その効果は、シンボルコードの最後に組み込むことで生成されるフィールドやダンジョンの種類を変えずに敵ＭＯＢを【強化】することができるわ」

「へぇ、属性とか天候のような性質じゃなくて単純な敵ＭＯＢ強化のシンボルなんだ」

「だから、もし【スターゲート】が実装されたら、ユンちゃんを【強化】されたダンジョンに連れて行ってあげるわ」

「い、いや、むしろ連れて行かないでくれ。強い敵とは戦いたくない」

　正直、セイ姉ぇのような上位プレイヤーが嬉き々きとして挑いどむＭＯＢを前に、まともに太た刀ち打うちできるとは思えない。

　そんな俺の様子を見て、マギさんがくすくすと笑いフォローしてくれる。

「ユンくんの好みは、【弱化】のシンボルですよ。まぁ今のシンボルのリストにはないので将来に期待、ですけど」

　本気で強敵と戦うことを嫌いやがる俺の気持ちを感じ取ったマギさん。

　マギさんの言う【弱化】のシンボルとは、β版にあったシンボルの一種で現在復刻されたシンボルの一覧の中では、未実装のシンボルだ。

　β版の【スターゲート】とシンボルの失敗の原因は、現在ある50種類のシンボルの数倍とも言える無数のシンボルが一度に実装され、シンボルが使い捨てられた点にある。

　そのために、狙いのシンボルが集まらない。

　もう一度行きたいシンボルコードが中々揃わない、などの理由も挙げられ、体験するプレイヤーの数も少ない中で不ふ遇ぐうコンテンツとしてβ版で消えた。

　ちなみに【弱化】は、出現する敵ＭＯＢが弱くなるというシンボルで、まさに俺好みである。

　そんなマギさんの説得が通じて、納得したセイ姉ぇから感謝の言葉を貰い、【アトリエール】に戻った。







　　　四章　スターゲートと組み合わせ







　シンボルのトレードで多くのシンボルを集めた俺は、時折【シンボルホルダー】を見て、どんな組み合わせでフィールドやダンジョンを作ろうか、と【スターゲート】実装まで想像する日々を過ごしていた。

　そして、今は──

「【夢む幻げんの住人】の形状の改良だな。改良の概がい要ようは聞いたが、改めて説明を頼たのむ」

「ああ、ザクロが憑ひよう依いする時に出る尻しつ尾ぽ。それがマントの内側で窮きゆう屈くつだから、外に露ろ出しゆつできるように改良してほしい」

　俺は、リゥイとザクロを連れて【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】にいるクロードに認識阻そ害がいのマント【夢幻の住人】の改良依い頼らいを出している。

　前々から来ようと思っていたが、中々時間やタイミングが合わず、ようやく来ることができた。

「ふむ。それならスリットを縦に入れればいいだろう。だが、尻尾をマントの外側に露出するとその分だけ【認識阻害】の効果が薄うすれるがいいか？」

「その辺は、仕方がないって割り切るよ。憑依されていない時は、問題ないよな」

「それは、問題ない。あと、スリットを入れるが、憑依されていない時でも使いやすいように、スリット部分の裾すそにボタンも付けておこう」

　全部が理想的になるとは思わず、ある程度の妥だ協きようをする。

　そして、クロードは、【夢幻の住人】を使いやすくするためにマントの裾にハサミを当てて、腰こしあたりまで縦の切れ込みを入れていく。

　その間、クロードと世間話をしながら、リゥイやザクロ、そしてクロードのパートナーの幸運猫ラツク・キヤツトのクツシタにブラッシングをする。

「そう言えば、ようやくシンボルの価格が落ち着いてきたな」

「そうだな。決め手は、【スターゲート】の実装だったな」

　つい先週、ＯＳＯでセミ・アニバーサリー・アップデートの第二弾が行われ、【スターゲート】と新たに数種類のシンボルが追加された。

　今まで封ふう鎖さされていた【迷めい宮きゆう街がい】の建物が開放され、その中にリング状の転移オブジェクトが並べられている。

　リング状の転移オブジェクト前にある台座で、シンボルを並べてシンボルコードを作製し、【スターゲート】に飛び込めば、生成したエリアに飛べるシステムだ。

　そして、ようやく【スターゲート】の実態とβベータ版のものとの相そう違いが明らかになる。

　β版での不満点であるシンボルは、予想通り消費しないアイテムとなった。

　またβ版にはない新たな要素として、【スターゲート】で生成されたエリアをクリアすれば、ランダムでシンボルが手に入るようになった。

　その他、諸もろ々もろの理由で【転売ギルド】が釣つり上げていたシンボルが適正価格に近づいていた。

「けど、駆かけ出し支し援えんやトレードがシンボルの価格に影えい響きようなかったのは、残念だったな」

「ほんの少し値を下げた程度だったな。まぁ、一種のお祭りと思えばいいだろう。それにマギと一いつ緒しよに楽しめただろ？」

「まぁ、ちょっと珍めずらしい体験だったかな？」

　クロードの言葉に頷うなずきつつ、【夢幻の住人】が変化していく様を見み詰つめる。

「よし、完成した」

　マントの改良を終えたクロードは、俺に【夢幻の住人】のマントを手て渡わたして、この場で試着するように勧すすめる。

　そして──

「今後の参考のために、是ぜ非ひ、ユンにはザクロが憑依した狐きつねっ娘こ状態になってもらいたい！」

「ええ、やだよ。なんで見せなきゃならないんだよ」

　ただ単に改良したマントに不具合がないか確かめるための試着なのに、クロードにザクロとの憑依を要求される。

「今後、同じように【憑依】スキルによる身体的な変化があるプレイヤーが現れるかもしれないだろ！　裁さい縫ほう師しとして知っておきたい！　あと、純じゆん粋すいに俺も狐っ娘を見たい！　マギやリーリーは見たのに俺は見てない！　不公平だ！」

　マギさんは、俺と一緒に【恐きよう竜りゆう平原】で【隕いん星せい鉱石の欠片かけら】を集めている時、休きゆう憩けいの時間にザクロに憑依された姿を見せた。

　リーリーは、ザクロが成せい獣じゆう化した時に一度見ている。

　確かにクロードだけが、ザクロに憑依された俺の姿を見ていないが──

「そんな、心底悔くやしそうな顔しなくてもいいじゃないか」

「ファンタジーの狐っ娘だぞ！　ケモミミカチューシャなんかのアクセサリーではないのだぞ！　妄もう想そうだけで狐っ娘でも似合う衣い装しようのデザインを用意してしまったくらいだぞ！」

　そう言って、俺の前に何枚もの衣装デザインの紙を差し出してくるクロードに正直、うわっ、と引いてしまう。

「だから、人前で憑依状態になるのは、嫌なんだよ！」

　俺がそう言って拒きよ否ひすれば、そんなクロードを止めてくれる人が現れる。

「お茶とお菓か子しですよ。ユンさん、クロードさん」

「クロードさんは、うるさいから黙だまって下さいね」

「ラテムさん、カリアンさん」

【コムネスティー喫茶洋服店】の喫茶店でウェイターとウェイトレスをしているプレイヤーのラテムさんとカリアンさんだ。

　お茶とお菓子を差し入れに持ってきたラテムさんと暴走するクロードの後頭部を銀のトレーで叩たたくカリアンさんの登場に、俺は少し安心する。

「クロードさん、また変なこと言ってユンさんを困らせたでしょ」

「していない。ただの知的好こう奇き心しんだ」

「知的好奇心で目を血走らせたりはしないと思う」

　眼鏡を指で押し上げ、格好付けるクロードだが、直前の言動を見ていると何とも言えなくなる。

「早さつ速そく、試着して確かめます」

「ユンさんの試着を覗のぞかないようにクロードさんを監かん視ししておきますね」

「俺は、そんなことはしない。ただユンの狐っ娘の姿を見て、どのように生えているのか、触さわらせてもらえればいいんだ」

　そんなやり取りをするクロードは、クツシタから猫パンチを貰もらっており、リゥイとカリアンさんからジト目を受けている。

　そんな監視された状態のクロードを見て、今なら大だい丈じよう夫ぶそうだと思い、ザクロを連れて試着室に入る。

　クロードの仕上げたマントを羽織り、ザクロに指示を出す。

「ザクロ、頼む。──《憑依》！」

『きゅっ！』

　ザクロは、俺の指示と共に胸むな元もとに飛び込み、中に入り込んでくる。

　そして、黒い耳が頭部に生まれ、マントの内側から盛り上がるように生える三さん尾びの尻尾もスリットの隙すき間まから無事に飛び出し、左右に機き嫌げん良よく振ふっている。

「うん。動きは阻害されないな。ザクロ、尻尾で俺の右手にタッチしてくれ」

　憑依したザクロは、自動防ぼう御ぎよと自動迎げい撃げきをその尻尾で行い、俺の動きを補助してくれる。その確かく認にんとして、尻尾の一つが伸のび、俺の右手に尻尾の先を押し当てる。

　続いて、左手、上下などの動きを見て、尻尾の動きが阻害されていないことを確認する。

「うん、問題ないな。ザクロは、憑依を解除していいぞ」

　俺が指示を出すとザクロは、俺の中から抜ぬけ出し、床ゆかに降り立つ。

　そして、俺も【夢幻の住人】を脱ぬいで試着室から出れば、クロードたちがお茶を飲みながら待っていた。

「ユン、どうだ？　なにか不都合はあったか？」

「いや、これで問題ない。ありがとう」

「なに、礼には及およばん。報ほう酬しゆうもちゃんと貰っているんだ」

　何でもないように言うクロード。

　普ふ通つうにしていれば、いいのになぁ、と苦笑いを浮うかべる俺だが、直後にクロードが不敵な笑えみを浮かべた。

　その直後──パン！　パパン！

『きゅっ!?　きゅぅ～！』

　乾かわいた空気の破は裂れつ音と舞まい散る紙かみ吹雪ふぶきにザクロが驚おどろき、俺の中に逃にげ込むように《憑依》してくる。

　その音に啞あ然ぜんとなる俺とラテムさん、カリアンさんだが、クロードだけは、くくくっと喉のどを鳴らして笑っている。

「【オート・クラッカー】。パーティー用のちょっとしたジョークアイテムだが、上う手まくいったな」

　設置者が自由に設定でき、特定の場所を通るとクラッカーを鳴らすジョークアイテムだ。

　これでパーティーのクラッカーのタイミングを外さない、という名目でＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターが売っていたネタアイテムで驚かされた俺は──

「──見るな！」

　恥はずかしさや驚きなどから反射的に叫さけぶ。

　叫びに合わせて、ザクロの三尾の尻しつ尾ぽがクロードに攻こう撃げきを始める。

　一本目の尻尾がクロードを下から突つき上げるように殴なぐり、仰のけ反ったボディーに残りの尻尾が殺さつ到とうし、後ろに吹ふき飛ばす。

「あっ、ヤバッ……」

　思わず、攻撃的な感情に呼応してザクロが追撃をしてしまった。

　ここまでやるつもりはなかったのに……と慌あわててクロードの様子を確かめれば、成獣化したクツシタがクロードの腹の上でジャンプを繰くり返し、反省するように腹部に衝しよう撃げきを与あたえている。

「うぐっ、クツ、シタ。やめ……ごぼっ……」

「ユンさんは、気にしないで下さい。これくらい、いつものことなので」

「だ、だけど……ちょっとやり過ぎたかも」

「ユンさんは優やさしいですね。でも、平気ですよ。むしろ、これくらいやらないと反省しませんから」

　ラテムさんとカリアンさんに言われ、俺も納なつ得とくする。

「それにしても、ユンさん。本当にザクロの耳と尻尾が生えてますね」

「えっと……カリアンさん？」

　そんな俺の周囲を回って憑ひよう依い状態の変化を観察するカリアンさん。

「ちょっと、耳とか尻尾を触っちゃ駄だ目めですか？」

「ダメです」

　好奇心で、憑依状態で生える耳や尻尾に触ることの許可を求めるカリアンさんに対して、却きやつ下かしてザクロとの憑依を解除する。

　途と中ちゆう、クロードとカリアンさんの残念がる声を聞きながら、俺はマントの改良の代金を支し払はらう。

「ユンは、この後、どうするんだ？」

「……とりあえず、【スターゲート】が実装されたから見に行ってくる」

　支払いを終えた後、平然と起き上がり、ソファーに座ってお茶を飲み始めるクロードに、本当に動じないなぁ、と思ってしまう。

「そうか、なら良さそうなシンボルコードを見つけたら教えてくれ。その分の情報量は払おう」

　マギさんは、【隕星鋼】のインゴットを使い、ルカートやヒノの武器、それに俺が預けたピッケルや肉にく断だち包丁のアップグレードで忙いそがしいだろう。

　リーリーは、ガレオン船作りが大おお詰づめらしく、ミスリルとブルライト合金の船ふな釘くぎを必要とする船体部分がほぼ終わり、船釘の必要量が少しずつ減っていた。

　代わりに、帆ほのための布をクロードが準備しているので、二人にとって【スターゲート】の優先順位は高くないようだ。

「了りよう解かい。まぁ、クロードやマギさんたちが好みそうな場所があるか、探してみるよ」

　そう言って、俺は【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】を後にする。
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【コムネスティー喫茶洋服店】を後にした俺は、リゥイとザクロを連れて、第一の町のポータルから【迷めい宮きゆう街がい】のポータルへと移動する。

「さて、【スターゲート】がどんなところか見に行くか」

　そして、最近のアップデートで開放された建物の中に入れば、中には10機のリング状の転移オブジェクト【スターゲート】が並んでいた。

「これが【スターゲート】……」

　概がい要ようは知っていたが、いざこうして実物を見ると圧あつ倒とうされる。

　青みがかったリングの側面には、白字でシンボルと同じような幾き何か学がく模様が彫ほり込まれていた。

　また、各スターゲートの前には、円柱を斜ななめに切ったような台座が置かれており、その上に【シンボルホルダー】を置いて、内部に収納したシンボルを使って３から10個のシンボルコードを作製し、ゲート内部を通り抜けて、生成エリアに行くようだ。

「早速、俺も試ためしてみるか」

　俺は、リゥイとザクロと共に列に並び、【シンボルホルダー】を取り出して作製するシンボルコードを事前に選せん択たくしておく。

「うーん。まず、３個のシンボルで作るシンボルコードでいいかなぁ。【快晴】【極小】までは確定であとはどうするか……」

　コンプリートはしていないが、それなりに種類のあるシンボル一覧を見ながら順番を待つ。

　また同じ種類のシンボルを使ってもシンボルの順番によって、細かなエリアの生成情報が変わるらしい。

　そして──

「おっ、順番が回ってきたな。このシンボルでやるか」

　俺は、取り出した【シンボルホルダー】を台座に置き、半はん透とう明めいなメニューからシンボルのアイコンを選択していく。

「それじゃあ──【快晴】【極小】【島】！」

　選んだシンボルに応じるエリアが生成され、【スターゲート】のリングの内部に銀色の水みな面もが波打ち現れる。

「ううっ、ちょっと怖こわいかも……ええい、行くか」

　波打つ銀のリングに俺は、慎しん重ちように近づきながら、目を瞑つぶり、その中に飛び込む。

　俺は、リングを潜くぐり、恐おそる恐る目を開けると目の前には、空が広がっていた。

　それも上空には太陽を近くに感じ、島の縁ふちには、海ではなく雲海が広がった島──浮うき島しまだった。
















「はぁ～、こういう風になるんだ」

　振り返ると、【スターゲート】のリングが鎮ちん座ざしており、周囲には平へい坦たんな草原の地面が広がっていた。

【スターゲート】の銀の水面が波打ち、遅おくれて俺を追いかけて飛び込んできたリゥイとザクロが現れる。

　ザクロは、そのままの勢いで俺の胸に飛び込んでくる。

「うわっ!?　ザクロ、大丈夫か？」

「きゅっ！」

　平気とでも言うような鳴き声を上げて、するりと俺の腕うでの中から抜け出し、辺りを見回す。

「島は島でも浮島かぁ」

　夏のキャンプイベントの舞ぶ台たいとなった場所も浮島だったが、どうやらシンボルコードで生み出されたエリアは、極小の浮島のようだ。

　島だから、南国の椰や子しの木が生えるような小島や湖の中心に浮かぶ小島を想像していたが、まさか浮島もあるとは予想できなかった。

「きゅぅ～」

「ああ、確かに高いし、怖いよな」

　上空であるために風が気持ちいいが、太陽が近くて日差しを強く感じる。

　また、ザクロが浮島の縁から空の下を覗のぞき込むと、その高さに及び腰ごしになりつつ後退している。

「やっぱり、【極小】だから小さいのか。それに……敵ＭＯＢもいない」

　ほんとうに歩いて数分で回りきれるような浮島に見るものも特になさそうである。

「うーん。ここでのんびり過ごすのもいいけど、色んなエリアを見て回りたいから、戻もどろうか」

　俺が一いつ緒しよに付いてきてくれたリゥイとザクロに尋たずねると、リゥイは大人しく頷うなずき、ザクロもこの高さの浮島が怖いのか、何度も力強く首を縦に振ふっている。

「それじゃあ、戻るか」

　来た時のように浮島中央に鎮座する【スターゲート】の中に飛び込むと、元の場所に戻ってくることができる。

「あー、また並び直さないとなぁ」

　そう言って、俺は、再び【スターゲート】の列に並ぶ。

　並んでいる間、周囲のプレイヤーたちの様子や話し声に耳を傾かたむける。

「各シンボルには、生成エリアに影えい響きようを与える数値が設定されていて、シンボルを置く順番で数値を変化させるんだ。例えば、とあるシンボルを１番目に置くと天候の数値が変動するけど、２番目だとＭＯＢの強さが上がるとか」

「そうやってエリアの不足情報を決定しているのか。だから、同じシンボルを使っても似たエリアが生成されても、微び妙みような差異が生まれる訳か」

「似たエリアが生成されるのは、そうした生成エリアの情報を使用するシンボルで固定化されるからだ。それがＭＯＢの種類だったり、フィールドタイプだったり、天候だったり色々あるけどな」

　そういう仕組みで【スターゲート】の先のエリアが生成されているのか、と話に耳を澄すます。

　個々のシンボルの変動する数値が検証されれば、事前にエリアを予想することができそうだ。

「あー、さっき行ったエリア。結構、良かったけど、シンボルコード忘れた」

「そういう時は、【シンボルホルダー】の後のページにシンボルコードの履り歴れきがあるからそれで確かく認にんできるわよ。何度も使う場合は、ブックマークすることができたり、他の人に教えてもらったシンボルコードも記録できるから」

　ブックマークかぁ、そういう機能もあるのか、それなら、すぐに台座から行きたいエリアを呼び出すことができそうだ、などと色々な小ネタを聞いていたら、次の順番が巡めぐってきた。

「三つのシンボルコードじゃ、アイテムもないだろうし、敵ＭＯＢも弱いだろうから、少しだけ数を増やしてみるかな？」

　そうして次のシンボルコードは──【森】【水】【快晴】【獣けもの】【星】といったシンボルを選び、【スターゲート】の中に飛び込む。

　折角レアシンボルがあるのだからそれを使い、飛び込んだ先のエリアは──

「ああ、空に天の川が見える」

　雲一つない夜空に、特大の天の川が生まれていて、清せい浄じような空気が広がる森と泉のエリアである。

　数種類の獣系のＭＯＢが出現するが、特に襲おそってくる様子はない。

「最近、夜の【恐きよう竜りゆう平原】の散歩が多かったからなぁ。昼間のエリアが良かったけど、順番を変えれば、昼間になるかな？」

　そう呟つぶやきながら、このエリアを観察して回る。

　中規模な広さのエリアには、ノンアクティブな獣型ＭＯＢが数種類徘はい徊かいし、エリアの奥にはボスと思おぼしき大きな獣型のＭＯＢが眠ねむっていた。

「全部、ノンアクティブってことは、何かのシンボルの効果が働いているのかな？　おっ、薬草見つけた。採って帰ろう」

　とりあえず、戦う気はないので、適当に素材を採取して【スターゲート】のところまで戻ってくる。

　後日知ったのだが、【太陽】【星】【月】のレアシンボルは、天候シンボルの性質の他ほかに、もう一つの効果があるらしい。

【太陽】のレアシンボルが、出現ＭＯＢのアクティブ化。

【星】のレアシンボルが、出現ＭＯＢのノンアクティブ化。

　最後に【月】のレアシンボルが、出現ＭＯＢの亜あ種しゆ化と一番厄やつ介かいな効果であるらしい。

　亜種化の特とく徴ちようは、色いろ違ちがいやステータス強化の他に、行動ルーチンが高度化・複雑化することだ。

　シンボルコンプリート報ほう酬しゆうの【強化】のシンボルと組み合わせることで恐ろしく厄介なＭＯＢになる。

　そのために、上位プレイヤーたちのレベリング御ご用よう達たしのシンボルの組み合わせの一つとして定着するのだった。

　そんな感じで、気の向くままに色んなシンボルを組み合わせていく。

　しとしとと小雨の降る荒こう野や、曇くもり空が広がる薄うす暗ぐらい平原、周囲を海に囲まれたそこそこな広さの小島、洞どう窟くつやダンジョンなども見つけることができた。

　その中で、変わり種としては──

「ああ、【極小】と【洞窟】で、最小単位のダンジョンになるのか」

　６個のシンボルで作り出されたエリアは、【スターゲート】のある部屋とボス部屋という二部屋のみの瓢ひよう簞たん型の洞窟ダンジョンが生成された。

「ああ、シンボルコードに【無機物】【大】のシンボルも入れたから強そうなのがボスに居るんだけど……」

　ボスＭＯＢの名前は、ジャイアント・スパーク・ゴーレムという全身が鋼鉄でできたゴーレムだ。

　体の各所に黄色い宝ほう珠じゆが嵌はめ込まれ、宝珠が輝かがやくと共に体が帯電する、という見た目恐ろしいゴーレム系のＭＯＢだ。

「あれにソロで挑いどむ……いやいや、無理だな」

　他にこの最小単位のダンジョンで見るものもなく、【スターゲート】から帰き還かんする。

「あれ？　タクたち？」

　見知ったプレイヤーたちが【スターゲート】に並ぶ列から離はなれたところで話し合っていた。

「よぉ、ユンも来てたんだな」

　俺の呟きに気付いて振り返ったタクが、片手を上げて挨あい拶さつしてくる。

　タクと一緒にいるのは、ガンツにケイ、ミニッツ、マミさんたちのいつもの面々が集まっていた。

「タクは、何をやってるんだ？」

「シンボルコードの情報を集めてるところ。昨日は情報なしで【スターゲート】を潜ったからな。今度は、個別のシンボル効果や組み合わせの話を聞いてからエリアに入ろうかと思ってたんだ」

「へぇ、そうなのか」

「ユンこそ、【スターゲート】から出てきたみたいだけど、どこかクリアしたのか？」

　タクの質問に苦笑いを浮うかべながら、首を横に振る。

「俺は、ただ良さそうな景色のエリアとか、面おも白しろい場所、あとは、素材の採取・採さい掘くつ用のエリアを探してたところ」

　まぁ、今のところ、目的に合ったシンボルコードは見つかっていないのだが。

「けど、幾いくつかのシンボルコードは試ためしたんだろ？　組み合わせの参考になるから教えてくれよ」

「シンボルの組み合わせ？」

　俺がそう尋ねると、タクが教えてくれる。

「例えば、同種のシンボル【獣】と【獣】を二つシンボルコードに組み込むと、数段階強い獣型ＭＯＢが出現するようになる、ってのが有名な組み合わせの一つだな」

　モンスターシンボルと呼ばれるものを複数組み込むと、その系統のＭＯＢが強くなる。

「あとは、【獣】と【亜あ人じん】のモンスターシンボルでコボルトとかオーク、人じん狼ろうとかが出現したり、【蟲むし】と【亜人】でアルケニーやアラクネ、インセクト・ファイターって昆こん虫ちゆう戦士なんかが出現するらしいぞ」

「へぇ、なんか【合成】センスでＭＯＢを作るみたいな決め方だな」

　例えば、属性シンボルの【火】とモンスターシンボルの【獣】で火属性の獣型ＭＯＢが生まれそうだ。

　他にも【獣】三つでキマイラや【獣】と【蟲】でマンティコアのようなタイプのＭＯＢが出現しそうだ……

「実際、同じシンボル同士だと強さが上がるけど、【獣】と【蟲】のシンボルだと獣型ＭＯＢと蟲型ＭＯＢの２タイプが出現することが殆ほとんどだけどな」

　キマイラやマンティコアなどのＭＯＢは、特定のシンボルコードで出現するかも知れないが、今のところ見つかっていない、とタクは言う。

　その話を聞いて、戦うつもりはないが、まだ見つかっていないのは少し残念に思う。

「あとは、通常のフィールドやエリアと同一のボスＭＯＢが出現してもドロップアイテムは同じじゃないらしい」

　例えば、第一から第三の町の途と中ちゆうにいるゴーレムは、レアドロップに【地ち精せい霊れいの石】を落とす。

　だが、【スターゲート】で生成されるエリアのゴーレムは、レアドロップの【地精霊の石】の代わりにシンボルをドロップするらしい。

　また、【スターゲート】でドロップするシンボルは、シンボルコードの属性や敵ＭＯＢの強さによって、決まった種類のシンボル内から一つドロップするらしい。

「そうなんだ。確かに、入って即そくボス戦の極小ダンジョンだとシンボル狙ねらいの高速周回とかできそうだもんな」

「ちょっと待て、ユン。極小ダンジョンってなんだ？」

　俺が一人納なつ得とくして頷うなずくと、タクは、極小ダンジョンについて気になったようだ。

「極小ダンジョンって【スターゲート】のある部屋とボス部屋の二部屋しかないダンジョンだよ。多分、【極小】と【洞窟】のシンボルを組み合わせてそうなったんだと思う」

　先さき程ほど、見つけたシンボルコードの一つを伝えると、その手があったか、という顔をするタクたち。

「見落としてたな。極小だからエリア範はん囲いがかなり狭せまいけど、強いエリアならボスＭＯＢ単体の可能性もあるのか」

　シンボルコードの組み合わせ次し第だいでは、レベリングやシンボル集めに使えそうだ、とガンツやケイと視線を合わせて頷き合っている。

「俺はよく分からないけど、使えそうか？」

「ああ、多少のアレンジや検証は必要だけど、【極小】のシンボルは有用だと思うぞ」

　俺自身、極小ダンジョンの有用性は見み出いだせなかった。

　だが、タクたちから見て使えると判断されたのなら、それは良かったと思う。
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「折角だから、ユンも一いつ緒しよにパーティーを組んで【スターゲート】に挑まないか？」

「俺も？」

「人数が居るし、一人ずつ手持ちのシンボルを１個選んで、それでシンボルコードを組むんだ」

　前に聞いた、楽しみ方の一つだ。

　どんなエリアが生成されるのか分からないワクワク感が得られる方法に、俺は頷く。

「ああ、それなら、一回だけ、やってみようかな」

　一回くらいなら、という気持ちでタクたちとパーティーを組み、【スターゲート】の列に並ぶ。

　そして、並んでいる間に、それぞれが担当するシンボルの順番と手持ちのシンボルから一つを決める。

「それじゃあ、せーの、で見せるか」

「「「せーの！」」」

　タクの掛かけ声と共に開示された６個のシンボル。

　事前に決めた順番で確認すると──【森】【森】【獣】【土】【雨】【快晴】となった。

「おっ、面白いシンボルコードができたな」

「げっ、同じシンボルが並んでる。それに【雨】と【快晴】ってマジかよ」

　面白いと評価するタクに対して、珍めずらしく嫌いやそうな顔をするガンツ。

「な、なぁ、これ、シンボル変へん更こうしないか？　せめて【森】のシンボルの順番か、【雨】と【快晴】のシンボルのどっちか変更しないか？」

「ダメだ。それじゃあ、意味ないからな。よし、行くぞ！」

　ガンツは、俺たちの出したシンボルを変更するようにタクと交こう渉しようするが、素っ気なく却きやつ下かされる。

「ほらほら、ガンツ行くわよ」

「あ、ちょっ！　心の準備が──のわぁっ！」

　ガンツだけが及および腰ごしになる中、ミニッツに引っ張られるようにして、【スターゲート】の中に入り込んでいく。

　ケイとマミさんもガンツとミニッツの後に続く。

「なんでガンツは、嫌がってるんだ？」

「まぁ、行けば分かるさ」

　俺は、何をそんなに嫌がるのか、と小首を傾かしげながら、タクと共に【スターゲート】を潜くぐる。

　そして、訪おとずれたエリアでは──

「あー、晴れてるって言うか、雨の要素どこ？」

【スターゲート】を潜り抜ぬけた後、周囲を見み渡わたせば快晴の青空が森の切れ目から見ることができる。

「よかった。変なエリアになってなくて……」

　そして、先に来ていたガンツは、この森のエリアを見て安心したようだ。

　一見、極ごく々ごく普ふ通つうの森のようにも見えるエリアだが、一歩踏ふみ出すと体の動きが重く感じ、ステータスを確かく認にんする。

「えっ？　なんで【ステータス低下・中】と【ＭＰ消費量増加】の状態異常バツドステータスが付いてるの!?」

　それもアイテムなどで解除不可能な状態異常バツドステータスに困こん惑わくする。

「うーん。この程度で収まったと見るべきか？　いや、まだ油断できないな」

【スターゲート】に飛び込む前からタクは、このことを予想していたようだ。

　そして、啞あ然ぜんとする俺を見て、タクが尋たずねてくる。

「ガンツは、β版の頃ころに相当トラウマになってるからな。ユンは、こういうの初めてか？」

「こういうのが、どういうのか分からないけど、エリアに入って状態異常バツドステータスを受けるのは初めて」

　そう答えると、タクがその理由を説明してくれる。

「シンボルの組み合わせがおかしかったり、決まったルールから外れると、【エラーコード】って呼ばれる現象が起こるんだ」

「決まったルール？　それに【エラーコード】？」

　俺が尋ね返すと、タクは頷く。

「ああ、シンボルコードの内部変数には、通つう称しよう、矛む盾じゆん値ちってのが設定されているんだ。それが一定以上を超こえる生成エリアでは、プレイヤーにとって不利な影えい響きようが出るらしいんだ」

　例えば、同一シンボルを連続して使うと、マイナスの影響が出やすい。

　天候シンボルの【快晴】と【曇くもり】【雨】などを同時に組み込む。

【大きい】と【小さい】【極小】などの相反するサイズシンボルを使うなどだ。

　もちろん、例外的に組み合わせが成立する場合もあるが、多くの場合は、シンボルコードの矛盾値を溜ため込んでマイナス効果が生まれるらしい。

「弱いマイナス効果で【満腹度減少】とか【ステータス低下・極小】【常時：ＭＰ減少】とかそんな感じだけど、あまり強いマイナス効果だと本当に戦せん闘とうどころか、探たん索さくも続行不可能なんだよ」

「β版の頃はバグも多くて、訳の分からない【エラーコード】を使うと謎なぞの現象に見み舞まわれたり、精神が不安定になるような色しき彩さいのエリアが生成されたりして、トラウマなんだよ」

「それに、復刻されたとしても【エラーコード】には、プレイヤーへの不利な影響に、ステータス低下、ＨＰ・ＭＰの減少、敵ＭＯＢのアクティブ化と感知エリアの増加、敵ＭＯＢのステータス上じよう昇しようとか、複数の要素が絡からむと難易度が一気に上がるから」

「へ、へぇ……そんな効果があったのか」

　俺は、微かすかに震ふるえながら頷く。

　対してトラウマは、ガンツ一人だけで他の全員は割と好意的に受け止めていたりする。

「【エラーコード】は元々、β版での正常なプレイ不可能なバグエリアに付けられた通称だったんだ。矛盾値は、元から設定されていたけど、β版では使用されたシンボルの効果を全すべて反映しようとする処理があって無理なシンボルコードのエリアは、バグで歪ゆがんだり、異常な色彩になったらしい」

「へぇ～」

　タクの説明に、感かん嘆たんの声を上げる。

　だが、【エラーコード】でも色彩によっては、赤い空に黒い太陽、緑の海と紫むらさき色いろの森などのファンタジーらしい風景もできることもあった。

　そのために、β版の【エラーコード】も一いち概がいに悪い要素ばかりとは言えない。

「それじゃあ、そうした【エラーコード】は、今は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　俺の疑問に、ケイが答えてくれる。

「バグは解消されたけど、幾いくつかの評価の高い配色パターンは、残されたらしいな」

　バグが原因での逆輸入ってのは、偶ぐう然ぜんの産物なんだろうけど面おも白しろいなぁ、とケイの説明を聞きながら思う。

　あえて、【エラーコード】を引き起こしてファンタジー的な景色を探すのも面白そうだ。

「そうなると、考えてシンボルコードを作らないと、ダメだな。適当に作ると、その矛盾値って奴やつが高くなりやすいのか」

「まぁ、【エラーコード】を意図的に誘ゆう発はつして、能力を制限したり、敵ＭＯＢを集めやすくするプレイをすることもできるだろうな」

　そうタクは、説明を締しめくくる。

　長々とした説明の後、早さつ速そく俺たちは、【エラーコード】の森林エリアの探索を始める。

「【エラーコード】は、通常のエリアとは違ちがうから何か気になることがあったら伝えてくれ」

　タクの言葉に全員が頷き、それぞれの役割をこなしながら、森林エリアを探索する。

　エリア自体は、それほど広くなく、エリアの端はしに移動すれば、空間がループして地続きのような感じだ。

　敵ＭＯＢも第一の町の東側の森に出るビッグボアのみで、ボスＭＯＢも不在。

　違う点としては──

「なんか、攻こう撃げきが軽い……」

　俺は、引きつけるために遠くのビッグボアに矢を放つ。

　昔に比べて、装備も充じゆう実じつし、レベルやステータスも増している。

　だが、黒くろ乙おと女めの長なが弓ゆみから放たれる矢の勢いは弱く、ビッグボアの毛皮に刺ささっても浅く手て応ごたえがない。

「敵ＭＯＢのステータスも強化されてるのか？　いつも通りの感覚だと余計なダメージを受けそうだからエンチャントくれ」

「わかった。《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！」

　タクたち前衛に三重エンチャントを施ほどこして戦えば、程なくして強化ビッグボアが倒たおれ、光の粒りゆう子しとなって消えた。

「まぁ、今のレベルならこんなもんだな」

　そう言って、俺たちが打ち倒した強化ビッグボアのドロップアイテムを確認すれば──

「ビッグボアの肉か。と、言うか、肉オンリーの効果なのか」

　何匹びきも倒して全員のドロップアイテムを確認した結果、【ビッグボアの肉】か【上質なビッグボアの肉】しかドロップしない。

　何気に、ＭＯＢの上質な食材のドロップは、稀き少しようである。

　これは、【エラーコード】で発生するプレイヤーへの数少ないプラスの効果かもしれない。

「つまり、このシンボルコードは、【豚ぶた肉にくの森】と……」

　なんだろう、その言い方は、なんか嫌だ。

　そう思いつつも食材は欲ほしいので、ビッグボアの肉を集める。

　格下とは言え、強化されている相手に対して使し役えきＭＯＢのリゥイやザクロも戦闘に参加させて、肉を集め回る。

「おっ、また運営からの新しい告知だ」

　肉集めが一段落ついた頃、タクが立ち止まり、メニューのインフォメーションに運営からの新たな告知が来たのを確かめる。

　そして、それをその場で読み上げ始める。

「──【セミ・アニバーサリー・アップデートの最終アップデート内容の告知】」

　第一弾だんが【シンボル】の追加、第二弾が【スターゲート】の追加、と段階的に行われた【セミ・アニバーサリー・アップデート】。

　その最終内容とは──

「──『この度たび【スターゲート】システムを用いた特とく殊しゆクエスト【センス拡張クエスト・鏡の中からの挑ちよう戦せん状】がアップデートされました。このクエストは、ソロからパーティー、レイドとどのような形態の戦闘にも対応した特殊クエストとなります』って」

　俺もインフォメーションの最終アップデートの概がい要ように目を通す。

　運営からのプレイヤーへの挑戦状として用意されたクエストであること。

　このセンス拡張クエストは、シンボルなしで始められる特殊シンボルコードが使われている。

　クエストの舞ぶ台たいとなるエリアは、このクエストのために用意した特殊エリアであること。

　このクエストをクリアすると、新たなセンス装備枠わくが一つ拡張される他ほか、特殊シンボルコードを構成する新規追加【シンボル】５種が手に入るとのこと。

　その新規追加シンボルは、通常の【スターゲート】内でもドロップするとのこと。

「シンボルなしで【スターゲート】を使える、ってことは【迷めい宮きゆう街がい】まで到とう達たつしたプレイヤーは全員参加できる、ってことか」

　タクは、参加可能なプレイヤーの条件に関して考える。

　それに対してマミさんは、少し控ひかえめに自分の意見を口にする。

「あ、あの……一月に追加されたセンス拡張クエスト【三つの試練】は、条件がＳＰセンス・ポイント50以上で消費が厳しかったから、それより条件の緩ゆるい別のセンス拡張クエストを用意した、とか」

　そういう理由もあるかもしれない、と俺はミニッツと共にふむふむと頷うなずく。

「まぁ、理由なんてなんでもいいじゃん！　12番目のセンス装備枠が手に入るって大おお盤ばん振ぶる舞まいだろ！　【ヤオヨロズ】の遠えん征せいに向けての強化にはピッタリじゃないか！」

　そんな中、一人テンションを高くするガンツに、俺たちは苦笑いを浮うかべる。

　やっぱり、タクたちもゴールデンウィークにある【ヤオヨロズ】の遠征に参加するらしい。この遠征に、知り合いが多くいることは、ちょっとした安心感を覚える。
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　ＯＳＯの【セミ・アニバーサリー・アップデート】の告知がされた数日間。

　新たなセンス拡張クエストの実じつ施しに、多くのプレイヤーが胸躍おどらせながら、アップデートのその日を待ち望んだ。

　俺は、センス拡張クエストのアップデートの告知を受け取った時、その場にいたタクたちのパーティーに加わり、クエストに参加させてもらうことになった。

「全員、準備はいいな！」

　タクの言葉に全員が頷き、アップデートで新たにクエスト専用のシンボルコードが打ち込まれている。

【センス拡張クエスト・鏡の中からの挑戦状】のシンボルコードである【廃はい墟きよ】【城】【町】【封ふう印いん】【影かげ】によって舞台となるエリアに【スターゲート】が繫つながっている。

「確かに、鏡みたいだよなぁ」

　リング状のオブジェクトの内部に張られた銀の境界面は、目の前に立てば、鏡のように俺たちプレイヤーを映す。

　そして、俺たちの順番が来て、【スターゲート】に飛び込む。

　何度も体験した【スターゲート】の転移の感覚。

　通り抜ぬけた先では、タクたちも待っている──と思いきや。

「あれ？　タク？　みんなはどこだ？　って、服装が初期装備!?」

【スターゲート】を潜くぐり抜けた先は、小高い丘おかの上だった。

　周囲のプレイヤーは、俺と同じように自身の変化に戸と惑まどい、パーティーメンバーを探して見回している。

「あっ、クエストの説明が来た。とりあえず、確かめるか」

　勝手にメニューが立ち上がり、クエスト解説のための動画が再生される。

　そして、その解説者は、お馴な染じみのＯＳＯ開発部部長の吉よし野の和かず人ひとである。

『今回のセンス拡張クエスト【鏡の中からの挑戦状】では、プレイヤーには、【スターゲート】先で展開された広大なエリアを舞台に中央にある廃墟の城を目指してもらう』

　俺が小高い丘から辺りを見み渡わたせば、周囲には、林が広がっている。

　また、小高い丘の上から林の外側を見れば、平原が僅わずかに見え、更さらに遠くでは、朧おぼろ気げながら城じよう壁へきとその奥に聳そびえる廃墟の古城が見えた。

『だが、ただ目指すだけのクエストではない。まず、スタート地点は、全プレイヤーが別々の初期地点に転移される。そのために、パーティーを組んでいたプレイヤーは、パーティーが強制的に解除される』

　スタート時点では、ソロスタートか。

　バラバラになったタクたちとパーティーを組み直すには、全員と合流する必要があるのか。

　一つ一つのスタート地点のセーフティーエリアを巡めぐって合流か、いや、この場合は、セーフティーエリアに居るプレイヤーと野良パーティーを組む。

　そして、中央の廃墟の古城を目指し、そこでタクたちと合流という手段もある。

　合流した後は、本来のパーティーで挑いどんだり、野良で組んだパーティーも巻き込んでのレイドでもボスに挑むことができる。

　また、事前情報では、パーティーやレイドだけでなく、ソロでもクリア可能な形態であると……

　現時点で、どのようなボスか分からないが、クエスト解説の動画はまだ続いている。

『次に、プレイヤーには、様々な制限を用意させてもらった。その制限には、装備センス制限、アイテム持ち込み禁止の制限が全プレイヤーに掛かかっている』

　俺は、慌あわててインベントリを確かく認にんする。

　メニューのインベントリ内にある全すべてのアイテムが、ロックが掛かっており、使用できるアイテムは、今身に着けている初期装備だけである。

　ここで多くのプレイヤーが、自分の姿の変化を理解した。

　続いて、装備センス制限についてだが──
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【センス未装備】【封印】【封印】【封印】【封印】【封印】【封印】【封印】【封印】【封印】【封印】




控え




【弓Ｌｖ55】【長弓Ｌｖ42】【魔ま弓きゆうＬｖ26】【空の目Ｌｖ27】【看破Ｌｖ38】【魔道Ｌｖ33】

【大地属性才能Ｌｖ15】【付ふ加か術じゆつ士しＬｖ11】【念動Ｌｖ９】【物理攻こう撃げき上じよう昇しようＬｖ26】

【俊しゆん足そくＬｖ31】【調薬師Ｌｖ30】【錬れん金きんＬｖ49】【合成Ｌｖ49】【彫ちよう金きんＬｖ43】【調教Ｌｖ41】【料理人Ｌｖ20】【生産職の心得Ｌｖ27】【泳ぎＬｖ18】【言語学Ｌｖ28】【登山Ｌｖ21】【身体耐たい性せいＬｖ５】【精神耐性Ｌｖ４】【先制の心得Ｌｖ17】【急所の心得Ｌｖ15】








　第１センス装備枠以外は、封印状態になっていた。

『センスは、第一センス以外の装備枠が、封印された状態でスタートとなる。だが、この広大なエリアには、センス装備枠の封印を解除する方法が用意されている。また、新規にセンスを装備するとそのセンスに対応した初期アイテムも配布される』

　装備センスに、武器センスを選んだら対応する武器が、生産センスを選んだら対応する生産キットが貰もらえるのだろう。

『センスを取得することに制限は掛かっておらず、また、詰つんでしまったと感じたプレイヤーは、初期地点で封印状態をリセットして再スタートすることもできる』

　その他、各セーフティーエリアを登録しておけば、セーフティーエリア同士での転移ができるとのこと。

　また、この封印状態は、センス拡張クエスト限定の状態であるために、通常エリアに戻もどれば、状態は解除され、アイテムも使えるとのこと。

　クエスト中は、アイテムの持ち込みはできないが、クリア後にアイテムの持ち出し、センスの封印解除が解禁になる。

　これは、クリア後も舞台となったエリアを楽しめるような配はい慮りよであるが、クリア後のアイテム持ち込みは依い然ぜん、制限されている。

　その理由は、まだセンス拡張クエストを遂すい行こう中のプレイヤーの難易度を下げさせないためである。

　クエストを再開する時は、帰き還かん時のセーフティーエリアからで、アイテム状じよう況きようやセンスの封印状況は、引き継つがれている。

　その他、細々とした説明を聞きつつ、とりあえず俺が思ったことは──

「噓うそだろ……こんなのあんまりだろ」

　スタート時、装備できるセンスはたった１個。

　俺にとっては、最悪な状況に、細かな説明を聞き流しつつ、呆ぼう然ぜんとする。







　　　五章　挑ちよう戦せん状とセンス封印







『ユン。今、どの辺に居る？』

「マップを見ると、多分南側のスタート地点」

『俺は、北側だ。完全に真逆だな』

　センス拡張クエストのあまりに強い制限に、俺はタクからのフレンド通信が繫がるまで呆然としていた。

　自身の登録したセーフティーエリアの周辺がオートマッピングされるらしく、メニューに映るマップで、自分の大体の位置を把は握あくできる。

『それじゃあ、どうする？　一人で大だい丈じよう夫ぶそうか？』

「ダメそう……」

　弱気になる俺にとって、このセンス拡張クエスト【鏡の中からの挑戦状】は、相あい性しよう最悪のクエストだ。

　俺のセンス構成の強みは、複数のセンスが相そう互ごに影えい響きようし合い、有用な効果を発揮する──組み合わせ、が要かなめである。

　だが、その組み合わせを封じられた状態で始まるのだから不安しかない。

『あー、とりあえず、俺も合流できるように頑がん張ばってみる。ユンも野良パーティーでも組んで少しずつセンスの封印を解いていけ』

「わかった」

　タクとの短いやり取りをして、フレンド通信が途と切ぎれる。

　そして、俺は、最初にどのセンスを取るべきか考える。

　唯ゆい一いつ空いているセンス装備枠わくに所持センスを装備しようとすると、容易に変へん更こうできない旨むねの警告メッセージが現れ、各センス装備時に得られる支給アイテムが確認できる。

「センスは、装備しないとセンス関連の行動が取れない。判定も発生しない」

　例えば、対応する武器センスなしで敵ＭＯＢに攻こう撃げきしてもダメージは発生せず、生産センスなしでは素材があっても生産はできない。

　また、探たん索さくや戦せん闘とうを楽に進めるための補助センスなども有効なセンスである。

　その中でも特に攻撃手段は、重要だと思う。

「俺が持ってる攻撃手段に関連するセンスは──【弓】系センスと【料理人】あとは……一応【調薬師】か」

　上位の弓系センスを装備すれば、支給された弓と矢を使って戦闘することができる。

　だが、初期に支給される鉄の矢は、１セット30本。

　それも使い捨ての矢だ。

【料理人】センスの支給されるアイテムは、包丁とまな板、あと、お鍋なべだ。

　短たん剣けんと盾たて、そして頭部防具が手に入るに等しい。まぁ、センスによる補正もないし、なにより見た目が悪い。

　最後に【調薬師】は、初心者向けの調合キットが手に入る。

　これを使えば、毒薬やダメージ薬を作ることができ、投げつければ一応ダメージは与えられる。

　ただし、素材を揃そろえて、生産する手間が掛かり、これを使って倒たおすのは、非効率的になってしまう。

「この三つの攻撃手段のどれかを選ばなきゃ」

　どれを選んでも不安しかない。

　いや、センスの取得は制限されていないから新たに近接武器系のセンスを取得して戦えば……と考えるが、今から取得してもレベル１だ。

　ここでもし、レベル１の近接武器センスを装備しても、実用的ではない。

　ステータスは、装備中のセンスごとのステータス上昇値の合計で算出される。

　今は一つしか装備できないので単純に10分の１以下のステータスになっていると考えられる。

「ここまで制限と弱体化されれば、誰だれだって平等だよ」

　そう不満を口にしても仕方がない、と思いつつ、俺はふとあることを思いつく。

「別に、最初から戦闘系のセンスを取らなくてもいいんだよな。ここでリセット掛けられるんだから」

　そう呟つぶやき、俺は気軽に、【空の目】のセンスを装備する。
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【空の目Ｌｖ27】【封ふう印いん】【封印】【封印】【封印】【封印】【封印】【封印】【封印】【封印】

【封印】




控ひかえ




【弓Ｌｖ55】【長弓Ｌｖ42】【魔弓Ｌｖ26】【看破Ｌｖ38】【魔道Ｌｖ33】

【大地属性才能Ｌｖ15】【付加術士Ｌｖ11】【念動Ｌｖ９】【物理攻撃上昇Ｌｖ26】

【俊足Ｌｖ31】【調薬師Ｌｖ30】【錬金Ｌｖ49】【合成Ｌｖ49】【彫金Ｌｖ43】【調教Ｌｖ41】

【料理人Ｌｖ20】【生産職の心得Ｌｖ27】【泳ぎＬｖ18】【言語学Ｌｖ28】【登山Ｌｖ21】

【身体耐性Ｌｖ５】【精神耐性Ｌｖ４】【先制の心得Ｌｖ17】【急所の心得Ｌｖ15】








　攻撃手段もない、ステータスもそんなに高くない。

　だが、一気に狭せばまっていた視界が広がり、小高い丘おかのセーフティーエリアから遠くに見える廃はい墟きよの古城がよりクリアに見えるようになった。

「なるべく早めに封印を解除する方法を見つけないとダメだな」

　そして、第１センス装備枠が埋うまると共に、装備センスの封印解除のチュートリアルが流れる。





──現在、封印されているセンスを解放するためには、

それぞれレベル１からレベル９までのクエストがこのエリアに用意されております。

それらのクエストを達成することで、

レベルの数より一つ上までの装備センス枠の封印が解除されます。

以降、同レベルのクエストをクリアすると、

レベルの数と同数のセンス変更権を獲かく得とくすることができます。






　例えば、レベル５のクエストをクリアすると、封印が解除され６個までセンスを装備することができ、再び同じレベルのクエストをクリアすると、５回のセンスの装備変更ができるらしい。

　これは、安易にセンスを変更して、各センス装備時に貰える支給アイテムを獲得できないようにする措そ置ちだろう。

　そして、ズラッと並ぶように現れるセンス封印解除クエストの一覧。

　主に、討とう伐ばつ、採取、お使い系のクエストに分かれており、多くのプレイヤーは、自身の得え物もので近場の敵ＭＯＢを倒し始めている。

「俺は──」

　攻撃手段もない状態では、採取か、お使い系のクエストしかできないだろう。

　そして、採取系クエストの内容が『○○を一定数集める』などである。

　お使い系クエストは、『○○にお供え物をする』などというＮＰＣノンプレイヤーキヤラクター不在で各地のオブジェクトに何らかの行動をするタイプのものらしい。

「このままでも封印解放クエストを達成できるけど、やっぱり、攻撃手段……ん？」

　ふと、セーフティーエリアで装備センスをリセットしようと見回した時、視界の端はしに村らしき建造物の集まりが見えた。

【空の目】がなければ見み逃のがしていただろうし、廃墟の城への最短距きよ離りから寄り道になってしまうが、その場所がなんとなく気になる。

「攻撃手段があっても簡単に死に戻もどりしそうだし……まぁ、いいか」

　たった30回しか使えない攻撃手段や心こころ許もとない料理の包丁を持つより、敵を遠くから視し認にんできる【空の目】で、あの村まで隠かくれながら進むことにした。

　一度に多くの装備センスを封印されて、体が重く感じる中、小高い丘を下り、林の中に入って村を目指す。

「とりあえず、使えそうなものは集めておかないとな」

　薬草に石、木の枝、鳥の羽根、キノコや果物などの食料と、目に付くものを採取しながら進んでいく。

「なんか、懐なつかしいなぁ」

　ＯＳＯの最初の頃ころは、こんな感じだった。

　まぁ、今でも集める素材のランクこそ変わったが、やっていることは大して変わっていないと思う。

　そうして歩いていると、前方から草葉を踏ふむ音が聞こえ、そちらに顔を向ける。

「っ!?　ゴブリン！」

　俺は、単独でいるゴブリンを見つけ、木の幹に体を隠し、相手の動きを見る。

（今は、攻撃手段もないし、逃にげるしかない）

　普ふ段だんなら軽く倒せる敵ＭＯＢなのに、センスを封印されて弱体化した所せ為いで逃げ回るしかない。

　俺は、インベントリから拾い集めた石の一つを取り出し、手に握にぎる。そして、ゴブリンの索さく敵てき範はん囲いや視線の動かし方を観察する。

　そして、ゴブリンの視線が俺の方から外れた瞬しゆん間かん、石を遠くの草むらの方に投げて音を立てる。

　ゴブリンが音の方に振ふり向き、足を止めた瞬間、死角を静かに走り抜ぬけて、別の木の幹に体を滑すべり込ませて隠れる。

「……やっぱり、アホの子っぽい」

　石を投げた音に首を傾かしげ、頭を搔かいてまた歩き出すゴブリンの後ろ姿を見て、そう感想を漏もらす。

　ふと気になってセンス封印解除のクエストリストを確かめれば、ゴブリンの複数討伐は、レベル１である。

　そして、そのゴブリンの上位ＭＯＢであるホブゴブリンの討伐は、レベル３のクエストとして設定されている。

「最初は、ゴブリンを倒すかゴブリンから逃げ回って採取とかするんだろうな」

　そう呟き、小高い丘から見えた村を目指して進む。

　進む途と中ちゆう、ゴブリンの住すみ処からしき場所を遠目で見つけ、単独で歩くゴブリンたちを隠れてやり過ごしながら、林を抜ける。

「やっと、林を抜けた」

　村に向かってほぼ真まっ直すぐ進んだが、弱体化したことで警けい戒かいしながら目に付くアイテムを全部集めていたため予想以上に時間が掛かかった。

　そして、辿たどり着いた村を間近で見て、言葉を失う。

「……廃村、だったか」

　村のような人工物があるのだから、ＮＰＣが居てアイテムなどを補ほ充じゆうできれば、などと考えていたが、人の気配はない。

　だが、その代わりにスタート地点のセーフティーエリアと同じ台座があり、それに触ふれることで場所の登録と周辺マップを更こう新しんすることができた。

「これで移動地点が増えたし、一歩前進なのかな？」

　死に戻りの復活地点として設定し、またここから【スターゲート】に帰き還かんできる。

「まだ時間もあるし、この廃村を探たん索さくしてみるか」

　俺は、やや苔こけ生むした村の家々を一軒けんずつ調べれば、意外と内部にはアイテムが残されていた。

「ナイフ、手て斧おの、青銅ブロンズの剣けんや錆さびた鉄剣の武器。お鍋やフライパンなどの調理器具。木材、畑で野生化した野菜の食料アイテム、劣れつ化かしたポーションとかの消しよう耗もう品……」

　なんだろう、サバイバル生活という言葉を思い浮うかべる。

　やはり何も持たない状態で始めた最初期の頃を思い出しながら、周囲を探せば、廃村の草地に疎まばらに薬草が生えており、それも集める。

　そして、ついに──





──レベル１採取クエスト：薬草×30個の収集を達成。

第２センスの封ふう印いんが解除されました。






　ついに、封印されたセンスを一つ解除することができた。

　ここまでで多分、３時間掛かっただろうか。

　剣などの武器センスを持っていたプレイヤーなら、ゴブリンのような雑ざ魚こＭＯＢを５体倒たおせば、すぐに解放される。

　パーティーで対処すれば、多分10分くらいで解除されるだろう。

　相変わらず自分は非効率的だなぁ、と苦笑いしていると、そろそろ夕方が迫せまってきていた。

　センス拡張クエストを中断するために、セーフティーエリアの台座から【迷めい宮きゆう街がい】に帰還し、ログアウトした。




　夕飯の時、美み羽うとの食事で出る話題は、もちろんＯＳＯで追加されたセンス拡張クエストについてだ。

「ビックリしたよね。【スターゲート】を潜くぐったら、ルカちゃんたちとバラバラにされちゃうんだもん」

「だよなぁ。俺もタクたちと一いつ緒しよだったのに、バラバラにされて、途と方ほうに暮れたよ」

「お兄ちゃんは、どこまでセンスの封印解除した？　私は、第４センスまで解放したよ」

「早いな。俺は、第２センスを解放したばかりだよ」

　そう言って、微び苦く笑しようを浮かべながら、互たがいの状じよう況きようを報告する。

「そうなんだ。あっ、そう言えば、ヒノちゃんがお兄ちゃんと同じスタート地点に飛ばされて後ろ姿を見た、って言ってたよ！」

「あー、そうだったのか。気づかなかったなぁ」

　もし、あの場でヒノや他の見知ったプレイヤーたちとパーティーを組めていたら、もっと効率的にセンスの封印解除を進められたかもしれない。

「ヒノちゃんは、真っ直ぐにお城の方に向かったみたいだけど、お兄ちゃんは違ちがう方向に進んでたって言ってたよ。お城の方じゃなくて先にタクさんたちとの合流を優先したの？」

「いや、遠くに廃村が見えたからそっちの方に進んだんだ。セーフティーエリアになってたし、ちょっとした道具やアイテムは手に入ったりしたかな」

　俺の話を聞いて、ふむふむと頷うなずく美羽。

「そういう場所もあるんだね。なら、敵ＭＯＢからのドロップで装備を強化するより、そうした場所を狙ねらって、アイテム収集した方が結果的に早く装備が強くなるかな？」

「どうだろう？　けど、見つけたポーションは、劣化したものだから、あんまり使えないかも」

「むぅ、十分な回復アイテムも補充できない！　それに第４センスまでしか封印解除してないから回復魔ま法ほうが使えない！」

　美羽は、【魔ま剣けん】【魔道】【天光属性才能】【立体制限解除】の４種類のセンスを装備しているようだ。

「むぅ、ソロで安定して進めるには、やっぱり【治ち癒ゆ】のセンスが欲ほしいけど、【俊しゆん足そく】のセンスで一気にお城近くまで進むのがいいかなぁ」

「クエストを達成して、センスの切り替かえ回数を増やしてから進むのもありかもしれないな。俺は、第２センスをどうするかなぁ」

　美羽には、月並みな意見を言いつつ、俺も次に選ぶべきセンスを考えていた。

　ここでやっと攻こう撃げき手段のある弓系センスか。

　隠おん密みつ行動をより安定させるためにステータス上じよう昇しよう系センスや補助センスか。

　それとも集めた素材を有効活用するための生産センス。

　ここは、一度保留にして第３センスの封印が解除されたら【魔道】と魔法系センスの組み合わせを装備するか。

「うーん、悩なやむなぁ。けど、攻撃手段が欲しいなら、またレベル１クエストを達成して、【空の目】を魔法系センスと交こう換かんすれば、魔法による攻撃手段が得られる」

　このセンスを揃そろえていく優先順位などは、人によって個性が出るところだと思う。

　そして俺の進める方向は──

「やっぱり、道具がないと始まらないよなぁ」

「なになに？　お兄ちゃん、やっぱり生産系センスを取って、プレイヤーと交こう渉しようして進めていくスタイル？」

「まだ迷い中。けど、一気に古城まで進みたいかな」

　俺の言葉に、美羽は、お兄ちゃんにしては珍めずらしいと呟つぶやく。

「本当は、生産センスを使った交渉スタイルで進めたいけど、時間が掛かってタクたちを待たせそうだから」

「あー、逆に迎むかえが来ちゃいそうだね」

「容易に想像できるな。それを考えるとちょっと恥はずかしいかも」

　あまりに遅おそくてタクたちが迎えにくる場面を想像して、少し情けなくなる。

　一人では決められなかったが、美羽と話すと俺のやりたい道筋が見えてきた気がする。

　そして、そんな俺の表情を見て、美羽も満足そうな表情で微笑ほほえんでいる。




　　　　●




　夕食後、食器洗いやお風ふ呂ろを終えて、ログインした俺は、センス拡張クエストを再開した。

「夜の廃村。アイテムとか復活しているかな？」

　夜の星明かりの下で【空の目】の暗視を頼たよりにアイテムを探す。

　薬草や野生化した野菜などの採取ポイント、建物内部に残されたアイテムは、見つけた時と同じ場所に復活していた。

　ただ、見つけたアイテムが別のものに変わっていることから、道具には多少のランダム性があるようだ。

「さて、やっぱり次に取るセンスは、これかな」

　ログアウトして中断していた封印が解除された第２センスを装備する。
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　そして、夜空の下で【看破】を選せん択たくしたボーナスとして支給品のスコップとピッケルを受け取る。

　これで道中の採さい掘くつポイントも掘ほり返せそうだ。

「よし、できた。まぁ、やっぱり攻撃手段のないままかぁ」

　やっぱり、俺が目指すのは生産による交渉スタイルだろう。

　その下準備として素材アイテムを集めやすい【空の目】と【看破】のセンスの組み合わせは、必要だった。

　自分が決めたことだが、ちょっとばかり後こう悔かいし始める。

　それでもすぐにその考えを振ふり払はらい、【空の目】で遠くに見える廃はい墟きよの古城と城じよう壁へきの影かげを確かく認にんし、そちらの方に歩き出す。

「きっとあの方向には廃村みたいな建物があってアイテムが残されている。それに頼った後で少しずつセンスの封印を解除していこう」

　武器系や魔法系は、後回しにして、先にアイテムや装備を拡かく充じゆうする予定だ。

　そして、廃村を出て遠くに見える城を目指して歩き始める。

「……そう言えば、本当の一人旅って久しぶりな気がする」

　一人と言ってもいつもはリゥイとザクロが一緒であるために寂さびしくない。

　だが、今は通常サーバーで使っていたアイテムまで封印されているので、リゥイとザクロの召しよう喚かん石が使えず、呼び出せない。

「この状態だと、ある意味【調教】センスは、死にセンスになったよなぁ」

　まぁ、使し役えきＭＯＢを新たに仲間にすればいいのだろう。

　特に、廃墟の古城を目指すために騎き乗じように向いたＭＯＢを仲間にして一気に駆かけ抜ぬけるのも有用だと思うが……

「リゥイが拗すねそうだな」

　そう呟き、目に付く採取・採掘ポイントに惹ひかれ、アイテムを収集する。

　時折、周囲を【空の目】と【看破】の組み合わせで調べるために、標高の高い場所に登り、辺りを見み渡わたす。

「あっ、左側の岩場の陰かげにセーフティーエリアがあったのか。右側の窪くぼ地ちとその奥の川辺にもセーフティーエリアがある」

　岩場の陰や窪地は、よくよく探さないと見落としそうだ。

　遠くの川辺には、何組かのプレイヤーたちが焚たき火を囲んでいる灯あかりが遠くからでも見えた。

「他ほかには……あれは」

　少し風変わりなオブジェクトが並んでいるのが見えた。

　窪地のセーフティーエリアの近くにあるために、ちょうど周囲からの死角になりやすく、見つけにくそうだ。

　俺は、そのオブジェクトを含ふくむ、見つかりにくい場所に惹かれるように進んでいく。

「よし、セーフティーエリアの登録──っと。マッピングの確認は後回しでもいいかな？」

　なるべく多くのセーフティーエリアの台座を登録することで、色々な場所に瞬しゆん時じに転移することができる。

　大目標は、このセンス拡張クエストのゴールである廃墟の古城だ。

　だが、その過程で必要なら、一度あの廃村まで転移で戻もどることもあるだろう。

　生産をするなら、必要な素材を集めるために、該がい当とうするＭＯＢの出現場所に向かう必要もある。

　その時、一々徒歩で戻るのも非効率的であるし、周辺マップがあれば迷いづらい。

　マップがあれば、先々の難所も事前に分かりやすい。

　他にも、プレイヤーとの交渉スタイルなら、プレイヤーが多いセーフティーエリアを登録し、いつでも転移できるようにするのは必ひつ須すだ。

「まぁ、それも重要だけど、気になるのは──」

　無事に窪地のセーフティーエリアを登録して、次に目を向けるのは、窪地の近くにあるオブジェクトだ。

「これは、お地蔵さん？」

　俺の腰こしあたりの高さを持つ道どう祖そ神じんのようなオブジェクトだ。

　それが２体並んでおり、その手前には石の受け皿が置かれていて、オブジェクトの胸むな元もとには、何らかのマークが彫ほり込まれている。

「これは……葉っぱのマーク？」

　そう表すことができるマークと受け皿を見比べて、マークに合うアイテムを捧ささげよ、ということだろうか。

「葉っぱ、っていうと薬草でいいかな？」

　薬草をそれぞれ受け皿に、一束ずつ置いて手を合わせる。

　すると、ぽふん、と軽い音と共に煙けむりとなって消え、アイテムが消失する。

　そして──





──レベル２お使いクエスト：旅守り像のお供え物を達成。

第３センスの封ふう印いんが解除されました。






「これがお使いクエストなのか」

　２体のお地蔵さん──いや、旅守り像が２体だから、レベル２なのだろうか。

　旅守り像の数が増えれば、その分レベルの高いお使いクエストとなり、要求するアイテムも相応に難しくなるのだろうか。

「今回は、レベル１の採取素材だったし、楽で良かったのかな？」

　ちょっとした死角になりやすい場所だが、見つけてしまえば意外と簡単だ。

　今後もこうした場所を巡めぐろう、と思いながら、俺は次のセンスを装備した。
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【調薬師】センスとその支給品である調合キットを受け取り、俺は頷うなずく。

　この先、一人では難しいこともあるだろうが、ポーションがあれば、生存性は高まる。それにやっぱり一人の孤こ独どくな旅というのは、少し寂しく感じた。

　そして俺は、メニューを開き、フレンド欄らんからタクたちのログイン状じよう況きようを確かめる。

「タクとガンツ、ケイは、ログインしているな。ミニッツとマミさんは、ログアウトしているのか」

　そして、俺は、タクにフレンド通信を繫つなげる。

　前に掛かかってきた時は、泣き言を口にしたが、今はなんとかなりそうなことを伝えようと思う。

『ユンか、どうした？　そっちは大だい丈じよう夫ぶか？』

「大丈夫。センスが封印されて弱気になってたけど、スタート地点から少しだけ城の方向に進んでる。タクはどうだ？」

『俺は、近場の敵ＭＯＢを倒たおして装備を調達してる。流石さすがに初期装備じゃ辛つらいからな』

　タクのいる北側には、コボルト系のＭＯＢが多く、運が良ければ武器などをドロップするらしい。

　まぁ、倒した敵ＭＯＢの殆ほとんどは素材をドロップするが、近くに生産センス持ちがいないので、使い道がない、と冗じよう談だんっぽくタクは言ってくる。

　また、群れのボスＭＯＢとなる上位種を倒すと微びレア装備が手に入るので、それを狙ねらっているとのことだ。

「そっか。まぁ、無理するなよ。ポーションとかの回復アイテムの補ほ充じゆうは、今は難しいだろ」

『分かってる。あー、この状況だとホントにユンのポーションのありがたみを感じるよ』

　なんとも嬉うれしいことを言ってくれる、とフレンド通信越ごしに微び苦く笑しようを浮うかべる。

「それで、ガンツたちの様子はどうだ？　やっぱり、後衛のミニッツとマミさんは辛そう？」

　生産プレイヤーである俺だって辛いのだ。

　魔ま法ほう系の後衛であるミニッツやマミさんは、第二センスの封印を解除するまでは魔法を使えず、ステータスも大おお幅はばに下がっている。

　そのために少し心配であるが──

『ミニッツは、問題ないってよ。メイスで敵ＭＯＢを殴なぐり倒せるから苦労はないみたいだ。あと、コミュニケーション能力も高いから、すぐに野良パーティーを組めたって言ってたな』

「そうなんだ。よかった」

『ガンツも順調らしい。あいつは、元々無手の格かく闘とう家かだから、武器に左右されないプレイスタイルだ。装備を揃そろえる手間が少ない分、他より早くにセンスの封印を解除している。ただ、マミさんなんだが……』

「なんだ、マミさんになにかあったのか？」

『東側のスタート地点で一人になって途と方ほうに暮れてた。ユンと同じように困こん惑わくしていたな』

　それは心配だなぁ、と思うが、タクの言葉には続きがあり、その内容を聞いて安心する。

『ちょうど、ミュウちゃんのパーティーメンバーのルカートちゃんが居たから一いつ緒しよにパーティーを組めたみたいだ』

「ルカートと一緒になったのか。それはよかったなぁ」

　俺は、ほっと安あん堵どの吐と息いきを漏もらす。

　ルカートならしっかりしているし、近接攻こう撃げきが主体のプレイヤーだ。

　序じよ盤ばんは、ルカートに頼たよることになるが、センスの封印が解除されていけばマミさん本来のプレイスタイルを取り戻して、戦力になれるはずだ。

『ただなぁ……』

「なんだ、まだ何か問題でもあるのか？」

『いや、マミさんとバラバラってことを聞いて、ケイがかなり心配して、城より先にマミさんとの合流を優先してるんだよ』

　マミさんは、東側。ケイは西側からのスタートなので合流には、この広大なエリアの端はしから端を横断していくつもりらしい。

「マジかぁ？」

『マジだ。たぶん今は、全力疾しつ走そうでマミさんとの合流を目指してるんじゃないか？　俺は、装備のドロップとかアイテムを回収しつつ進んでいるけど、ケイの場合、センスの封印解除だけして最低限のアイテムで進んでるんじゃないか？』

　現在もマミさんと合流するためにノンストップで突つき進んでいるらしい。

　でも、なんでケイはそこまで必死に……まさか堅かた物ぶつのケイが私情で動く──

　今までもなんとなく、マミさんを気き遣づかっていた場面が多い気がしたが、好き……とか。と考えて、頭を振ふるう。

　余計なことは考えないようにしよう。

『ユン？　突とつ然ぜん黙だまって大丈夫か？』

「えっ、あ、だ、大丈夫！　それより無事に進んでいるならそれでいいよ！」

『ああ、ユンも古城近くで合流だからな』

　リアルでも学校で顔を合わせるし、会うだけなら【スターゲート】を潜くぐらずに通常サーバーの方で会える。

　だが、バラバラのスタート地点からゴールの古城付近で合流することに意義があるように思え、俺は頷く。

　そして、フレンド通信を切り、立ち上がる。

「さて、俺ももう一ひと頑がん張ばりするかな」

　俺は、ポーションを作るための水を求めて、少し前に見えた川辺のセーフティーエリアを目指して移動を始めた。




　その後──

　時に平原で薬草を採取するため蛇だ行こうして進んだり──

　時にセーフティーエリアで他のプレイヤーのためにポーションを作り、その見返りに臨時でパーティーを組んでもらったり──

　時に森林の中に入り込み、敵ＭＯＢに追われ、必死で逃にげたり──

　時に各地の旅守り像のオブジェクトにアイテムをお供えして、旅の安全をお願いしたり──




　センス解放クエストの舞ぶ台たいである広大なフィールドを【調薬師】のセンスと他のプレイヤーとの協力で少しずつ、廃はい墟きよの古城に近づいていく。

　ＯＳＯを始めた頃ころから、今まであった出来事を追体験するような気持ちで進み続ける。

　封印されていたセンスも現在では、第５センスまで解放され、とある廃村のセーフティーエリアでは、弓矢が安定して使えるようになった。

　そこでやっとネックだった弓矢の目め処どが立ったので、第４センスには、武器センスである【長弓】のセンスを装備する。

　続く、第５センスでは、この広大なフィールドで高低差を気にせず移動できるように【登山】センスを装備した。

　そして、ついに──

「やっとここまで来れた」

【登山】センスでよじ登った岩山の上から見下ろすのは、廃墟の古城とその周りをぐるっと囲む城じよう壁へきだ。

「おーい！　やったな！　もう、城は、目と鼻の先だぞ！」

　岩山の下には、近くのセーフティーエリアからここまで付いてきてくれたパーティーのリーダーが声を掛けてくれる。

「ありがとう！」

「いいってことよ！　【出張アトリエール】には大分助けられた！　城壁の近くまでは見送ってやるよ！」

　そう言ってニカッと笑うリーダーに俺は岩山から下りて、一緒に城壁の方へと歩き出す。

　最初は、孤独な一人旅を想像したが、途と中ちゆうのセーフティーエリアでプレイヤーと交流し、時に大所帯で難所を越え、同じセーフティーエリアで出会ったプレイヤーたちと情報交こう換かんなどをした。

「見送りは、ここまででいいよ」

　城壁手前の平原で立ち止まり、見送りに来てくれたパーティーメンバーに告げる。

「そうか、まぁ頑張れよ。俺たちは、もっと高いレベルの場所で装備整えて挑いどむから」

「そっちも頑張って」

「頑張るのは当たり前だ。それに南側の奴やつらは、ユンちゃんのポーションで他ほかよりずっと楽に進められるんだ！　これくらい当然だ！」

　俺は、弱くて全然役に立たない後衛だが、見送りに来てくれたプレイヤーたちは、ポーションなどの回復アイテムの交換に義理を感じているようだ。

　この廃墟の古城とそれを囲む城壁が見える近くまで、安全に連れてきてくれた。

　そんな彼らと別れて、姿が見えなくなるまで手を振って、見送る。

　俺は、城壁の入り口である開け放たれた門から廃墟の城下町とその奥の古城を見上げる。

「ここまででレベル４クエスト。城下町ではレベル６まで、それ以上だとエリア外がい縁えん部ぶ……」

　少しずつ探たん索さくされるようになったセンス拡張クエストのために用意されたフィールドは、丘きゆう陵りよう地ちや山さん岳がく地帯、果てはダンジョンまで擁ようする広大なフィールドだった。

　スタート地点から中央の古城に向かって、徐じよ々じよにセンスの封ふう印いん解除レベルが上がっていく。

　だが、ある一定のレベルを超こえると、今度は中央にある古城とは真逆のフィールド外縁部の高レベル地帯で、レベル７以上のセンス封印解除クエストが行える。

「やっと到とう着ちやくした。タクたち、大分待たせただろうなぁ」

　既すでにタクたち他のパーティーメンバーは、一度この城下町まで到達した。

　一番歩みの遅おそい俺が到着するまで、タクたちは、フィールド外縁部の高レベル地帯で、更さらなるセンスの封印解除や装備の拡かく充じゆうをしている。

　今は、各地のボスＭＯＢと戦い、シリーズ物の装備ドロップを狙って励はげんでいるだろう。

「みんな、大丈夫かなぁ？　まぁ、タクたちを心配するよりも先に、自分のことを心配しないと」

　俺は、タクたちを心配しつつも敵ＭＯＢの徘はい徊かいする城下町の中に足を踏ふみ入れていく。




　　　　●




「うへぇ、怖こわいなぁ」

　そっと廃墟の城下町を進んでいくと、大通りには二組の甲かつ冑ちゆう騎き士しのＭＯＢが巡じゆん回かいしている。

　あの敵ＭＯＢに見つかると、この城下町を探索するのも難しい。

　そう思い、甲冑の金属の擦こすれる音が遠ざかるのを聞きながら、俺はインベントリからセンス装備で支給されたアイテムの一つを取り出す。

「地上が危ないなら、頭上を進むしかないよな」

　５番目に取得した【登山】センスの支給アイテムである鉤かぎ爪づめロープを振り回し、廃墟の建物の屋根に引っかけて壁かべを登っていく。

　すいすいと登り、建物の屋根の上から周囲を見回す。

「おー、やっぱり、屋根の上は安全かぁ」

　俺以外にも、多くのプレイヤーたちが屋根の上を移動しているのが見える。

　甲冑騎士たちの巡回経路は、パターン化されているために、地上でも迂う回かいすれば進める。

　だが、地上よりも屋根伝いで移動した方が最短距きよ離りを進むことができる。

「さて、目的の場所は……あそこと、あそこか」

　既に多くのプレイヤーがこの城下町に入り込んでいるので有用な施し設せつや情報が上がっている。

　俺は、屋根伝いに進んでいき、今現在、煙えん突とつから煙けむりを吐はき出す石造りの頑がん丈じような建物まで移動する。

　そして、甲冑騎士に見つからないように、鉤爪ロープを使って裏庭の方に降りて、裏口から中に入る。

「おっ！　ユンさんじゃないか！　どうしたんだ！」

　この廃墟には、三つの鍛か冶じのための炉ろが並んでおり、それぞれに【鍛冶】と【細工】系センス持ちのプレイヤーたちが順番で並んでいる。

　今も炉の中には火が灯ともり、金かな槌づちを振るって武器を作り上げている。

「いや、今日は様子見。とりあえず、ここもセーフティーエリアになってるよね」

「もちろん。台座はあっちだ！」

「ありがとう」

　俺は、そう言って、金槌の音に負けないように声を張り上げる顔見知りの生産プレイヤーに軽く挨あい拶さつして、台座に登録する。

　そのついでに、昔は鍛冶屋だっただろう廃墟の店てん舗ぽから使えそうな道具を探すが、残念ながら残っているのは、不人気武器か、金属部分が少ない道具ばかり。

　大たい抵ていは持ち出された後か、今武器を鍛きたえ上げている生産プレイヤーたちの素材としてインゴットになっているだろう。

「時間経過で復活するだろうし、今のセンスだとアクセサリーは作れないから、まぁいいか」

　俺は、そう呟つぶやき、廃墟の鍛冶屋から出て、屋根伝いに次の場所を目指す。

　そして、次の場所は、城下町の端にある一ひと際きわ大きな庭のある建物だ。

　他の建物とやや距離が離はなれており、城下町の端であるために甲冑騎士の巡回経路から外れている。

「ここは、薬屋だな」

　城下町に幾いくつかあるセーフティーエリアの中の一つである薬屋に入っていく。

　白しろ塗ぬりの塗と装そうは剝はげ掛かけ、緑の植物に覆おおわれた薬屋の廃墟に入れば、ポーションなどの収められた戸と棚だなの中身は、全すべてなくなっていた。

「やっぱりな。足りない回復アイテムをここで集めたんだろうな」

　こうした場所にある放置アイテムのポイントは、時間経過で復活する。

　生産職の支し援えんを受けられないプレイヤーは、こうした場所や建物内部を巡回してアイテムを集めているようだが、俺には、別の目的がある。

「奥の生産設備は、ちゃんと揃そろってるし、裏庭には、井い戸どと薬草畑もある。これならハイポーションまでなら作れそうだな」

　支給された調合キットでは十分な生産ができず、効果量も【アトリエール】で万ばん全ぜんの状態で作るものに比べればかなり劣おとる。

「さて、作るか」

　早さつ速そく、裏庭から井戸水と薬草畑に生える薬草を採り、ポーションとハイポーション、ＭＰポーションの作製に取り掛かる。

　そして、できたものは──





ポーション【消しよう耗もう品】

回復【ＨＰ＋40％】







ハイポーション【消耗品】

回復【ＨＰ＋60％】







ＭＰポーション【消耗品】

回復【ＭＰ＋50％】






「うん。制限された状じよう況きようだけど、デフォルト効果より高い」

　センスの半分は封印状態でステータスも低い、装備の補正もない。

　そんな状況下でもデフォルトの回復量を上回ることができたのは、今までのレシピの改良のおかげだ。

　たとえ、ＳＰ取得によるポーションなどの回復アイテムの回復量制限が掛けられたとしても、作り続けてよりよいレシピを探したのがよかった。

「それに、この状況だと回復量制限が一部緩かん和わされてるしな」

　このセンス拡張クエスト中は、多くのプレイヤーは弱体化状態である。

　そのためＳＰ取得によるポーションの回復量低下は、撤てつ回かいされているのだ。

　なので、本来回復量の制限が掛かるプレイヤーは、ポーションやハイポーション、ＭＰポーションを回復量を低下させずに使える。

「結構、人の集まるセーフティーエリアでポーションが売れるんだよなぁ」

　売れる、と言っても、一種サバイバル状態なこのセンス拡張クエスト。

　センスが封印され、アイテム、お金、装備もロックされた状態では、物ぶつ々ぶつ交こう換かんが基本となっている。

「よし、ポーション１０７本、ハイポーション34本、ＭＰポーション25本。こんなところかな」

　先に、タクたちに渡わたすハイポーションとＭＰポーションを差し引いた数を口にする。

　これらのポーションは、後で物々交換のトレード材料となる。

「ポーションと何を交換してもらおうかなぁ。なぁ、リゥイとザクロは、何が……っていないか」

　独り言が多くなった俺は、近くにリゥイやザクロがいないことに寂さびしさを覚えながら、次の行動に移る。

「さて、次は……細かな建物の中を調べてアイテムを探すか」

　先さき程ほど回った廃はい墟きよの鍛冶屋やこの郊こう外がいの薬屋とは別に、個々の家からは骨こつ董とう品である金属の古銭や護身用の武器や防具、他ほかにも隠かくされたアクセサリーなどが見つかる。

　金属製のアイテムは、溶とかしてインゴット。アクセサリーのパーツを解体すれば、金属とマジックジェム用の宝石も確保できるかもしれない。

　そんな期待を抱いだきながら、町中を巡回する甲冑騎士のＭＯＢに見つからないように屋根伝いで移動する。

　そんな中、大きな工こう房ぼうを見つけたので、その中に入り込む。

「……ここは、家具屋かな？　タンスやベッドが作りかけだ」

　他にも木材を加工するためのノコギリや金槌などが錆さびた状態で放置されている。

「木工店なら、新しい弓があればいいけど、多分ないだろうなぁ」

　ざっと見た限り、放置されたアイテムというのは大抵何らかの問題を抱かかえている。

　耐たい久きゆう力が低かったり、錆びて攻こう撃げき力が低かったり、どこか壊こわれていたり──

　そうした物を数少ない生産職が直せば、使えるようになったりする。

「まぁ、家具屋なら、家具用の釘くぎとかあるかな」

　あるなら、それを溶かせばインゴットの足しになるかな、と思いながら、辺りを探さぐるが見事に残り物しかなく、苦笑いを浮うかべてしまう。

　使えそうなものは、大量に残された木材だけだろう。

【合成】スキルで弓矢を作ったり、料理の燃料の薪まきになる。

　そんな床ゆかに打ち捨てられている素材を拾い集めていると、ふと【看破】のセンスが反応を示す。

「これって……」

　長い年月放置されて埃ほこりや砂、オガクズが覆い隠すように積もった場所を手で払はらうと、四角い地下への扉とびらの端はしが見えた。

「隠し扉、発見だな」

　扉の半分を隠すように積まれた木材を退どかし、堆たい積せきしたゴミを除のけて、地下への扉を引っ張り上げる。

「桃とう藤とう花かの樹きの関連クエストを思い出すなぁ」

　あの時は、廃はい村そんの旧村長宅の地下室を探たん索さくしたなぁ、などと思い出しながら、古い梯はし子ごの音を軋きしませながら降りる。

「見つけられる前提でランプがある」

　暗視性能のある【空の目】を持つから不要だが、とりあえずランプに火をつけて辺りを照らす。

　そして、見つけた物は──

「これは……魔ま法ほう使つかいの杖つえか。それに、弓もある。それもユニークアイテムだ」

　気密性の高い木箱に一枚ガラスを塡はめ込み、クッション材の中に沈しずむように飾かざられている武器は、杖と弓だ。

　杖は、獅し子しを思わせる意い匠しようの柄つか頭がしらを持つ長ちよう杖じようだ。

　獅子の目には、タイガーアイの宝石が嵌はめ込まれている。

　そして弓の方は、鷹たかの羽根を意匠としたような紫むらさきと燻いぶし銀に塗ぬられた長弓だ。





獅子闘とう頭とうの儀ぎ杖じよう【武器】

ＡＴＫ＋10、ＩＮＴ＋55　追加効果【火属性魔法上じよう昇しよう】【ＩＮＴボーナス】







鷹の狙そ撃げき弓【武器】

ＡＴＫ＋63、ＳＰＥＥＤ[image: ]15　追加効果【ＡＴＫボーナス】【ＤＥＸボーナス】【射程強化】






　この地下の隠し部屋には、一通の豪ごう華かな手紙も置かれていた。

「【言語学】のセンスを装備しないと手紙の内容は読めないけど、武器や手紙の装そう飾しよくを見る限り、かなりレアだよなぁ」

　どう見ても城への献けん上じよう品のようにも見える武器。

　廃墟の古城の存在を考えると、献上品がそのまま残された可能性がある。

「杖の方は、火属性特化かぁ。弓の方は、狙撃弓。長弓と違ちがうのか？」

　箱から取り出して手に取って分かったが、弓の方はかなり重いのだ。

　ここまで重いと長弓のような移動打ちはできないが、高い攻撃力と遠えん距きよ離りからの射撃は、可能である。

「長弓より取り回しが難しいけど、今の武器を使うよりはマシだな」

　そう言って、地下室から抜ぬけ出し、必要なものも他にないので家具屋の屋根に登る。

「さて、試ためし打ちはするべきだよな」

　先程手に入れた狙撃弓を屋根の上で取り出し、構える。

　狙ねらうのは、大通りを巡じゆん回かいする甲かつ冑ちゆう騎き士しの一体だ。

　こいつを倒たおせば、レベル５のセンス封ふう印いんが解除され、第６センスを装備できる。

　狙撃弓に矢を番つがえ、単独でいる甲冑騎士を狙って、思いっきり弓を引く。

　そして──

「っ!?」

　弓自体が重く、弦つるも硬かたい狙撃弓を放った瞬しゆん間かん、ステータス不足で指先から反動ダメージが走る。

「痛い。ステータス不足の反動ダメージが１割か……けど、威い力りよくは高い」

　そう呟き、放った矢が巡回する甲冑騎士の胸部を穿うがつのを見ていた。

　それほど強いＭＯＢではないが、胸に開いた穴から光の粒りゆう子しが漏もれるのを見て、倒したことを確信する。





──レベル５討とう伐ばつクエスト：亡ぼう霊れい甲冑騎士を討伐。

第６センスの封印が解除されました。






「よし、第６センスが装備できる。これでステータスも上がって反動のペナルティーを解消できる……って、ヤバ、他の騎士たちが来る」

　他のプレイヤーたちが辺りを巡回している甲冑騎士を避さける理由は、一体倒すと周囲にいる甲冑騎士がその場所に集まってくるのだ。

　また、集まった騎士同士が連れん携けいをするので、地味に倒しづらく面めん倒どうであり、ドロップも美お味いしくない。

　そのために多くのプレイヤーは、第６センスの封印解除の一回目を除き、回かい避ひしているのだ。

　俺もそれに倣ならって、速すみやかにその場から離はなれ始める。

　その後は、侵しん入にゆう可能な建物に入り込み、アイテムや素材を回収し、集めた素材でアクセサリーを作り、能力を底上げする。

　第６センスの封印も解除され、しばらくは溜ため込んだ素材を使って、俺やタクたちのためのアクセサリーの作製に集中するのだった。







　　　六章　魔ま鏡きようの試練と最高の自分







　俺が廃墟の古城の周りに広がる城下町に入り、数日が経たった。

　その間、センス拡張クエストをクリアするための情報を集め、素材を拾い、アイテムを準備していた。

　そして、バラバラになっていたタクたちと遂ついに合流を果たすことができた。

「タク、それにみんな。やっと会えた」

　廃墟の古城前の広場で合流した面々は、センスも装備もアイテムも制限され、普ふ段だんとはまるで違う姿をしていた。

　タクは、白と赤、黒の三色を基調とした騎士の礼服だ。金の飾かざ緒りおが片か肩たから前部に掛かけて吊つるされており、真しん紅くのマントがとても格好良くて羨うらやましく思う。

　ガンツは、頭には動物の頭ず蓋がい骨こつを模したヘルムを被かぶり、毛皮製の防具を身に着けた蛮ばん族ぞくスタイル。

　ケイは、直立不動で立っていれば、その威い圧あつ感かんと存在感だけで戦意を挫くじきそうな重厚な全身鎧とバケツヘルムを被っている。表情が窺うかがえないので、ちょっと不気味だ。

　ミニッツは、レースのあしらわれた明るい色のドレスを身に着けていた。背の高めな女性であるために美しいご令れい嬢じようといった感じである。

　マミさんは、紺こん色いろに白エプロンを着けたクラシックタイプのメイド服を着ている。

　どれもシリーズ物と呼ばれる統一感のある微びレアの防具を身に着けている。

　タクたちも互たがいに合流を喜ぶ中、全員の視線が俺の方に向き──

「ユン……せめて防具を見つけようぜ」

「なんだよ。見つからなかったんだから、仕方がないだろ」

　俺は、不ふ機き嫌げんさを隠かくさずにタクの言葉に反論する。

　全員が追加効果に【セットボーナス】のあるシリーズ物を装備している中で、俺一人だけが初期装備なのは、少し悪目立ちする。

　たまたま防具と縁えんのなかった俺に、タクはばつの悪そうな顔で頭の後ろを搔かく。

「ユンちゃんは、防具がないってこと？」

「いや……あるには、あるけど……」

　ミニッツの質問に俺は、歯切れの悪い返事をする。

【調薬師】センスで作ったポーションを材料に物ぶつ々ぶつ交こう換かんした中に、防具はあるのだが……

「手持ちの中でいい奴やつを装備すると、見た目がぐちゃぐちゃで気持ち悪いから」

「あー、それなら仕方がないわね。ダサい装備って嫌いやよね」

　ミニッツが同意してくれ、マミさんも何度も頷うなずき、共感してくれるようだ。

　ただ、後ろにいるガンツは、そういうものか、と言いたげに首を傾かしげ、ケイは無言のまま立っている。

　雰ふん囲い気き的にこの二人は、使えればそれでいい、と考えているのではないだろうか。

「それじゃあ、ユンちゃんには、私の持ってる予備の防具をあげるわ。シリーズ物の防具だから統一感はあるわよ」

「ホントか!?　けど、貰もらっていいのか？」

「いいのよ！　今の防具の方が私のセンスとあってるし、何より、私は、ユンちゃんが着た姿を見たいのよ」

「わかった。ありがとう」

　そう言って、ミニッツから受け取った防具をなんの躊躇ためらいもなく装備する。

「これがミニッツの予備。格好良いって……ちょ、これは！」

　上から順番に確かく認にんし、視線が下を向いたところで手で裾すそを押さえる。

「女性騎士のシリーズ装備一式よ！　どう、可愛かわいいと格好いいが両立しているでしょ」

　ミニッツは、自信満々に胸を張って言ってくる。

　女性騎士の装備の上半身は、赤を前面に押し出しており、肩から脇わきに掛けて白いラインが走りその中に白地の十字が作られている。

　下は、白のミニスカートを穿はいているが、上着の裾が長くシルエットがフレアスカートのように見え、女性向けらしい可愛いデザインである。

　そう──ミニスカートなのだ。

　上着の長い裾でフレアスカートのようなシルエットをしているが、正面から見れば、バレバレなので、かなり恥はずかしく思う。

「流石さすがに、これは、ちょっと恥ずかしい。別の装備ないのか！　スカート以外の！」

「これ以上の性能の防具はないわよ」

　ミニッツの言葉に、改めて今着ているシリーズ装備のステータスを確認する。





ロンド騎士団・救護騎士服【防具】

ＤＥＦ＋25、ＩＮＴ＋35　追加効果：【支し援えん効果（小）】【回復効果（小）】

【セットボーナス】【女性ボーナス】






　確かに、微レアのシリーズ物の防具としては、いい性能だ。

　特に、追加効果の【支援効果】は、俺のセンスとマッチしており、【回復効果】もポーションなどのアイテムにも適用される。

　更さらに、シリーズ物で全身を揃そろえることで発動する【セットボーナス】や女性プレイヤーに対するボーナス付きと悪くない。

　だが──

（俺は、男だぁぁぁっ！）

　スカートに対する葛かつ藤とうと【女性ボーナス】が適用されてしまっている事実に俺は、内心で大きな声を上げる。

「ほ、他ほかにないか？　装備を」

「うーん。じゃあ、私やマミと装備交こう換かんする？　私もユンちゃんのドレス姿を見てみたいし、メイド服も悪くないわよね」

　そう言って、余計に状じよう況きようが悪化する提案をするミニッツ。

　ミニッツが完全な好意でくれたシリーズ物の防具を突つっぱねることは、俺の良心からできない。

　そして、俺が選んだのは──

「う、うう……ミニッツ。ありがとう、大事に使わせてもらう」

「うん、納なつ得とくしてくれて良かったわ」

　結局、俺は、良性能な女騎士のシリーズ装備を受け入れてしまった。

　内心、一刻でも早くクエストをクリアして、防具をオーカー・クリエイターに戻もどすことを胸に誓ちかった。

「でも、こうしてタクとユンちゃんが似たシリーズ物の装備をすると映はえるわねぇ」

「そうだな。ペアルックっぽいよな。とりあえず、タクは爆ばく発はつしろ」

　ミニッツとガンツの言葉に、改めて自分とタクの装備を見比べれば、確かに似ている。

「なぁ、タク」

「なんだ？　ユン」

「その装備と交換しろ。羨ましいぞ」

　正直、そっちの騎士服の方が格好良いし、機能性と露ろ出しゆつの少なさが羨ましいが、タクに素っ気なく却きやつ下かされる。

「ダメだ。追加効果が嚙かみ合わないだろ。それより、ボス前の準備や打ち合わせだ」

「むぅ……わかった」

　俺は、タクに促うながされて、センス拡張クエストのボス戦の打ち合わせに加わる。

　互いに武器や現在使えるセンスの状況、手持ちのアイテムなどを融ゆう通ずうし合う。

　俺は、ハイポーションやＭＰポーション、ステータスを底上げするアクセサリーなどを全員に渡わたす。

「マミさん、そう言えば、この武器使えるかな？」

　魔ま法ほう使つかいのマミさんには、俺が【鷹たかの狙そ撃げき弓】を見つけた時、一いつ緒しよにあった獅し子し頭がしらの長ちよう杖じようを取り出して見せる。

　獅子頭の長杖を手に取ったマミさんは、ステータスを確認する。

「はい。今使っている装備よりも性能が高いからこれに切り替かえたいと思います」

「わかった。それじゃあ、決まりかな？」

　他に融通し合うアイテムもなく準備も整った。

　そして俺の今のセンスは──
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　なんとかボス前までに第七センスの封印を解除し、数回のクエストを達成して、センスの交換回数を増やした。

　準備段階では、生産系のセンスを装備して、ポーションやアクセサリーを用意し、そして今、戦せん闘とう系センスに切り替えている。

　一いつ切さいの無む駄だを削そぎ落とした戦闘用のセンス構成は、遊び心のセンスを装備する余よ裕ゆうがなく、少し寂さびしく感じる。

「それじゃあ、行こう」

　タクを先頭に、廃はい墟きよの古城へと入っていく。

　中は、比ひ較かく的てきシンプルな構造であり、敵ＭＯＢは一切出現しない。

　そして、最短距きよ離りで入り口から真まっ直すぐ進み、大広間に出ると、奥の壁かべには、天てん井じようから伸のびる鎖くさりで吊つるされた一枚の巨きよ大だいな鏡が存在した。

　金きん縁ぶちの横に広い鏡は、大広間の正面から入った俺たちの姿を映し出す。

　巨大な鏡に映る俺たちの姿は、見覚えはあるが、今と違ちがう姿をしていた。

　全員が、センスと装備を封ふうじられる前の姿で映っているのだ。

「これが自分たち……」

「くるぞ！」

　タクの声と共に、鏡に映る俺たちが鏡面を乗り越こえて、実体を持って現れる。

　その手には、愛用の武器をこちらに向けている。

　センス拡張クエスト【鏡の中からの挑ちよう戦せん状】のボスＭＯＢ──ドッペルゲンガー。

　弱体化した状態で最高の自分たちと戦う、というクエストなのだ。

「先手必勝！　──《鬼おに狩がり蹴げり》！」

『──《鬼狩り蹴り》！』

　ガンツが先制攻こう撃げきを決めようと、最も近くに居た偽にせガンツを攻撃すれば、同じアーツを放たれ、蹴り同士がぶつかり合う。

　そして、装備の質とセンスの数によるステータス差で押し負け、後方に弾はじき飛ばされる。

「ガンツ！　正面から当たるな！　正せい攻こう法ほうで後衛を攻せめろ！　ユン！」

「了りよう解かい！　《空間付加ゾーン・エンチヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！」

『《空間付加ゾーン・エンチヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！』

「なっ!?　相手もエンチャントしてくるのかよ！」

　俺がタクとガンツ、ケイの前衛に三重エンチャントを施ほどこせば、俺のドッペルゲンガーは、同じようにドッペルゲンガーのタクたちの能力を底上げして戦闘を行う。

　互たがいにぶつかり合う、前衛同士。

　スキル発動の待機時間デイレイ・タイムの合間に俺は、狙撃弓を構えて、偽マミさんや偽ミニッツを優先的に倒たおそうとするが、俺のドッペルゲンガーが弓矢で打ち落としてくる。

　そして、敵後衛の偽マミさんが魔法による攻撃を開始し、偽ミニッツも回復スキルや散発的な光魔法で攻撃を始める。

「ミニッツは、ケイの回復を頼たのむ！　ケイは、少しヘイトを抑おさえろ！　先に潰つぶれるぞ！　ガンツは先に偽ユンを狙ねらえ！　ユンとマミさんは偽ケイの足止めを優先しろ！」

　タクの指示で俺たちは戦闘を続け、少しずつドッペルゲンガーたちにダメージを与あたえていくが──

『──《エアロカノン》！』

「っ!?　──《フレイム・ピラー》」

　偽マミさんの放つ空気砲ほうを火属性強化の獅し子し頭がしらの長ちよう杖じようで生み出す火柱で迎むかえ撃うつマミさん。

　だが、相手の魔法の方が強く、火柱を突き抜ぬけて空気砲がマミさんを襲おそう。

　そうした後衛に届く攻撃をケイが間に入り、盾たてで受け止める。

　マミさんを庇かばったケイは、衝しよう撃げきを受け流しきれず、予想以上のダメージを貰もらっていた。

「ケイ！　ダメージを受け過ぎだ！　後ろに下がってポーションで回復しろ！」

「わかっ……しまった」

『逃にがさない。──《マッド・プール》《ベアトラップ》』

　認にん識しき阻そ害がいのマント【夢む幻げんの住人】を羽織る俺のドッペルゲンガーは、俺たち全員の意識から外れており、極力動かずに息を潜ひそめて、ここぞというタイミングで魔法を使う。

　俺のドッペルゲンガーが腕うでを前に突き出すと、タクとケイの足元に泥どろ沼ぬまが生まれ、その泥沼の中から石でできたトラバサミが二人を襲う。

「くそっ、身動きが取れない！」

　泥沼に足を取られた二人に身軽な偽ガンツの打撃と偽マミさんの魔法が殺さつ到とうする。

『《呪加カースド》──ディフェンス、マインド』

「なっ!?　弱体化まで！」

　ガンツは、俺のドッペルゲンガーに迫せまろうとするが、エンチャントの強化をカースドによって相そう殺さいされ、その状態で偽タクに阻はばまれて一気に窮きゆう地ちに追いやられる。

「ポーションで回復しつつ耐たえろ！」

　ドッペルゲンガーたちは、最高の状態の俺たちであるが、いくつかの欠点が存在する。

　その一つとしては、大部分のアイテムが使えないという点だ。

　もし使えたのなら、潤じゆん沢たくなポーションや蘇そ生せい薬などを使い続け、決して倒せない敵になってしまう。

　俺たちは、偽マミさんと偽ミニッツのＭＰが切れ、反撃に移れる瞬しゆん間かんまで耐え続けようとポーションを使用するが──

『──《ゾーン・ボム》』

「「きゃっ!?」」

　ＭＰポーションを取り出して回復しようとしたミニッツとマミさんの手元に《ボム》の爆発が起きる。

　俺のドッペルゲンガーが【空の目】のターゲティング能力と《ボム》の魔法を組み合わせた空間爆ばく破はによって、取り出したポーションを狙い、回復の妨ぼう害がいをしたのだ。

　俺のドッペルゲンガーは、弓による攻撃の手を緩ゆるめ、その代わりにカースドによる弱体化やスキルの妨害に重点を置いた攻撃をしてくる。

　そのために、思うように戦闘を繰くり広げることができず、偽マミさんや偽ミニッツのＭＰが切れて、相手の攻こう勢せいが弱まる前に、前衛の盾であるケイが耐えきれずに倒れる。

　その後は、一人ずつ順番に各個撃破され、最後には俺が残る。

「せめて、一撃っ！　──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

　破れかぶれの強きよう烈れつな一撃を俺のドッペルゲンガーに放つ。

　だが、狙撃弓の強烈な一撃は、俺のドッペルゲンガーの体に触ふれると共に搔かき消え、指先に微かすかな光の粒りゆう子しの動きが見える。

「──【身代わり宝玉の指輪】。そこまで再現しているのか」

　そして、迫る偽タクが長ちよう剣けんを振ふるい、俺の胸を貫つらぬき、ＨＰがゼロになり、倒れるのだった。

　蘇生薬もなく、パーティー全員が倒れたために、ボス討とう伐ばつは失敗に終わる。

　俺たちは、廃墟の古城前の広場のセーフティーエリアで復活した。

　こうして最初のドッペルゲンガーとの戦闘は、失敗に終わる。

　敗因を考えれば、事前情報でボスのドッペルゲンガーは、最高の状態のプレイヤー自身だと分かっていた。

　だが、分かっていたものの対策を十分に講じることをしなかった点だろう。
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「さて、負けたけど、次はどうやって勝つ？」

　そう口に出すのは、ミニッツだ。

　タクは、表情が硬かたく、珍めずらしく口を閉とざしている。

　同じように黙だまるケイだが、バケツヘルムを被かぶっているために表情が窺うかがえない。

　その中で、負けた雰ふん囲い気きを払ふつ拭しよくするように、ミニッツが明るい声を出せば、俺も便乗して、色々と次の対策を打ち出す。

「今度は、事前に仕込めることからやろうか。ボス戦の前に、強化丸薬ブースト・タブレツトとかステータス上じよう昇しよう系の料理を食べてから挑いどむとか。素材があれば、俺が作るよ」

「それに、まだ解放していないセンスもあります。それを解放すれば、ステータス差も縮まります。次はきっと勝てますよ」

　ミニッツや俺に続き、マミさんも明るい声で雰囲気を和なごやかにする。

「あ、それなら俺、ユンちゃんのカラアゲが食べたい！　前に作ってくれたコカトリスのカラアゲが美う味まかった」

　そんな料理のリクエストを勝手に出すガンツの空気を読まない発言に、みんなの中で苦く笑しようが漏もれる。

　最高の状態の自分自身に負け、これは勝てないんじゃないか、という雰囲気が払拭され始める中、今まで口を閉ざしていたタクが言葉を発する。

「なぁ、少しいいか？」

「なんだ？」

「ケイとユンは、ソロで挑戦してみないか？」

　その言葉に俺は、最初は何を言われたのか分からなかった。

　それは、俺とケイは遠回しにパーティーから外れろ、と言われたのかと思った。

「ちょ、ちょっと待て。それは、どういう──『わかった』──ケイ!?」

　タクの言葉を受けて、沈ちん黙もくしていたケイが重い腰こしを上げて立ち上がる。

　バケツヘルムで表情が見えないため怒おこっているのか、悲しんでいるのか分からない。

「なら、先にソロで攻こう略りやくしてくる」

「…………」

　それだけ言って、デスペナルティーを終えたケイがパーティーから外れて、一人でドッペルゲンガーが化けた最高の自分に挑んでいく。

　その後ろ姿を心配そうに見つめるマミさん。

　そして、ミニッツとガンツは、タクに問い詰つめている。

「タク、なんでソロで挑戦してみないか、って言ったんだ？」

「ああ、ケイの動きは、やっぱりドッペルゲンガーのケイ自身と比べると被ひ弾だんが多かっただろ」

「そうね、言われて見れば、かなりダメージを負っていたわ」

　黙ってタクの視点から見た敗北した戦せん闘とうの総評に耳を傾かたむける。

「ケイのプレイヤースキルから言えば、ドッペルゲンガーよりも圧あつ倒とう的に技量は高い。だが、後衛を庇うことに比重を置いた動きだったから相手より被弾が多いんだ」

　中には、マミさん自身が魔法で相殺できる攻撃や受けても致ち命めい傷しようにならない攻撃なども纏まとめて庇っていたために、相手より早くにダメージを受けていた。

「ドッペルゲンガーたちとの戦いは、相手より最適な行動を取り続けられるかが重要だ。そして、あの場で最適な行動を取れなかったのが、ユンとケイだ」

　その言葉に、ああ、そういうことか。と少し納なつ得とくした。

　ケイは、守るべき後衛のマミさんやミニッツ、俺を意識したために十分な動きができなかった。

　ソロなら、それらを気にすることもなく戦える。

　冷静で堅けん実じつ、恐おそろしいまでの精度の高い受け流し技術を持つケイなら、たとえ、装備やセンスで劣おとった状態で対たい峙じしても、最高の状態の自分と戦えるだろう。

　そして──

「終わった。問題なく勝てた」

　入る時は、バケツヘルム姿だったケイは、センスやアイテムの制限が解除され、普ふ段だんの姿で俺たちの前に現れる。

　どうやら、無事にドッペルゲンガーの自分自身に打ち勝ったようだ。

「お帰りです。それと、おめでとう」

　そう言って、ケイを出で迎むかえるマミさん。

「ユンは、どうする？」

「ど、どうするって……」

　タクの次の言葉に俺は、意図的に逸そらしていた考えを突つきつけられた気がする。

「俺たちが先に挑むか？　それともユンが先に挑むか？」

　ああ、やっぱり、俺はパーティーから外れることが決まっている。

　それは、遠回しに足あし手で纏まとい、と言われたような気持ちにさせられる。

「お、俺は、後でいいよ」

「そうか。それじゃあ、行ってくる」

「ちょ、ちょっと、タク！」

　タクのデリカシーのない発言に、ミニッツが何かを言おうとするが、俺は静かに首を横に振る。

　そして、気き遣づかうような視線のガンツとマミさんの視線に苦笑いを浮うかべて四人を見送る。

「…………」

「…………」

　残された俺とケイは、微び妙みような沈黙の中、タクたちの結果を待つ。

　ただ俺の中では、タクたちが無事に勝って欲しい、という気持ちとは別に、俺抜きで勝ったら足手纏いという事実が証明されてしまうような気分になる。

　互たがいに十分ほど沈黙が続き、いい加減耐えるのが辛つらくなってきた頃ころ、同じようにタクからソロでの挑ちよう戦せんを勧すすめられたケイが話しかけてくる。

「タクが俺とお前にソロで挑戦するように勧めたのは、適性の関係だ」

「適性？」

「俺は、タクに指し摘てきされた通り、パーティーの壁役タンカーとして最適な行動を取れなかった。だから、最初の挑戦が失敗に繫つながったんだ」

「そんなことないだろ。ケイは後衛に攻こう撃げきを通さないように頑がん張ばってただろ」

　そう言って、慰なぐさめるが、この場に俺とケイの二人だけであるために、ケイが胸の内を吐と露ろする。

「正直、タクの指摘通り、庇かばう必要のない攻撃まで庇っていた。いや、後衛のマミに攻撃を絶対に通さない。そう意地になっていたから、倒たおれてはいけない俺が真っ先に倒れた」

「えっ、それって……」

「まぁ、あれだ……惚ほれた弱みが悪いように働いたんだ。だから、タクに一人でやれ、って言われたんだ」

　堅かた物ぶつだと思っていたケイからの意外な告白に目を瞬しばたたかせる。

　やっぱり、必死になってマミさんと合流しようとしたってことは、ケイはマミさんのことが好きなんだ！

　思い返せば、ケイの行動の端はし々ばしに、そんな片へん鱗りんが見えたように思う。

　マミさんの方は……過去の言動を思い返すと嫌きらってはいない。

　むしろ、ケイに対して好意があるのではないかと思う。

「えっと……ビックリだ。それってマミさんと付き合ってるってこと？」

「いや、ギルドやパーティー内での恋れん愛あいは、崩ほう壊かいに繫がることが多いからな。言えないだろ」

　まさかの両片思いとかそういうパターン!?　いきなりの告白に、パーティーの足手纏いとかそういうのが、段々どうでも良くなってきた。

「その事は置いておくとして、俺は、自分の精神的な未熟さでドッペルゲンガーに負けた。だけど、ユンの場合は俺とは違ちがう」

「そうだな……完全な足手纏いだから、切り捨てた方がいいもんな」

　俺が自じ嘲ちよう気味に呟つぶやくとケイは、頭が痛そうに顔を顰しかめている。

「やっぱり、誤解していたか」

「誤解？」

「ユンの性質は、サポーターだろ」

「まぁ、そうだな」

　そう言われて、俺のこのキャラの初期コンセプト──サポートに徹てつする、ということを思い出す。

「サポーターは支し援えんする相手がいて、初めてその価値を高める」

　そんなの当たり前じゃないか、と思いながら、ケイの言葉の意味を考える。

　だが、その言葉の真意に辿たどり着く前に、俺の番が回ってきたようだ。

「ユン、ケイ、待たせた。無事、勝つことができたぞ！」

　そう言って、タクたちもドッペルゲンガーを倒し、センス拡張クエストを無事にクリアしたようだ。

　だが、クリアした後で陽気なタクとは反対に、少しだけピリピリした感じのミニッツとハラハラしているガンツ。

　そして、今度は先さき程ほどと逆にマミさんを迎むかえるケイの構図。

「ああ、次は、俺の番か」

　それだけ短く答えて、ケイの言った言葉の意味が見つからないまま、ソロでドッペルゲンガーの自分に挑いどみに行く。

「ちょっと、ユンちゃん！」

　背後で慌あわてたような声が聞こえたが、無視して、クエストボスに挑む。

　そして、魔ま鏡きように映る最高の状態の自分が抜ぬけ出し、対峙する。

『よぉ、随ずい分ぶん、可愛かわいらしい格好しているじゃないか？　女の格好なんて嫌いやだとか言っているくせに』

「っ！　喋しやべるのか。なんか、自分の顔と声で喋られるなんて、変な気分だな」

　パーティーで挑む時には、無言のまま戦闘を始めたが、ソロで挑む時には、ドッペルゲンガーの自分が語りかけてくるようだ。

『そんな状態で最高の自分に挑むのか？　負けに来たのか？』

　せせら笑いを浮かべながら、黒くろ乙おと女めの長なが弓ゆみに矢を番つがえるドッペルゲンガーの俺に、こちらも狙そ撃げき弓を構える。

「正直、勝てる道筋が全く見えない」

『勝てるわけないだろ？　最高の装備で最善の行動を繰くり返す自分だぞ』

「最善なんてのは、噓うそだな。それじゃあ、絶対に誰だれもお前に勝てないことになる」

　ドッペルゲンガーの行動パターンは、一定水準以上の行動ルーチンや許可された範はん囲いの中でコピーされたプレイヤーが取るだろう最も妥だ当とうな動きの再現だと思う。

　それに対して、プレイヤーに求められるのは、劣れつ勢せいを覆くつがえすだけの高いプレイヤースキルで行動できるか、もしくは、ドッペルゲンガーの自分の行動を予想して対策を取るか。

　Ｐプレイヤー・Ｖバーサス・Ｐプレイヤーの定じよう石せきとして、相手の嫌がることをしつつ、どれだけこちらのミスを減らすか。

　そういうのがこのボス戦の重要な要素になるだろう。

『なら、試ためしてみろよ！　──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！』

　随分と好戦的なドッペルゲンガーの自分に不快感を感じながら、戦闘が始まる。──とは言っても開始早々に押され始める。

　弓矢の遠えん距きよ離りからの応おう酬しゆうや、エンチャントによって強化されたステータスを駆く使しした動き、攻こう撃げき魔ま法ほうなどの様々な方法で攻せめようとするが、ドッペルゲンガーの俺とは、ステータスの差は明らかで、攻撃手段も多く、じりじりと追い詰められていく。

『どうした！　俺の言葉を噓だと否定したからには、証明してみせろ！　──《ボム》！』

　ドッペルゲンガーの爆ばく破はで視界を遮さえぎられ、【夢む幻げんの住人】の認にん識しき阻そ害がいで、こちらの【看破】のセンスを潜くぐり抜けて接近してくる。

　気づいた時には、目の前で解体包丁を振ふり上げており、それを転がるように避さける。

「ちょ、俺だってまだ殆ほとんど使ってないのに！　お前が俺より認識阻害のマントを使いこなすなんて！　ズルいぞ！」

『黙だまれ！　使えるものは、何でも使う！　それが俺だ！』

「まぁ、それは否定しない」

　クロードに仕立て上げてもらった【夢幻の住人】のマントを羽織るドッペルゲンガーの攻撃を避けながら、焦しよう点てんのズレたことで口論する。

　だが、ドッペルゲンガーの俺は、攻撃の手を緩ゆるめず、その攻撃から逃にげ続ける。

　どうすればいいのか、と考える一方で、ケイの言葉を少しずつ理解する。

「ああ、なんだ。そういうことだったのか」

　それに気づいてしまうと、顔がニヤけるようになる。

『なにを笑ってる！　追い詰つめられているのが分かってるのか？』

「ケイは言った。俺の性質は、サポーターってそういう意味か」

　なんでタクが、俺にパーティーから外れてソロで挑むように勧めたのか。

　パーティーに俺がいると、ドッペルゲンガーの俺一人の所せ為いで、ボスたちが強くなりすぎる。

　今の俺の弱さが原因じゃない。

　本来の俺の強みのせいで外れろと言われたのだ。

　それは、遠回しに俺のパーティーでの役割が高く評価されていることだ。

　ただ足手纏いで切られただけじゃなかった。

　そう思い、安心すると、目の前に立つドッペルゲンガーの自分の陳ちん腐ぷさがよく分かる。

「パーティーでの自分と比べるとソロの自分なんて、最高って言ってる割には、大したことないな」

『一人で納なつ得とくして、一人で俺を貶おとしめるな！　それから俺を貶めるってことは、自分自身も貶めることになるんだぞ！』

　激高するドッペルゲンガーが俺に追いつき、解体包丁を振り下ろす。

　俺の肩かたに食い込んだ解体包丁は、一いつ瞬しゆんの抵てい抗こうと共に、勢いよく振り抜かれて、ＨＰを失う。

『はっ、全く、口ほどにもない』

　俺の口くち癖ぐせを言いながら、倒れた俺に言葉を吐はき捨てるドッペルゲンガー。

　本日二度目の死に戻もどりだ。

　そして、廃はい墟きよの古城前でデスペナルティーを受けた俺は、復活する。

　その直後──

「ユン、すまなかった！　言い方が悪かった！　ユンが足あし手で纏まといだからソロでやれ、って言ったんじゃない！」

　開口一番いきなり頭を下げて謝るタクに目を瞬かせる。

　何がどうした、と助けを求めるように辺りを見回すと、タクの後ろにミニッツが仁に王おう立だちしている。

　ミニッツの姿に、ガンツは震ふるえており、ケイとマミさんは呆あきれたような表情を浮かべている。

「いくら幼おさな馴な染じみとは言っても、ちゃんと理由を説明しなきゃ伝わらないわよ！　そこんとこ分かってる!?」

「お前たちがドッペルゲンガーを攻略中、ユンは、随分気落ちしていたぞ」

　ミニッツに説教され、ケイも援護射撃に加わる。

　確かにケイと話さないままだったら、足手纏いだと思って、うじうじと悩なやんでいただろう。

　だが、言葉足らずのタクの真意に辿り着いたので悩む必要はなかった。

　それでも──

「《付加エンチヤント》──アタック！」

　自身に攻撃エンチャントを施ほどこし、頭を下げるタクに手を向ける。

　そして、指先に力を込こめて、ちょうど良い位置にあるタクの額にデコピンをする。

「てぃ！」

「痛っ!?」

「おっ、意外といい音が出た」

　パチンと少しだけいい音を響ひびかせ、タクの下げていた頭が後ろに仰のけ反り、真まっ直すぐ視線がぶつかり合う。

「全く、罰ばつはそれな。今回はそれで許すけど、次からは相手の気持ちとか考えながら、ちゃんと理由とか説明しろよな」

　俺だから、まぁ、許すけど、と小さく呟く。

　タクの後ろでは、ミニッツとガンツがニヤニヤしながら、こっちを見ているので軽く睨にらみ返す。

　タクは、ただの強めのデコピン一回で許されて、ポカンと口を半開きにしつつ額に手を当てている。

「もう、ユンちゃんは、優やさしすぎる！　それに甘いわよ！　代わりに私がしばらくこの件でタクをからかい続けるわよ」

「おっ、それ面おも白しろそう！　幼馴染みのユンちゃん悲しませたって周りに言いふらそう！」

　ミニッツとガンツが俺が悲しんだり、怒おこったりしていないことに気づき、やっと雰ふん囲い気きが柔やわらかくなり、タクを弄いじり始める。

「お、おい、ミニッツ、ガンツやめろ！　マジで洒しや落れにならん！　特にミュウちゃんとセイさんにバレたら、ヤバイから！　他ほかにもバレたらヤバイって」

　タクの本気の焦あせりように俺は苦笑いを浮うかべるが、実際に、脇わきで見ていたケイとマミさんは、確かになぁ、と頷うなずいていた。

「じゃあ、デコピン一回で納得しないなら、俺が頼たのむ素材を集めてきてくれるか？」

「お、おぅ、任せろ」

　ニッコリと微笑ほほえみを浮かべる俺に、タクは少し引き気味になりながら、頷く。

　そして、俺が頼んだ素材の数々に怪け訝げんそうな表情を浮かべたが、何に使うのか説明すると、タクはすぐに納得した。

　そして、タクだけでなく既すでにセンス拡張クエストをクリアしたガンツやミニッツたちも俺が突とつ破ぱできるように協力してくれた。
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　先に第12センスを獲かく得とくしたタクとガンツ、ケイたちは、その肩慣らしのついでに、多くのＭＯＢの素材を集めてくれた。

　それと並行して、ミニッツとマミさんは、俺とパーティーを組み、装備センスを切り替かえる回数を増やすために、クエストを受けるのを手伝ってくれた。

　そして、四日の準備を経て、ドッペルゲンガーの自分に再戦を挑いどむ。

「ユン、頑がん張ばって来いよ」

「ああ、今度は、負けるつもりはないよ」

　そう言って、俺は、廃墟の古城の中に歩を進める。

　広間に入り、巨きよ大だいな魔ま鏡きようの中から姿を現すドッペルゲンガーの自分。

『性しよう懲こりもなく、また来たのか』

　そう言って、俺と同じ構えを取るドッペルゲンガーに俺は答える。

「今度は、勝つよ」

『無理だな。俺は、最高のユン。お前が最も強い姿だ！　最強の弓使いで、暗殺者。そして、パーティーでは、強力なサポーターだ！』

　尊大に言い放つドッペルゲンガーの俺だが、やはり不快感しか感じない。

　最高の状態の俺など、最強などという言葉から最も遠いことを俺自身が知っている。

「俺が最強なわけないだろ。俺より強いプレイヤーは、ごまんと居るだろ」

『だけど、弱いお前じゃ俺には勝てない』

　そんな挑ちよう発はつ的なことを口にするドッペルゲンガーの自分に対して、溜ため息いきを吐つく。

「確かに、そのままじゃ何回戦っても俺は勝てない」

『なら、なんで挑んでくる？　負けるのが分かりきってるのに』

「けど……たった一回だけ勝てばいいなら、その一回は絶対に負けない自信がある」

　無意味な舌ぜつ戦せんを終えるためにそう言い切り、インベントリからここ数日で用意したアイテムを取り出す。

　それは、合成ＭＯＢを呼び出す核かく石いしであり、それを辺りに放ほうり投げ、呼び出す。

「来い！──《召しよう喚かん》」

　呼び出されたのは、多種多様な合成ＭＯＢだ。

　不定形のヒュージスライムや各属性の獣けもの系、人型を模したドール系、植物系、頭上を飛び交かう鳥や蟲むし型のＭＯＢなどがドッペルゲンガーの周囲を取り囲み始める。

『な、なんだ、こいつらは!?』

「ほんと、廃墟の町中を探したら、他にも【錬れん金きん】や【合成】の生産設備があって助かった。タクたちに素材を集めてもらえたからこれだけ用意できたんだ」

『お前、弓使いとしてのプライドはないのか！　こんな方法に頼たよって！』

　そう言って、俺を罵ののしってくるドッペルゲンガー。

　確かに、ゴミセンスと言われ続ける中、弓系センスを使い続けた。

　俺にだって、ちっぽけな意地とプライドくらいはある。

　だが──

「俺の本分は、弓使いでも暗殺者でもない。──生産職だ。そこを間ま違ちがえるな、ドッペルゲンガー」

　俺の本分は、生産職でサポーターだ。

　アイテムを用意できず、使えないドッペルゲンガーは、生産職にはなれない。

　たった一人で俺と対たい峙じしても、サポーターとしての役割も十全に果たせない。

「生産職を舐なめるなよ、──いけ！」

　それだけ命令を下すだけで、合成ＭＯＢの集団は、ドッペルゲンガーの俺を圧殺するために襲おそいかかっていく。

『なんだ！　この雑ざ魚こ共は！　くそっ、邪じや魔まだ！　《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！』

　長弓では取り回しが難しいのか、すぐに解体包丁に装備を切り替える。

　そして、自身に三重エンチャントを施し、解体包丁を振ふり回し始める。

　だが、物量で攻せめてくる合成ＭＯＢは、少しずつその数を減らしながらもドッペルゲンガーの俺に僅わずかずつダメージを与あたえる。

　そして、倒たおれた合成ＭＯＢが光の粒りゆう子しとなって消え、そこに開いた穴を別の合成ＭＯＢが入り込んで埋うめる。

　どんな強力な攻こう撃げきでも無効化する【身代わり宝玉の指輪】を装備しているが、戦せん闘とう開始直後の殺さつ到とうで、その無効化回数を使い切り、沈ちん黙もくしている。

　それに──

「《空間付加ゾーン・エンチヤント》──アタック、ディフェンス」

　後方に控ひかえる俺は、視し認にんできる範はん囲いの合成ＭＯＢにエンチャントを施し、その能力を底上げする。

『こんな、こんな無様な戦い、俺は望んでいないぞ！　戦え！　正面から戦え！　最強の自分を独力で乗り越こえてみろ！』

「ドッペルゲンガーの素すの性格が出てきてるぞ」

　俺が指し摘てきすると、ドッペルゲンガーの自分は、悔くやしそうに口元を歪ゆがめる。

『認めない！　俺は認めないぞ！　直接戦え！』

「全く、誰だれが戦うかよ。馬ば鹿からしい」

　そもそもドッペルゲンガーの俺は、最強だの最高だのと言うが、所しよ詮せんは、プレイヤーのステータスの範囲でしかない。

　ステータスの数値だけを見れば、プレイヤーより強いＭＯＢは沢たく山さんいる。

　プレイヤーとして見ても、似通ったセンスを装備していれば、攻撃の手段や戦い方も似る。

　ドッペルゲンガーは、ただ俺よりいい装備を身に着け、センスやステータスの優すぐれたＣＰＵが操作しているプレイヤーに等しい。

『なぜだ！　なんでお前自身は戦わない！　俺だろう！　弓を使え！　包丁を使え！　魔ま法ほうを使え！』

「あー悪い。今は、使えないんだ」

　まるで悪びれる素振りを見せない俺自身は、自分の装備中のセンスを確認する。
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「今の俺は、弓系センスも攻撃魔法のセンスも【料理人】のセンスも装備してない。ただ、誰がやっても結果が同じになるように戦っているだけだ」

　自分でも実に酷ひどい戦いをしていると思う。

　単体で出現するドッペルゲンガーに、使い捨ての合成ＭＯＢを使って物量で倒すのだ。

　弓矢を使っても合成ＭＯＢが射線を通さず、死を恐おそれずに身を挺ていして守ってくれる。

『強い自分をこんな風に！　こんな風に扱あつかうのか、お前は！　俺は！』

「俺は、弱い自分を嫌いやほど知ってる。どこを、どんな風に攻めれば身動きが取れなくなるかも」

　そう言って、圧あつ迫ぱくするように、より一層距きよ離りと密度を高める合成ＭＯＢの包囲。

　ドッペルゲンガーの俺は、【認識阻そ害がい】の防具を使い、不意打ちや急所狙ねらいなどの戦い方を取り入れているが、それは、自由に立ち回れるからできることだ。

　物理的に身動きできる範囲がなければ、【認識阻害】なども意味はない。

『こんなの試練でもなんでもない！　──《弓きゆう技ぎ・疾風はやて一いち陣じん》！』

　キレるドッペルゲンガーは、接近された合成ＭＯＢと切り結ぶのを止やめ、長弓に矢を番つがえて、放つ。

　放たれた矢を中心に風圧が広がり、前方の合成ＭＯＢたちが光の粒子となって消える。

　包ほう囲い網もうに穴が開き、無数の合成ＭＯＢを貫かん通つうして後方に立つ俺の肩かたに突つき刺ささり、僅かによろめく。

　ニヤリと笑うドッペルゲンガーの俺だが、よろめきを立て直して、ドッペルゲンガーの俺を見つめる。

「そんな攻撃じゃ俺を倒せないのは、分かってるよな」

『くそっ！』

　ダメージは受けた。だが、アーツの一撃でも合成ＭＯＢに軽減されたために、ＨＰの２割も削けずられていない。

　折角、アーツによる突とつ破ぱ口こうを開いたのだが、アーツの硬こう直ちよく時間により、身動きが取れない。

　その僅かな時間で、他の合成ＭＯＢたちが、包囲網の穴を塞ふさぎ、俺は悠ゆう々ゆうとポーションでダメージを回復する。

「これで仕切り直しだな」

『うるさい！　なら、全すべての合成ＭＯＢを倒した後でお前を攻撃すればいい！　今のお前に、攻撃手段はないんだからな！』

　そう言って、再び解体包丁を引き抜ぬき、合成ＭＯＢに攻撃してくる。

　ドッペルゲンガーの自分の弱点の一つには、決定打が不足しているが、やはりスペック的には自分と同じなのだろう。

　この囲まれた状態で簡単に窮きゆう地ちに陥おちいるが、しぶとく生き残ろうとする。

　だが、それも──

「追加分だ！　まだまだ核石のお替かわりは沢山あるぞ！　──《召喚》！」

　素材だけはタクたちがふんだんに用意し、合成ＭＯＢを召喚する核石は、大量にある。

　たとえ今召喚している合成ＭＯＢが全て倒されても、その５倍の核石を用意しているのだ。

『こんなのって……』

　ドッペルゲンガーにとって、周囲を囲む合成ＭＯＢの層が薄うすくなり希望が見えていたんだろう。

　だが、減った合成ＭＯＢが更さらに追加されては、ジリ貧ひんで負ける。

　それに俺は──

「ついでだ！　こいつも見ていけ！　──《召喚》！」

　そんな合成ＭＯＢの包囲網の後方に威い圧あつ目的で呼び出すのは、アイアン・ゴーレムの３体だ。

　こちらは、合成ＭＯＢではなく、錬金ＭＯＢだ。

【錬金】センスを使い、レア素材10個を【上位変へん換かん】を用いて作られたゴーレム秘石によって呼び出された召喚ＭＯＢだ。

　ゴーレムの秘石と鉄インゴットを使い呼び出された錬金ＭＯＢは、成長するＭＯＢである。

　核である秘石は、戦闘経験が蓄ちく積せきされ、動きが滑なめらかになり、呼び出す際の素材が上位である程、強力なＭＯＢになる。

　本職のエミリさんのように鍛きたえられていない生まれたての錬金ＭＯＢであるが、威圧だけなら十分に効果があった。

『む、むりだろ。そんな奴やつまで相手なんて……』

　３体のアイアン・ゴーレムを見上げて、放心するドッペルゲンガーの俺は、合成ＭＯＢに揉もみくちゃにされてＨＰを減らし続ける。

「こんな状態で俺を倒すなんて無理だよなぁ」

【空の目】とボムの魔法を組み合わせた座標爆ばく破はや複数同時爆破も、それなりの集中や僅かな間が必要だったりする。

　普ふ段だんの俺なら、逃にげて逃げて逃げ続けた先に生まれる僅かなタイミングで放つが、ドッペルゲンガーは、逃げるという選せん択たく肢しがなく、最適な戦闘行動を取り続ける。

　だからその間に、合成ＭＯＢが攻撃を当てて戦闘行動を中断させる。

　万が一、発動して俺に当たったとしても、それは致ち命めい傷しようにはならず、ポーションで回復すれば良い。

『ああ、もうダメだ……。酷い勝負だ。戦う前から結果が決まってるなんて。認めるよ、俺の負けだ。最低の勝ち方だな』

　そう言って、最後に嫌いや味みを言いつつ、ドッペルゲンガーの俺は、倒れて光の粒子となって消える。

　最後は、案外呆あつ気けないなと思う。
















　　　終章　第12センスと小さな庭園








　インフォメーション

・ＮＥＷ：センス拡張クエスト【鏡の中からの挑ちよう戦せん状】をクリアしました。

・ＮＥＷ：センス、装備、アイテムの制限が解除され、

　報ほう酬しゆうのシンボル５種がシンボルホルダーに追加されました。

・ＮＥＷ：第12センスが解放されました。

・ＮＥＷ：第12センス装備枠わくの取得ボーナスにより、ＳＰセンス・ポイント消費なしで、

　一つのセンスが取得可能となりました。






　ドッペルゲンガーを倒たおすと共に、メニューに幾いくつかのインフォメーションを受け取る。

　以前受けたセンス解放クエストと同じような報酬に俺は頷うなずき、早さつ速そく、女騎き士しのシリーズ物装備から普段のオーカー・クリエイターに切り替えた。

　そして、手に入れた【廃はい墟きよ】【城】【町】【封印】【影かげ】の５種のシンボル。これを組み合わせることで、より多くの【スターゲート】先を作り出すことができるだろう。

　だが、その前に──

『きゅぅ～』

「うわっ!?　ザクロ！」

　早速、アイテムの制限が解除されたため勝手に召しよう喚かん石から飛び出し、俺に飛びついてくるザクロ。

　遅おくれてリゥイも勝手に飛び出してくる。

　リゥイは、一歩引いた場所で、ドッペルゲンガーを倒して立ち尽つくしている合成ＭＯＢと３体のアイアン・ゴーレムの軍団を見て、何をやらかしたと俺に疑いの目を向けてくる。

「あはははっ……」

　俺が苦笑いを浮うかべると、仕方がない、と言うような溜ため息いきを吐はき出し、近寄ってくれる。

「それにしても、やり過ぎたかな？」

　倒すべき敵を失い、次の指示待ちの合成ＭＯＢたちに《送そう還かん》を命じて、核かく石いしに戻もどす。

「あー、回収しないとな」

　片付ける方がドッペルゲンガーの自分を相手にするより面めん倒どうだ、と思いながら、リゥイとザクロに手伝ってもらいつつ、核石を拾い集める。

　そして、全すべての核石を片付け終えた俺は、この廃墟の古城から出ると、入り口で俺がクリアするのをタクがやきもきしながら待っていた。

「ユン、センス拡張クエストのクリアおめでとう。けど、全然出てこないから心配したぞ」

「いや、悪い。片付けの方に手間取った」

　そう言うタクに俺は軽く謝る。

　実際に、ソロで挑いどんだケイやパーティー４人のタクたちの時の倍以上は、時間が掛かかっていた。

「ユンちゃん、おめでとう！　センス12個装備できるってトッププレイヤーと言っても過言じゃないんじゃない？」

　タクに続き、ミニッツがそう言って出で迎むかえてくれる。

　更に続いて、ガンツやケイ、マミさんたちも俺のクエストクリアを祝福してくれる。

　そして、どんな様子でドッペルゲンガーと戦ったのか、事前に戦い方を説明していたが、それでもやはり合成ＭＯＢによる圧殺の様子を聞いて、呆あきれ返っていた。

「さて、俺は、帰るよ。もうセンス拡張クエストをクリアしたし、ここには用ないからな」

「ユン、ちょっと待て」

　そう言って、転移オブジェクトの台座から【スターゲート】に戻ろうとすると、タクが引き留める。

「クエストは終わったけど、まだリベンジが残ってるだろ？　ドッペルゲンガーにパーティーでは負けたんだ！　今度は、センスが12に増えたし、装備の制限もない。全力の自分自身で挑めるぞ！」

　そう言って、再びドッペルゲンガーの出る廃墟の古城の方に指を差すタク。

「えー、やだよ。もう、やること終わっただろ？」

　確かに、クエストクリア後も楽しめる要素は、このセンス拡張クエスト用に用意されたエリアには残されている。

　だが、俺がここに留とどまる理由はなかった。

「ええっ、いいじゃない！　それにタクからソロでの挑戦を勧すすめられた時、ショックだったなら、タクを見返さないと！」

「こんな広いフィールドが追加されたんだ！　まだまだ遊び足りないぞ！」

　だが、ミニッツやガンツたちからもリベンジの声が上がる。

「全く、仕方がないな。わかったよ。ただし一回だけだからな」

「よし！　前は作戦が足りなかったし、もう少し練り直して挑むぞ！」

　俺の了りよう承しようを得て、嬉き々きとしてドッペルゲンガーの自分たちとの再戦の作戦を話し合い、挑むことになった。

　なのだが、こちらがアイテムを解禁したことでドッペルゲンガーたちも俺たちの持つアイテムなどの一部が解禁された他ほか、センス解放されて相手も第12センスまで装備した状態で現れて、激しい泥どろ仕じ合あいになる。

　また、装備は解禁になったが、消費アイテムの持ち込みは依い然ぜん、禁止されているために、苦しい戦いになる。

　最終的にタクたちは、ミニッツが最近覚えた蘇そ生せい魔ま法ほうを何度使ったか分からないほど倒れた。

　倒れる度たびに、立ち上がるタクたちを俺はサポートして、絶対にミニッツだけは倒されないように立ち回った。

　最後には、全員がボロボロになりながらも勝利をもぎ取ることができた。

「あはははっ、なんだよ。この戦い！　全然旨うま味みがないじゃんか！」

　センス解放後に倒したドッペルゲンガーからのドロップや報酬などは、皆かい無むだった。

　そんな自己満足だけの戦いにも全員が笑って、このセンス拡張クエストを終えることができた。




　　　　●




「ん～、ここは静かでいいなぁ」

　セミ・アニバーサリー・アップデート関連の騒さわがしさも落ち着き、センス拡張クエスト【鏡の中からの挑戦状】をクリアした俺は、久々にリゥイとザクロと一いつ緒しよにのんびりと過ごしている。

　建屋の中にある椅い子すに座り、お茶を飲みながら、【ネタアイテム全集】を読み、疲つかれを感じたら風景を楽しむ。

　ここの建屋の少し離はなれた場所には、環かん状じよう型の転移オブジェクト【スターゲート】があり、そこからマギさんとエミリさんがやってくる。

「ユンくん、こんにちは。素す敵てきなところを見つけたのね」

「こんにちは。それとセンス拡張クエストの攻こう略りやく、お疲れ様。私もクリアできたわ」

　俺は、マギさんとエミリさんにこの新しく見つけたお気に入りのシンボルコードを教え、招き入れた。

「二人ともいらっしゃい。はい、どうぞ」

　俺はそう言って、手元の本を閉じて、建屋の椅子に座るマギさんとエミリさんの前にお茶とお菓か子しを振ふる舞まう。

「エミリちゃん、私をここに連れてきてくれてありがとう」

「いいえ、私も不足していたシンボルがありましたから、マギさんに協力できて良かったです」

　そう言って辺りを見み渡わたすマギさんとエミリさんの視線の先には、城じよう壁へきの内側に広がる庭園がある。

　ここは、センス拡張クエストの報酬で手に入れた【城】のシンボルに【極小】と【泉】のシンボルを組み合わせた結果、見つけたエリアだ。

　微かすかな湧わき水が城壁内部の泉に流れ込み、小さな花々が咲さいて綺き麗れいな庭園を作り上げていた。

　今回は、マギさんが【極小】【泉】のシンボルを、【鏡の中からの挑戦状】のクエストをクリアしたエミリさんが【城】のシンボルを使い、この場所にやってきた。

「ユンくんが先行した攻略情報をくれて助かったわ。センス拡張クエストがすんなり終わってちょっと拍ひよう子し抜ぬけだったわ」

「あははっ、ただ思ったことやその時知り合ったプレイヤーを紹しよう介かいしただけだよ」

　後から【鏡の中からの挑戦状】をソロで挑んだエミリさんは、無事にクリアすることができた。

　特に、ボスのドッペルゲンガーとの戦いでは、俺と同じく真っ正面から戦わず、合成ＭＯＢで囲んで倒すという方法を取って、微び苦く笑しようを浮かべながら報告してくれたのは、印象的だった。

　マギさんは、お茶を飲み、一息吐ついたことで用件を切り出す。

「さてと、遅おそくなってたけど、ユンくんに頼たのまれていたものができたからここで引き渡わたすわ」

　マギさんが取り出したのは、俺が預けていた一ひと振ふりの肉にく断だち包丁と壊こわれた愛用のピッケルだ。

　どちらも黒こく鉄てつ製の装備だったが、今回【隕いん星せい鋼】を手に入れて修理とアップグレードをマギさんに頼んだ。

　その結果──





肉断ち包丁・重じゆう黒こく【武器・包丁】

ＡＴＫ＋75　ＳＰＥＥＤ[image: ]７　追加効果：ＤＥＸボーナス、闇やみ属性ボーナス（中）、

装備重量軽減（小）







マギさんの採さい掘くつ用ピッケル【武器・ピッケル】

ＡＴＫ＋99　ＳＰＥＥＤ[image: ]15　追加効果：耐たい久きゆう力向上（大）、採掘速度上じよう昇しよう（中）、

採掘ボーナス（小）、装備重量軽減（小）






「肉断ち包丁の方は、前より軽くなってるから扱あつかいやすいと思うわ。それにユンくんから貰もらった粉末状の魔ま法ほう薬も使って鍛きたえ上げて【闇属性ボーナス】もついたから武器としても十分な性能ね」

「マギさん、ありがとうございます。結構凄すごいことになってる」

　けど、料理以外には使わないんだよなぁ、と苦笑いを浮かべるが、あまりの軽さと切れ味にナタや斧おのの代用としても使えるそうだ。

「次に採掘用のピッケルね。こっちは、ユンくんに対応するセンスはないから攻こう撃げき判定は発生しないけど、その分採掘向きの追加効果を付けておいたわ」

「こっちもありがとうございます」

　これで問題なく、アダマンタイト鉱石を採掘することができそうである。

　そして、三人でのんびりとお茶を飲み、風景を楽しみつつ、最近の状況なども聞く。

　マギさんからの話では、ルカートたちの装備も【隕星鋼】で鍛え上げ、無事に納品できたという。またリーリーが作るガレオン船の造船にクロードも加わり、順調に進んでいるとのことだ。

　エミリさんからは、レティーアが孵ふ化かさせた水すい竜りゆうの幼よう獣じゆう・ウヅキの様子をスクリーンショットなどで見せてくれた。

「うわぁ、【スターゲート】で湖に行って泳がせたのか。可愛かわいいなぁ」

「そうね。自分で湖の底のアイテムを取ってきたから賢かしこいわね」

　その時、同行したエミリさんの話には、色々な素材を手に入れたらしいが、レティーアは、魚などの食材の方が良かったという話が出て、レティーアらしいと小さく笑う。

　そんな中、ふと、マギさんが何かを思い出したのか、俺とエミリさんに尋たずねてくる。

「そう言えば、ユンくんとエミリちゃんは、第12センスを解放したのよね」

　俺とエミリさんが頷うなずくと、マギさんが言葉を続ける。

「私は、まだクリアしてないから解放されてないけど、二人は、新しいセンス取得ボーナスは何を取ったの？」

　センス拡張クエストは、センス装備上限を一つ解放すると共に、ＳＰの消費なしでセンスを取得することができる。

「私は、単純にステータス上昇系のセンスを選んだわ。当たり外れもないから」

　無難な感じでセンス取得のボーナスを使うエミリさん。

　俺は以前、【念動】センスを取ってミュウたちに微び妙みような反応をされたが、今回は──

「俺は、ちょうど【錬金】と【合成】センスが50レベルに上がって、二つのセンスの統合先が出たんで、それにしようかと思います。それと新しく【隠おん密みつ】センスも取ろうと思います」

　マギさんとエミリさんは、【錬成】センスには納なつ得とくしつつ、【隠密】センスの方は、ちょっと不思議そうにしていた。

「ユンくん、【錬成】センスへの成長はなんとなく分かるけど、どうして【隠密】？　現状でもかなり隠密能力は高いよね」

「そうね。リゥイは、確か透とう明めい化ができるのよね。わざわざ、【隠密】を取る必要はあるかしら？」

【錬成】センスの取得の理由は、折角レベルが上がったので、エミリさんがＭＯＢの復活が可能になる【復活錬成】なるスキルを使えるようになりたい、と言ったことである。

　それに、この二つのセンスを統合させて取得するのに、ＳＰが５も必要なので、その取得ＳＰの削さく減げんの意味も込こめてセンス取得ボーナスを使用する。

　その理由は、マギさんとエミリさんもすぐ理解した。

　ただ【隠密】センスの取得に、必要性はあるのか、というと多分ない。

「俺は、自分のドッペルゲンガーと戦って思ったんですよ。認にん識しき阻そ害がいのマントを装備していると凄い厄やつ介かいだな、って。一いつ瞬しゆんだけ視界から消えたような感じになるんです」

　俺の言葉にうんうん、と頷くマギさんとエミリさん。

「だから、そこにセンスの効果が加わればどうなるのかな？　っていうちょっとした好こう奇き心しんというかロマンですかね」

　そう言って、気き恥はずかしさに小首を傾かしげれば二人の表情が柔やわらかくなる。

「なんか、ユンくんらしいわね。ロマンがあっていいんじゃないかしら？」

「そうね。音も立てず、気付かれずに一いち撃げき離り脱だつの狙そ撃げき手なんて、怖こわいわね」

　冗じよう談だんっぽく言うエミリさんに、それはカッコイイね、とマギさんも同意する。

　俺としては、ロマンのためであるため少し気恥ずかしさを覚えつつ、おしゃべりは続く。

　そして、またいつものＯＳＯが戻もどってくる。

　もうじき四月も終わり、ゴールデンウィークが間近に迫せまろうとしている。

　次は、ギルド【ヤオヨロズ】の遠えん征せいが待っている。











─ステータス─




　ＮＡＭＥ：ユン

　武器：黒くろ乙おと女めの長なが弓ゆみ、ヴォルフ司令官の長弓

　副武器：マギさんの包丁、肉断ち包丁・重じゆう黒こく、解体包丁・蒼そう舞ぶ

　防具：ＣＳクロード・シリーズ№６オーカー・クリエイター（夏服・冬服）





　アクセサリー装備容量（６／10）

・フェアリーリング（１）

・身代わり宝玉の指輪（１）

・園芸地輪具（１）

・夢む幻げんの住人（３）






　所持ＳＰ27

【長弓Ｌｖ42】【魔ま弓きゆうＬｖ26】【空の目Ｌｖ27】【看破Ｌｖ38】【俊しゆん足そくＬｖ31】【魔道Ｌｖ33】

【大地属性才能Ｌｖ15】【付ふ加か術じゆつ士しＬｖ11】【調薬師Ｌｖ30】【料理人Ｌｖ20】

【錬成Ｌｖ１】【隠密Ｌｖ１】

控ひかえ

【弓Ｌｖ55】【調教Ｌｖ41】【念動Ｌｖ９】【物理攻こう撃げき上じよう昇しようＬｖ26】【彫ちよう金きんＬｖ43】

【生産職の心得Ｌｖ27】【泳ぎＬｖ18】【言語学Ｌｖ28】【登山Ｌｖ21】【身体耐たい性せいＬｖ５】【精神耐性Ｌｖ４】【先制の心得Ｌｖ17】【急所の心得Ｌｖ15】




　セミ・アニバーサリー・アップデート後の成果──


・肉断ち包丁、採掘用ピッケルを【隕星鋼】でアップグレードした。

・【シンボルホルダー】を入手し、多数シンボルをトレードにより獲かく得とくした。

・【スターゲート】による探たん索さく可能な範はん囲いを拡大した。

・第12センス装備枠わくが解放した。

・【錬金】センスと【合成】センスが統合され、【錬成】センスを取得した。














　　　あとがき







　はじめましての方、お久しぶりの方、こんにちは。アロハ座ざ長ちようです。

　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＯさん、作品に素敵なイラストを用意して下さったゆきさん様、また出版以前からネット上で私の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。

　ＯＳＯシリーズは、現在、ドラゴンエイジにて羽は仁に倉くら雲うん先生によるコミカライズ版が連れん載さいしております。コミカライズでキュートなコミック版のユンたちの活かつ躍やくや可愛かわいい姿を見ることができます。

　また、弊へい著ちよに『モンスター・ファクトリー』シリーズもございますので、そちらの方もお手に取って頂けますと幸いです。




　今回の14巻では、少し趣しゆ向こうを変えて、追体験という部分に焦しよう点てんを当てて執しつ筆ぴつをいたしました。

　ＯＳＯシリーズが長く続き、ユンも少しずつ成長してきました。

　強力なボスと戦い、様々なイベントやクエストを超こえて、ユン本人に自覚はないでしょうが、ＯＳＯでもそれなりの実力のあるプレイヤーとして一目置かれていると思います。

　それなりの実力……ってのが、またユンらしいです。また、本人は生産職なのでやっぱり、戦せん闘とう職には及およばない感じですが、そんなユンが全てを封ふうじられ、それでも前に進む。

　私自身も、初期の頃ころの試行錯さく誤ごしている感じを思い出しつつ、それでもＯＳＯに慣れたサクサク感を意識しました。

　初期のユンを思い出すためにも、さっくりと読めるコミック版でも買って読んで頂けたらと思います。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後に、この本を手に取って頂いた読者の皆みな様さまに、改めて感謝を申し上げます。

　また皆様に会える日を楽しみにしております。





二〇一七年　十一月　アロハ座長










アロハ座長

●あろはざちょう



生態：本州中央部の海なし県在住のラノベ作家。なので、関東・関西どちらとも距離があるので、オフ会を確認するけど、ホテルの宿泊とスケジュールを考えて諦めています。もっと作家との交流を増やしたいです。

雑談：最近、爬虫類飼育のマンガを読みました。カエルが苦手なのにカエルが舌を伸ばすページを開いて、思わずビクッとなってしまいました。

レオパ可愛いです。


















カバー・口絵・本文イラスト／ゆきさん

カバーデザイン／ムシカゴグラフィクス
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─オンリーセンス・オンライン─








アロハ座ざ長ちよう
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